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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】アンライセンススペクトラムをロングタームエ
ボリューション（ＬＴＥ）通信に使用するために、アン
ライセンススペクトラムの利用可能性を決定する。
【解決手段】複数の直交周波数分割多重化（ＯＦＤＭ）
シンボル位置を備える揃えられたクリアチャネルアセス
メント（ＣＣＡ）期間において、次の送信間隔における
送信に対する共有スペクトラムの利用可能性を決定する
ために、ＣＣＡスロット９１５を同期させることを備え
る。、第１のＣＣＡスロット９１５は、複数のＯＦＤＭ
シンボル位置９１０の第１のＯＦＤＭシンボル位置と揃
えられ、第２のＣＣＡスロットは、ＯＦＤＭシンボル位
置の第２のＯＦＤＭシンボル位置と揃えられる。
【選択図】図９Ｂ
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ワイヤレス通信のための方法であって、
　次の送信間隔における送信に対するアンライセンススペクトラムの利用可能性を決定す
るために、複数の基地局にわたってクリアチャネルアセスメント（ＣＣＡ）スロットを同
期させることを備える、方法。
【請求項２】
　前記送信はダウンリンク送信を備える、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記ＣＣＡスロットは現在のゲーティング間隔の最後のサブフレームに位置する、請求
項１に記載の方法。
【請求項４】
　前記ＣＣＡスロットは現在のゲーティング間隔の最初のサブフレームに位置する、請求
項１に記載の方法。
【請求項５】
　隣接するＣＣＡスロットの開始点の間の間隔は概ね、１つの直交周波数分割多重化（Ｏ
ＦＤＭ）シンボルの継続時間である、請求項１に記載の方法。
【請求項６】
　前記アンライセンススペクトラムの前記利用可能性を決定する前記ＣＣＡスロットの１
つを特定することをさらに備え、前記１つのＣＣＡスロットは、ランダム化シードによっ
て駆動される擬似ランダム選択シーケンスに少なくとも一部基づいて特定される、請求項
１に記載の方法。
【請求項７】
　前記複数の基地局のサブセットは、その擬似ランダム選択シーケンスの生成のために同
じランダム化シードを使用し、前記サブセットは、単一の通信事業者による基地局の展開
と関連付けられる、請求項６に記載の方法。
【請求項８】
　ワイヤレス通信のための装置であって、
　次の送信間隔におけるダウンリンク送信に対するアンライセンススペクトラムの利用可
能性を決定するために、複数の基地局にわたってクリアチャネルアセスメント（ＣＣＡ）
スロットを同期するための手段を備える装置。
【請求項９】
　前記送信はダウンリンク送信を備える、請求項８に記載の装置。
【請求項１０】
　前記ＣＣＡスロットは現在のゲーティング間隔の最後のサブフレームに位置する、請求
項８に記載の装置。
【請求項１１】
　前記ＣＣＡスロットは現在のゲーティング間隔の最初のサブフレームに位置する、請求
項８に記載の装置。
【請求項１２】
　隣接するＣＣＡスロットの開始点の間の間隔は概ね、１つの直交周波数分割多重化（Ｏ
ＦＤＭ）シンボルの継続時間である、請求項８に記載の装置。
【請求項１３】
　アンライセンススペクトラムの前記利用可能性を決定する前記ＣＣＡスロットの１つを
特定するための手段をさらに備え、前記１つのＣＣＡスロットは、ランダム化シードによ
って駆動される擬似ランダム選択シーケンスに少なくとも一部基づいて特定される、請求
項８に記載の装置。
【請求項１４】
　前記複数の基地局のサブセットは、その擬似ランダム選択シーケンスの生成のために同
じランダム化シードを使用し、前記サブセットは、単一の通信事業者による基地局の展開



(3) JP 2019-13019 A 2019.1.24

10

20

30

40

50

と関連付けられる、請求項１３に記載の装置。
【請求項１５】
　ワイヤレス通信のための装置であって、
　プロセッサと、
　前記プロセッサと電気的に通信しているメモリと、
　前記メモリに記憶された命令と、
　を備え、前記命令は、
　次の送信間隔におけるダウンリンク送信に対するアンライセンススペクトラムの利用可
能性を決定するために、複数の基地局にわたってクリアチャネルアセスメント（ＣＣＡ）
スロットを同期するように、前記プロセッサによって実行可能である、装置。
【請求項１６】
　前記送信はダウンリンク送信を備える、請求項１５に記載の装置。
【請求項１７】
　前記ＣＣＡスロットは現在のゲーティング間隔の最後のサブフレームに位置する、請求
項１５に記載の装置。
【請求項１８】
　前記ＣＣＡスロットは現在のゲーティング間隔の最初のサブフレームに位置する、請求
項１５に記載の装置。
【請求項１９】
　隣接するＣＣＡスロットの開始点の間の間隔は概ね、１つの直交周波数分割多重化（Ｏ
ＦＤＭ）シンボルの継続時間である、請求項１５に記載の装置。
【請求項２０】
　前記命令は、
　アンライセンススペクトラムの前記利用可能性を決定する前記ＣＣＡスロットの１つを
特定するように、前記プロセッサによって実行可能であり、前記１つのＣＣＡスロットは
、ランダム化シードによって駆動される擬似ランダム選択シーケンスに少なくとも一部基
づいて特定される、請求項１５に記載の装置。
【請求項２１】
　前記複数の基地局のサブセットは、その擬似ランダム選択シーケンスの生成のために同
じランダム化シードを使用し、前記サブセットは、単一の通信事業者による基地局の展開
と関連付けられる、請求項２０に記載の装置。
【請求項２２】
　ワイヤレス通信システムにおけるワイヤレス通信装置による通信のためのコンピュータ
プログラム製品であって、前記ワイヤレス通信装置に、
　次の送信間隔におけるダウンリンク送信に対するアンライセンススペクトラムの利用可
能性を決定するために、複数の基地局にわたってクリアチャネルアセスメント（ＣＣＡ）
スロットを同期させるように、
　プロセッサによって実行可能な命令を記憶した、非一時的コンピュータ可読媒体を備え
る、コンピュータプログラム製品。
【請求項２３】
　前記送信はダウンリンク送信を備える、請求項２２に記載のコンピュータプログラム製
品。
【請求項２４】
　前記ＣＣＡスロットは現在のゲーティング間隔の最後のサブフレームに位置する、請求
項１５に記載のコンピュータプログラム製品。
【請求項２５】
　前記ＣＣＡスロットは現在のゲーティング間隔の最初のサブフレームに位置する、請求
項１５に記載のコンピュータプログラム製品。
【請求項２６】
　隣接するＣＣＡスロットの開始点の間の間隔は概ね、１つの直交周波数分割多重化（Ｏ
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ＦＤＭ）シンボルの継続時間である、請求項１５に記載のコンピュータプログラム製品。
【請求項２７】
　前記命令は、前記ワイヤレス通信装置に、
　アンライセンススペクトラムの前記利用可能性を決定する前記ＣＣＡスロットの１つを
特定させるように、前記プロセッサによって実行可能であり、前記１つのＣＣＡスロット
は、ランダム化シードによって駆動される擬似ランダム選択シーケンスに少なくとも一部
基づいて特定される、請求項１５に記載のコンピュータプログラム製品。
【請求項２８】
　前記複数の基地局のサブセットは、その擬似ランダム選択シーケンスの生成のために同
じランダム化シードを使用し、前記サブセットは、単一の通信事業者による基地局の展開
と関連付けられる、請求項２０に記載のコンピュータプログラム製品。
【請求項２９】
　ワイヤレス通信のための方法であって、
　次の送信間隔における送信に対するアンライセンススペクトラムの利用可能性を決定す
るために、複数の進化型ノードＢ（ｅＮＢ）にわたって同期された複数のクリアチャネル
アセスメント（ＣＣＡ）スロットの１つの間にＣＣＡを実行することを備える、方法。
【請求項３０】
　前記送信はダウンリンク送信を備える、請求項２９に記載の方法。
【請求項３１】
　前記ｅＮＢの２つ以上は、ゲーティング間隔の間にＣＣＡを実行するために同じＣＣＡ
スロットを使用する、請求項２９に記載の方法。
【請求項３２】
　ランダム化シードから生成される擬似ランダム選択シーケンスに少なくとも一部基づい
て、前記１つのＣＣＡスロットを特定することをさらに備える、請求項２９に記載の方法
。
【請求項３３】
　バックホールを通じて前記複数のｅＮＢの少なくともサブセットの間で交換される協調
情報に少なくとも一部基づいて、前記１つのＣＣＡスロットを特定することをさらに備え
る、請求項２９に記載の方法。
【請求項３４】
　前記アンライセンススペクトラムが利用可能であると決定されるとき、前記次の送信間
隔の間に前記アンライセンススペクトラムをリザーブするために、前記次の送信間隔の前
に１つまたは複数の信号を送信することをさらに備える、請求項２９に記載の方法。
【請求項３５】
　前記１つまたは複数の信号の各々は前記複数のＣＣＡスロットの１つの境界において開
始する、請求項３４に記載の方法。
【請求項３６】
　前記１つまたは複数の信号は、前記アンライセンススペクトラム上でのチャネル品質の
推定と時間－周波数の同期との１つまたは両方のための、少なくとも１つのパイロット信
号を備える、請求項３４に記載の方法。
【請求項３７】
　前記少なくとも１つのパイロット信号は、前記複数のｅＮＢのそれぞれ１つにチャネル
品質を報告するために、異なるリソース要素に対するチャネル品質測定を行うために、ユ
ーザ機器（ＵＥ）によって使用される、請求項３６に記載の方法。
【請求項３８】
　前記１つまたは複数の信号に応答して、それぞれのＵＥからチャネル品質の報告を前記
複数のｅＮＢの１つにおいて受信することと、前記報告は、前記少なくとも１つのパイロ
ット信号を使用して異なるリソース要素に対して前記ＵＥによって行われるチャネル品質
測定に少なくとも基づく、
　干渉を回避するために複数のＵＥの間で断片的なリソースの再使用を提供するために、
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前記１つのｅＮＢから前記それぞれのＵＥへの送信のためにリソース要素を割り振ること
と、
　をさらに備える、請求項３６に記載の方法。
【請求項３９】
　ワイヤレス通信のための装置であって、
　次の送信間隔における送信に対するアンライセンススペクトラムの利用可能性を決定す
るために、複数の進化型ノードＢ（ｅＮＢ）にわたって同期された複数のクリアチャネル
アセスメント（ＣＣＡ）スロットの１つの間にＣＣＡを実行するための手段を備える、装
置。
【請求項４０】
　前記送信はダウンリンク送信を備える、請求項３９に記載の装置。
【請求項４１】
　前記ｅＮＢの２つ以上は、ゲーティング間隔の間にＣＣＡを実行するために同じＣＣＡ
スロットを使用する、請求項３９に記載の装置。
【請求項４２】
　ランダム化シードから生成される擬似ランダム選択シーケンスに少なくとも一部基づい
て、前記１つのＣＣＡスロットを特定するための手段をさらに備える、請求項３９に記載
の装置。
【請求項４３】
　バックホールを通じて前記複数のｅＮＢの少なくともサブセットの間で交換される協調
情報に少なくとも一部基づいて、前記１つのＣＣＡスロットを特定するための手段をさら
に備える、請求項３９に記載の装置。
【請求項４４】
　前記アンライセンススペクトラムが利用可能であると決定されるとき、前記次の送信間
隔の間に前記アンライセンススペクトラムをリザーブするために、前記次の送信間隔の前
に１つまたは複数の信号を送信するための手段をさらに備える、請求項３９に記載の装置
。
【請求項４５】
　前記１つまたは複数の信号の各々は前記複数のＣＣＡスロットの１つの境界において開
始する、請求項４４に記載の装置。
【請求項４６】
　前記１つまたは複数の信号は、前記アンライセンススペクトラム上でのチャネル品質の
推定と時間－周波数の同期との１つまたは両方のための、少なくとも１つのパイロット信
号を備える、請求項４４に記載の装置。
【請求項４７】
　前記少なくとも１つのパイロット信号は、前記複数のｅＮＢのそれぞれ１つにチャネル
品質を報告するために、異なるリソース要素に対するチャネル品質測定を行うために、ユ
ーザ機器（ＵＥ）によって使用される、請求項４６に記載の装置。
【請求項４８】
　前記１つまたは複数の信号に応答して、それぞれのＵＥからチャネル品質の報告を前記
複数のｅＮＢの１つにおいて受信するための手段と、前記報告は、前記少なくとも１つの
パイロット信号を使用して異なるリソース要素に対して前記ＵＥによって行われるチャネ
ル品質測定に少なくとも基づく、
　干渉を回避するために複数のＵＥの間で断片的なリソースの再使用を提供するために、
前記１つのｅＮＢから前記それぞれのＵＥへの送信のためにリソース要素を割り振るため
の手段と、
　をさらに備える、請求項４６に記載の装置。
【請求項４９】
　ワイヤレス通信のための装置であって、
　プロセッサと、
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　前記プロセッサと電気的に通信しているメモリと、
　前記メモリに記憶された命令と、
　を備え、前記命令は、
　次の送信間隔における送信に対するアンライセンススペクトラムの利用可能性を決定す
るために、複数の進化型ノードＢ（ｅＮＢ）にわたって同期された複数のクリアチャネル
アセスメント（ＣＣＡ）スロットの１つの間にＣＣＡを実行するように、前記プロセッサ
によって実行可能である、装置。
【請求項５０】
　前記送信はダウンリンク送信を備える、請求項４９に記載の装置。
【請求項５１】
　前記ｅＮＢの２つ以上は、ゲーティング間隔の間にＣＣＡを実行するために同じＣＣＡ
スロットを使用する、請求項４９に記載の装置。
【請求項５２】
　前記命令はさらに、
　ランダム化シードから生成される擬似ランダム選択シーケンスに少なくとも一部基づい
て、前記１つのＣＣＡスロットを特定するように、前記プロセッサによって実行可能であ
る、請求項４９に記載の装置。
【請求項５３】
　前記命令はさらに、
　バックホールを通じて前記複数のｅＮＢの少なくともサブセットの間で交換される協調
情報に少なくとも一部基づいて、前記１つのＣＣＡスロットを特定するように、前記プロ
セッサによって実行可能である、請求項４９に記載の装置。
【請求項５４】
　前記命令はさらに、
　前記アンライセンススペクトラムが利用可能であると決定されるとき、前記次の送信間
隔の間に前記アンライセンススペクトラムをリザーブするために、前記次の送信間隔の前
に１つまたは複数の信号を送信するように、前記プロセッサによって実行可能である、請
求項４９に記載の装置。
【請求項５５】
　前記１つまたは複数の信号の各々は前記複数のＣＣＡスロットの１つの境界において開
始する、請求項５４に記載の装置。
【請求項５６】
　前記１つまたは複数の信号は、前記アンライセンススペクトラム上でのチャネル品質の
推定と時間－周波数の同期との１つまたは両方のための、少なくとも１つのパイロット信
号を備える、請求項５４に記載の装置。
【請求項５７】
　前記少なくとも１つのパイロット信号は、前記複数のｅＮＢのそれぞれ１つにチャネル
品質を報告するために、異なるリソース要素に対するチャネル品質測定を行うために、ユ
ーザ機器（ＵＥ）によって使用される、請求項５６に記載の装置。
【請求項５８】
　前記命令はさらに、
　前記１つまたは複数の信号に応答して、それぞれのＵＥからチャネル品質の報告を前記
複数のｅＮＢの１つにおいて受信することと、前記報告は、前記少なくとも１つのパイロ
ット信号を使用して異なるリソース要素に対して前記ＵＥによって行われるチャネル品質
測定に少なくとも基づく、
　干渉を回避するために複数のＵＥの間で断片的なリソースの再使用を提供するために、
前記１つのｅＮＢから前記それぞれのＵＥへの送信のためにリソース要素を割り振ること
と、
　を行うように、前記プロセッサによって実行可能である、請求項５６に記載の装置。
【請求項５９】
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　ワイヤレス通信システムにおけるワイヤレス通信装置による通信のためのコンピュータ
プログラム製品であって、前記ワイヤレス通信装置に、
　次の送信間隔における送信に対するアンライセンススペクトラムの利用可能性を決定す
るために、複数の進化型ノードＢ（ｅＮＢ）にわたって同期された複数のクリアチャネル
アセスメント（ＣＣＡ）スロットの１つの間にＣＣＡを実行させるように、プロセッサに
よって実行可能な命令を記憶した、非一時的コンピュータ可読媒体を備える、コンピュー
タプログラム製品。
【請求項６０】
　前記送信はダウンリンク送信を備える、請求項５９に記載のコンピュータプログラム製
品。
【請求項６１】
　前記ｅＮＢの２つ以上は、ゲーティング間隔の間にＣＣＡを実行するために同じＣＣＡ
スロットを使用する、請求項５９に記載のコンピュータプログラム製品。
【請求項６２】
　前記命令は、前記ワイヤレス通信装置に、
　ランダム化シードから生成される擬似ランダム選択シーケンスに少なくとも一部基づい
て、前記１つのＣＣＡスロットを特定させるように、前記プロセッサによって実行可能で
ある、請求項５９に記載のコンピュータプログラム製品。
【請求項６３】
　前記命令は、前記ワイヤレス通信装置に、
　バックホールを通じて前記複数のｅＮＢの少なくともサブセットの間で交換される協調
情報に少なくとも一部基づいて、前記１つのＣＣＡスロットを特定させるように、前記プ
ロセッサによって実行可能である、請求項５９に記載のコンピュータプログラム製品。
【請求項６４】
　前記命令は、前記ワイヤレス通信装置に、
　前記アンライセンススペクトラムが利用可能であると決定されるとき、前記次の送信間
隔の間に前記アンライセンススペクトラムをリザーブするために、前記次の送信間隔の前
に１つまたは複数の信号を送信させるように、前記プロセッサによって実行可能である、
請求項５９に記載のコンピュータプログラム製品。
【請求項６５】
　前記１つまたは複数の信号の各々は前記複数のＣＣＡスロットの１つの境界において開
始する、請求項６４に記載のコンピュータプログラム製品。
【請求項６６】
　前記１つまたは複数の信号は、前記アンライセンススペクトラム上でのチャネル品質の
推定と時間－周波数の同期との１つまたは両方のための、少なくとも１つのパイロット信
号を備える、請求項６４に記載のコンピュータプログラム製品。
【請求項６７】
　前記少なくとも１つのパイロット信号は、前記複数のｅＮＢのそれぞれ１つにチャネル
品質を報告するために、異なるリソース要素に対するチャネル品質測定を行うために、ユ
ーザ機器（ＵＥ）によって使用される、請求項６６に記載のコンピュータプログラム製品
。
【請求項６８】
　前記命令は、前記ワイヤレス通信装置に、前記１つまたは複数の信号に応答して、それ
ぞれのＵＥからチャネル品質の報告を前記複数のｅＮＢの１つにおいて受信させることと
、前記報告は、前記少なくとも１つのパイロット信号を使用して異なるリソース要素に対
して前記ＵＥによって行われるチャネル品質測定に少なくとも基づく、
　干渉を回避するために複数のＵＥの間で断片的なリソースの再使用を提供するために、
前記１つのｅＮＢから前記それぞれのＵＥへの送信のためにリソース要素を割り振らせる
ことと、
　を行うように、前記プロセッサによって実行可能である、請求項６６に記載のコンピュ



(8) JP 2019-13019 A 2019.1.24

10

20

30

40

50

ータプログラム製品。
【発明の詳細な説明】
【優先権の主張】
【０００１】
相互参照
　本特許出願は、各々が本出願の譲受人に譲渡された、２０１４年５月１９日に出願され
た、「Ｌｉｓｔｅｎ－Ｂｅｆｏｒｅ－Ｔａｌｋ　Ｒｅｓｅｒｖａｔｉｏｎ　Ｓｃｈｅｍｅ
　ｆｏｒ　Ｗｉｒｅｌｅｓｓ　Ｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎｓ　Ｏｖｅｒ　Ｕｎｌｉｃｅ
ｎｓｅｄ　Ｓｐｅｃｔｒｕｍ」と題される、Ｂｈｕｓｈａｎらによる米国特許出願第１４
／２８１，６１７号、および２０１３年５月２０日に出願された、「ＬＴＥ－Ｕｎｌｉｃ
ｅｎｓｅｄ」と題される、Ｂｈｕｓｈａｎらによる米国仮特許出願第６１／８２５，４５
９号の優先権を主張する。
【背景技術】
【０００２】
　[0002]ワイヤレス通信ネットワークは、音声、ビデオ、パケットデータ、メッセージン
グ、ブロードキャストなどの様々な通信サービスを提供するために広く展開されている。
これらのワイヤレスネットワークは、利用可能なネットワークリソースを共有することに
よって複数のユーザをサポートすることが可能な多元接続ネットワークであり得る。
【０００３】
　[0003]ワイヤレス通信ネットワークは、複数のユーザ機器（ＵＥ）のための通信をサポ
ートすることができる、複数の基地局またはノードＢを含み得る。ＵＥは、ダウンリンク
およびアップリンクを介して基地局と通信することができる。ダウンリンク（または順方
向リンク）は基地局からＵＥへの通信リンクを指し、アップリンク（または逆方向リンク
）はＵＥから基地局への通信リンクを指す。
【０００４】
　[0004]ワイヤレス通信ネットワークがより混雑するようになっているので、通信事業者
は容量を増やすための方法に注目し始めている。１つの手法は、トラフィックおよび／ま
たはシグナリングの一部をオフロードするために、ワイヤレスローカルエリアネットワー
ク（ＷＬＡＮ）を使用することであり得る。ＷＬＡＮ（またはＷｉＦｉ（登録商標）ネッ
トワーク）は、ライセンススペクトラムにおいて動作するセルラーネットワークとは異な
り、一般にアンライセンススペクトラムで動作するので魅力的である。その上、より多く
の量の帯域が免許を伴わないアクセスのために割り振られており、ＷＬＡＮへのトラフィ
ックおよび／またはシグナリングのオフロードという選択肢をより魅力的にしている。し
かしながら、ＷＬＡＮはセルラーネットワークよりも非効率的に帯域を使用する傾向があ
るので、この手法は、混雑の問題に対して部分的な解決法しか提供できない。その上、Ｗ
ＬＡＮに関わる規制およびプロトコルは、セルラーネットワークに対するそれらとは異な
る。したがって、アンライセンススペクトラムは、規制上の要件に従ってより効率的に使
用されることが可能であれば、混雑を軽減するための理にかなった選択肢であり続け得る
。
【発明の概要】
【０００５】
　[0005]アンライセンススペクトラムが３ＧＰＰ（登録商標）ロングタームエボリューシ
ョン（ＬＴＥ（登録商標））通信のために使用され得る、方法および装置が説明される。
ライセンススペクトラムにおけるＬＴＥダウンリンク容量がアンライセンススペクトラム
にオフロードされ得る補助的ダウンリンクモードを含む、様々な展開シナリオがサポート
され得る。ＬＴＥダウンリンク容量とＬＴＥアップリンク容量の両方をライセンススペク
トラムからアンライセンススペクトラムにオフロードするために、キャリアアグリゲーシ
ョンモードが使用され得る。スタンドアロンモードにおいて、基地局（たとえば、進化型
ノードＢ（ｅＮＢ））とＵＥとの間のＬＴＥダウンリンク通信およびＬＴＥアップリンク
通信は、アンライセンススペクトラムにおいて起こり得る。基地局もＵＥも、これらのモ
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ードまたは同様のモードの１つまたは複数をサポートすることができる。アンライセンス
スペクトラムにおけるＬＴＥダウンリンク通信のためには直交周波数分割多元接続（ＯＦ
ＤＭＡ：Orthogonal Frequency-Division Multiple Access）通信信号が使用され得るが
、アンライセンススペクトラムにおけるＬＴＥアップリンク通信のためにはシングルキャ
リア周波数分割多元接続（ＳＣ－ＦＤＭＡ：Single-Carrier Frequency-Division Multip
le Access）通信信号が使用され得る。アンライセンススペクトラムのために構成された
ＬＴＥの使用は、ＬＴＥ－ＵｎｌｉｃｅｎｓｅｄまたはＬＴＥ－Ｕと呼ばれ得る。
【０００６】
　[0006]例示の第１のセットにおいて、ワイヤレス通信のための方法が説明される。一例
では、方法は、次の送信間隔における送信に対するアンライセンススペクトラムの利用可
能性を決定するために、複数の基地局にわたってＣＣＡスロットを同期させることを含む
。いくつかの実施形態では、送信はダウンリンク送信を含む。いくつかの実施形態では、
ＣＣＡスロットは、現在のゲーティング間隔の最後のサブフレームに位置する。いくつか
の実施形態では、ＣＣＡスロットは、現在のゲーティング間隔の最初のサブフレームに位
置する。いくつかの実施形態では、隣接するＣＣＡスロットの開始点の間の間隔は概ね、
１つの直交周波数分割多重化（ＯＦＤＭ）シンボルの継続時間である。
【０００７】
　[0007]いくつかの実施形態では、方法は、アンライセンススペクトラムの利用可能性を
決定するＣＣＡスロットの１つを特定することを含み、当該１つのＣＣＡスロットは、ラ
ンダム化シードによって駆動される擬似ランダム選択シーケンスに少なくとも一部基づい
て特定される。いくつかの実施形態では、基地局のサブセットは、その擬似ランダム選択
シーケンスの生成のために同じランダム化シードを使用し、サブセットは、単一の通信事
業者による基地局の展開と関連付けられる。
【０００８】
　[0008]例示の第２のセットにおいて、ワイヤレス通信のための装置が説明される。一例
では、装置は、次の送信間隔におけるダウンリンク送信に対するアンライセンススペクト
ラムの利用可能性を決定するために、複数の基地局にわたってＣＣＡスロットを同期させ
るための手段を含む。いくつかの実施形態では、送信はダウンリンク送信を含む。いくつ
かの実施形態では、ＣＣＡスロットは、現在のゲーティング間隔の最後のサブフレームに
位置する。いくつかの実施形態では、ＣＣＡスロットは、現在のゲーティング間隔の最初
のサブフレームに位置する。いくつかの実施形態では、隣接するＣＣＡスロットの開始点
の間の間隔は概ね、１つのＯＦＤＭシンボルの継続時間である。
【０００９】
　[0009]いくつかの実施形態では、装置は、アンライセンススペクトラムの利用可能性を
決定するＣＣＡスロットの１つを特定するための手段を含み、１つのＣＣＡスロットは、
ランダム化シードによって駆動される擬似ランダム選択シーケンスに少なくとも一部基づ
いて特定される。いくつかの実施形態では、基地局のサブセットは、その擬似ランダム選
択シーケンスの生成のために同じランダム化シードを使用し、サブセットは、単一の通信
事業者による基地局の展開と関連付けられる。
【００１０】
　[0010]例示の第３のセットにおいて、ワイヤレス通信のための別の装置が説明される。
一例では、装置は、プロセッサと、プロセッサと電気的に通信しているメモリと、メモリ
に記憶された命令とを含む。命令は、次の送信間隔における送信に対するアンライセンス
スペクトラムの利用可能性を決定するために、複数の基地局にわたってＣＣＡスロットを
同期させるように、プロセッサによって実行可能であり得る。いくつかの実施形態では、
送信はダウンリンク送信を含む。いくつかの実施形態では、ＣＣＡスロットは、現在のゲ
ーティング間隔の最後のサブフレームに位置する。いくつかの実施形態では、ＣＣＡスロ
ットは、現在のゲーティング間隔の最初のサブフレームに位置する。いくつかの実施形態
では、隣接するＣＣＡスロットの開始点の間の間隔は概ね、１つのＯＦＤＭシンボルの継
続時間である。



(10) JP 2019-13019 A 2019.1.24

10

20

30

40

50

【００１１】
　[0011]いくつかの実施形態では、命令は、アンライセンススペクトラムの利用可能性を
決定するＣＣＡスロットの１つを特定するように、プロセッサによって実行可能であり、
１つのＣＣＡスロットが、ランダム化シードによって駆動される擬似ランダム選択シーケ
ンスに少なくとも一部基づいて特定される。いくつかの実施形態では、基地局のサブセッ
トは、その擬似ランダム選択シーケンスの生成のために同じランダム化シードを使用し、
サブセットは、単一の通信事業者による基地局の展開と関連付けられる。
【００１２】
　[0012]例示の第４のセットにおいて、ワイヤレス通信システムにおけるワイヤレス通信
装置による通信のためのコンピュータプログラム製品が説明される。一例では、コンピュ
ータプログラム製品は、ワイヤレス通信装置に、次の送信間隔における送信に対するアン
ライセンススペクトラムの利用可能性を決定するために、複数の基地局にわたってＣＣＡ
スロットを同期させるように、プロセッサによって実行可能な命令を記憶した、非一時的
コンピュータ可読媒体を含む。いくつかの実施形態では、送信はダウンリンク送信を含む
。いくつかの実施形態では、ＣＣＡスロットは、現在のゲーティング間隔の最後のサブフ
レームに位置する。いくつかの実施形態では、ＣＣＡスロットは、現在のゲーティング間
隔の最初のサブフレームに位置する。いくつかの実施形態では、隣接するＣＣＡスロット
の開始点の間の間隔は概ね、１つのＯＦＤＭシンボルの継続時間である。
【００１３】
　[0013]いくつかの実施形態では、命令は、ワイヤレス通信装置に、アンライセンススペ
クトラムの利用可能性を決定するＣＣＡスロットの１つを特定させるように、プロセッサ
によって実行可能であり、１つのＣＣＡスロットは、ランダム化シードによって駆動され
る擬似ランダム選択シーケンスに少なくとも一部基づいて特定される。いくつかの実施形
態では、基地局のサブセットは、その擬似ランダム選択シーケンスの生成のために同じラ
ンダム化シードを使用し、サブセットは、単一の通信事業者による基地局の展開と関連付
けられる。
【００１４】
　[0014]例示の第５のセットにおいて、ワイヤレス通信のための別の方法が説明される。
一例では、方法は、次の送信間隔における送信に対するアンライセンススペクトラムの利
用可能性を決定するために、複数のｅＮＢにわたって同期された複数のＣＣＡスロットの
１つの間にＣＣＡを実行することを含む。いくつかの実施形態では、ｅＮＢの２つ以上は
、ゲーティング間隔の間にＣＣＡを実行するために、同じＣＣＡスロットを使用する。い
くつかの実施形態では、方法は、ランダム化シードから生成される擬似ランダム選択シー
ケンスに少なくとも一部基づいて、１つのＣＣＡスロットを特定することを含む。いくつ
かの実施形態では、方法は、バックホールを通じて複数のｅＮＢの少なくともサブセット
の間で交換される協調情報に少なくとも一部基づいて、１つのＣＣＡスロットを特定する
ことを含む。いくつかの実施形態では、方法は、アンライセンススペクトラムが利用可能
であると決定されるとき、次の送信間隔の間にアンライセンススペクトラムをリザーブす
るために、次の送信間隔の前に１つまたは複数の信号を送信することを含む。１つまたは
複数の信号の各々は、複数のＣＣＡスロットの１つの境界において開始し得る。いくつか
の実施形態では、１つまたは複数の信号は、アンライセンススペクトラム上でのチャネル
品質の推定と時間－周波数の同期との１つまたは両方のための、少なくとも１つのパイロ
ット信号を含む。少なくとも１つのパイロット信号は、複数のｅＮＢのそれぞれ１つにチ
ャネル品質を報告するために、異なるリソース要素に対するチャネル品質測定を行うため
に、ＵＥによって使用され得る。いくつかの実施形態では、方法は、１つまたは複数の信
号に応答して、それぞれのＵＥからチャネル品質の報告を複数のｅＮＢの１つにおいて受
信することと、報告は、少なくとも１つのパイロット信号を使用して異なるリソース要素
に対してＵＥによって行われるチャネル品質測定に少なくとも基づき、干渉を回避するた
めに複数のＵＥの間で断片的なリソースの再使用を提供するために、１つのｅＮＢからそ
れぞれのＵＥへの送信のためにリソース要素を割り振ることとを含む。
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【００１５】
　[0015]例示の第６のセットにおいて、ワイヤレス通信のための別の装置が説明される。
一例では、装置は、次の送信間隔における送信に対するアンライセンススペクトラムの利
用可能性を決定するために、複数のｅＮＢにわたって同期された複数のＣＣＡスロットの
うちの１つの間にＣＣＡを実行するための手段を含む。いくつかの実施形態では、送信は
ダウンリンク送信を含む。いくつかの実施形態では、ｅＮＢの２つ以上は、ゲーティング
間隔の間にＣＣＡを実行するために、同じＣＣＡスロットを使用する。いくつかの実施形
態では、装置は、ランダム化シードから生成される擬似ランダム選択シーケンスに少なく
とも一部基づいて、１つのＣＣＡスロットを特定するための手段を含む。いくつかの実施
形態では、装置は、バックホールを通じて複数のｅＮＢの少なくともサブセットの間で交
換される協調情報に少なくとも一部基づいて、１つのＣＣＡスロットを特定するための手
段を含む。いくつかの実施形態では、装置は、アンライセンススペクトラムが利用可能で
あると決定されるとき、次の送信間隔の間にアンライセンススペクトラムをリザーブする
ために、次の送信間隔の前に１つまたは複数の信号を送信するための手段を含む。１つま
たは複数の信号の各々は、複数のＣＣＡスロットの１つの境界において開始し得る。いく
つかの実施形態では、１つまたは複数の信号は、アンライセンススペクトラム上でのチャ
ネル品質の推定と時間－周波数の同期との１つまたは両方のための、少なくとも１つのパ
イロット信号を含む。いくつかの実施形態では、少なくとも１つのパイロット信号は、複
数のｅＮＢのそれぞれ１つにチャネル品質を報告するために、異なるリソース要素に対す
るチャネル品質測定を行うために、ＵＥによって使用される。いくつかの実施形態では、
装置は、１つまたは複数の信号に応答して、それぞれのＵＥからチャネル品質の報告を複
数のｅＮＢの１つにおいて受信するための手段と、報告は、少なくとも１つのパイロット
信号を使用して異なるリソース要素に対してＵＥによって行われるチャネル品質測定に少
なくとも基づき、干渉を回避するために複数のＵＥの間で断片的なリソースの再使用を提
供するために、１つのｅＮＢからそれぞれのＵＥへの送信のためにリソース要素を割り振
るための手段とを含む。
【００１６】
　[0016]例示の第７のセットにおいて、ワイヤレス通信のための別の装置が説明される。
一例では、装置は、プロセッサと、プロセッサと電気的に通信しているメモリと、メモリ
に記憶された命令とを含む。命令は、次の送信間隔における送信に対するアンライセンス
スペクトラムの利用可能性を決定するために、複数のｅＮＢにわたって同期された複数の
ＣＣＡスロットの１つの間にＣＣＡを実行するように、プロセッサによって実行可能であ
り得る。いくつかの実施形態では、送信はダウンリンク送信を含む。いくつかの実施形態
では、ｅＮＢの２つ以上は、ゲーティング間隔の間にＣＣＡを実行するために、同じＣＣ
Ａスロットを使用する。いくつかの実施形態では、命令は、ランダム化シードから生成さ
れる擬似ランダム選択シーケンスに少なくとも一部基づいて、１つのＣＣＡスロットを特
定するように、プロセッサによって実行可能である。いくつかの実施形態では、命令は、
バックホールを通じて複数のｅＮＢの少なくともサブセットの間で交換される協調情報に
少なくとも一部基づいて、１つのＣＣＡスロットを特定するように、プロセッサによって
実行可能である。いくつかの実施形態では、命令は、アンライセンススペクトラムが利用
可能であると決定されるとき、次の送信間隔の間にアンライセンススペクトラムをリザー
ブするために、次の送信間隔の前に１つまたは複数の信号を送信するように、プロセッサ
によって実行可能である。１つまたは複数の信号の各々は、複数のＣＣＡスロットの１つ
の境界において開始し得る。いくつかの実施形態では、１つまたは複数の信号は、アンラ
イセンススペクトラム上でのチャネル品質の推定と時間－周波数の同期との１つまたは両
方のための、少なくとも１つのパイロット信号を含む。いくつかの実施形態では、少なく
とも１つのパイロット信号は、複数のｅＮＢのそれぞれ１つにチャネル品質を報告するた
めに、異なるリソース要素に対するチャネル品質測定を行うために、ＵＥによって使用さ
れる。いくつかの実施形態では、命令は、１つまたは複数の信号に応答して、それぞれの
ＵＥからチャネル品質の報告を複数のｅＮＢの１つにおいて受信することと、報告は、少
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なくとも１つのパイロット信号を使用して異なるリソース要素に対してＵＥによって行わ
れるチャネル品質測定に少なくとも基づき、干渉を回避するために複数のＵＥの間で断片
的なリソースの再使用を実現するために、１つのｅＮＢからそれぞれのＵＥへの送信のた
めにリソース要素を割り振ることとを行うように、プロセッサによって実行可能である。
【００１７】
　[0017]例示の第８のセットにおいて、ワイヤレス通信システムにおけるワイヤレス通信
装置による通信のためのコンピュータプログラム製品が説明される。一例では、コンピュ
ータプログラム製品は、ワイヤレス通信装置に、次の送信間隔における送信に対するアン
ライセンススペクトラムの利用可能性を決定するために、複数のｅＮＢにわたって同期さ
れた複数のＣＣＡスロットの１つの間にＣＣＡを実行させるように、プロセッサによって
実行可能な命令を記憶した、非一時的コンピュータ可読媒体を含む。いくつかの実施形態
では、送信はダウンリンク送信を含む。いくつかの実施形態では、ｅＮＢの２つ以上は、
ゲーティング間隔の間にＣＣＡを実行するために、同じＣＣＡスロットを使用する。いく
つかの実施形態では、命令は、ワイヤレス通信装置に、ランダム化シードから生成される
擬似ランダム選択シーケンスに少なくとも一部基づいて、１つのＣＣＡスロットを特定さ
せるように、プロセッサによって実行可能である。いくつかの実施形態では、命令は、ワ
イヤレス通信装置に、バックホールを通じて複数のｅＮＢの少なくともサブセットの間で
交換される協調情報に少なくとも一部基づいて、１つのＣＣＡスロットを特定させるよう
に、プロセッサによって実行可能である。いくつかの実施形態では、命令は、ワイヤレス
通信装置に、アンライセンススペクトラムが利用可能であると決定されるとき、次の送信
間隔の間にアンライセンススペクトラムをリザーブするために、次の送信間隔の前に１つ
または複数の信号を送信させるように、プロセッサによって実行可能である。１つまたは
複数の信号の各々は、複数のＣＣＡスロットの１つの境界において開始し得る。いくつか
の実施形態では、１つまたは複数の信号は、アンライセンススペクトラム上でのチャネル
品質の推定と時間－周波数の同期との１つまたは両方のための、少なくとも１つのパイロ
ット信号を含む。いくつかの実施形態では、少なくとも１つのパイロット信号は、複数の
ｅＮＢのそれぞれ１つにチャネル品質を報告するために、異なるリソース要素に対するチ
ャネル品質測定を行うために、ＵＥによって使用される。いくつかの実施形態では、命令
は、ワイヤレス通信装置に、１つまたは複数の信号に応答して、それぞれのＵＥからチャ
ネル品質の報告を複数のｅＮＢの１つにおいて受信させ、報告は、少なくとも１つのパイ
ロット信号を使用して異なるリソース要素に対してＵＥによって行われるチャネル品質測
定に少なくとも基づき、干渉を回避するために複数のＵＥの間で断片的なリソースの再使
用を提供するために、１つのｅＮＢからそれぞれのＵＥへの送信のためにリソース要素を
割り振らせるように、プロセッサによって実行可能である。
【００１８】
　[0018]上では、以下の発明を実施するための形態がより良く理解され得るように、本開
示による例の特徴と技術的利点とをやや広く概説した。以下で、さらなる特徴および利点
が説明される。開示される概念および具体例は、本開示の同じ目的を遂行するための他の
構造を修正または設計するための基礎として容易に利用され得る。そのような等価な構成
は、添付の特許請求の範囲の趣旨および範囲から逸脱しない。本明細書で開示される概念
の特性であると考えられる特徴は、それらの編成と動作方法の両方に関して、付随する図
とともに検討されると、関連付けられる利点とともに以下の説明からより良く理解される
だろう。図の各々は、特許請求の範囲の限界を定めるものとしてではなく、例示および説
明のみの目的で与えられる。
【００１９】
　[0019]本開示の性質および利点のさらなる理解は、以下の図面の参照によって実現され
得る。添付の図面では、同様のコンポーネントまたは特徴が、同じ参照ラベルを有するこ
とがある。さらに、同じタイプの様々なコンポーネントは、参照ラベルに、ダッシュと、
同様のコンポーネントを区別する第２のラベルとを続けることによって、区別され得る。
第１の参照ラベルだけが本明細書で使用される場合、その説明は、第２の参照ラベルにか
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かわらず、同じ第１の参照ラベルを有する同様のコンポーネントのいずれにも適用可能で
ある。
【図面の簡単な説明】
【００２０】
【図１】様々な実施形態による、ワイヤレス通信システムの例を示す図。
【図２Ａ】様々な実施形態による、アンライセンススペクトラムにおいてＬＴＥを使用す
るための展開シナリオの例を示す図。
【図２Ｂ】様々な実施形態による、アンライセンススペクトラムにおいてＬＴＥを使用す
るための展開シナリオの別の例を示す図。
【図３】様々な実施形態による、ライセンススペクトラムおよびアンライセンススペクト
ラムにおいて同時にＬＴＥを使用するときのキャリアアグリゲーションの例を示す図。
【図４Ａ】様々な実施形態による、基地局でのライセンススペクトラムおよびアンライセ
ンススペクトラムにおけるＬＴＥの同時使用のための方法の例のフローチャート。
【図４Ｂ】様々な実施形態による、基地局でのライセンススペクトラムおよびアンライセ
ンススペクトラムにおけるＬＴＥの同時使用のための方法の別の例のフローチャート。
【図５Ａ】様々な実施形態による、ＵＥでのライセンススペクトラムおよびアンライセン
ススペクトラムにおけるＬＴＥの同時使用のための方法の例のフローチャート。
【図５Ｂ】様々な実施形態による、ＵＥでのライセンススペクトラムおよびアンライセン
ススペクトラムにおけるＬＴＥの同時使用のための方法のさらに別の例のフローチャート
。
【図６Ａ】様々な実施形態による、周期的なフレーム構造に揃えられた周期的なゲーティ
ング構造の例を示す図。
【図６Ｂ】様々な実施形態による、周期的なフレーム構造の半分である周期的なゲーティ
ング構造の例を示す図。
【図６Ｃ】様々な実施形態による、周期的なフレーム構造の２倍である周期的なゲーティ
ング構造の例を示す図。
【図６Ｄ】様々な実施形態による、周期的なフレーム構造より小さい周期的なゲーティン
グ構造の例を示す図。
【図７Ａ】様々な実施形態による、周期的なゲーティング構造波形の例を示す図。
【図７Ｂ】様々な実施形態による、周期的なゲーティング構造波形の別の例を示す図。
【図８】様々な実施形態による、周期的なフレーム構造に周期的なゲーティング構造を同
期させるための方法の例のフローチャート。
【図９Ａ】様々な実施形態による、周期的なゲーティング構造におけるＳ’サブフレーム
の例を示す図。
【図９Ｂ】様々な実施形態による、Ｓ’サブフレームにおけるクリアチャネルアセスメン
ト（ＣＣＡ）スロットの配置オプションの例を示す図。
【図９Ｃ】様々な実施形態による、周期的なゲーティング構造におけるＳ’サブフレーム
の別の例を示す図。
【図９Ｄ】様々な実施形態による、周期的なゲーティング構造におけるＳ’サブフレーム
の別の例を示す図。
【図１０Ａ】様々な実施形態による、前のゲーティング間隔の終わりにチャネル使用の評
価が発生するときの、ゲーティングの例を示す図。
【図１０Ｂ】様々な実施形態による、前のゲーティング間隔の初めにチャネル使用の評価
が発生するときの、ゲーティングの例を示す図。
【図１０Ｃ】様々な実施形態による、ＷｉＦｉ送信アクティビティに応答したゲーティン
グの例を示す図。
【図１０Ｄ】様々な実施形態による、１４個の直交周波数分割多重化（ＯＦＤＭ）シンボ
ルをもつ周期的なゲーティング構造波形の例を示す図。
【図１０Ｅ】様々な実施形態による、１４個のＯＦＤＭシンボルをもつ周期的なゲーティ
ング構造波形の別の例を示す図。
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【図１０Ｆ】様々な実施形態による、２個のサブフレームをもつ周期的なゲーティング構
造波形の例を示す図。
【図１０Ｇ】様々な実施形態による、２個のサブフレームをもつ周期的なゲーティング構
造波形の別の例を示す図。
【図１１】様々な実施形態による、周期的な構造をゲーティングするための方法の例のフ
ローチャート。
【図１２Ａ】様々な実施形態による、複数の基地局にわたってＣＡＡスロットを同期させ
るための方法の例のフローチャート。
【図１２Ｂ】様々な実施形態による、複数の基地局にわたってＣＡＡスロットを同期せる
ための方法の別の例のフローチャート。
【図１３Ａ】様々な実施形態による、複数の基地局にわたってＣＣＡスロットが同期する
ときにＣＡＡを実行するための方法の例のフローチャート。
【図１３Ｂ】様々な実施形態による、複数の基地局にわたってＣＣＡスロットが同期する
ときにＣＡＡを実行するための方法の別の例のフローチャート。
【図１４Ａ】様々な実施形態による、アンライセンススペクトラムにおいてチャネルをリ
ザーブするための、チャネル使用ビーコン信号（ＣＵＢＳ：Channel Usage Beacon Signa
l）の使用の例を示す図。
【図１４Ｂ】様々な実施形態による、アンライセンススペクトラムにおいてチャネルをリ
ザーブするための、ＣＵＢＳの使用の別の例を示す図。
【図１４Ｃ】様々な実施形態による、アンライセンススペクトラムにおいてチャネルをリ
ザーブするための、ＣＵＢＳの使用のさらに別の例を示す図。
【図１５】様々な実施形態による、アンライセンススペクトラムをリザーブするための信
号を送信するための方法の例のフローチャート。
【図１６】様々な実施形態による、アンライセンススペクトラムにおいて送信される信号
に向けた、ライセンススペクトラムにおいて送信されるフィードバック情報の例を示す図
。
【図１７Ａ】様々な実施形態による、ライセンススペクトラムにおいてプライマリコンポ
ーネントキャリア（ＰＣＣ：Primary Component Carrier）アップリンクを介してフィー
ドバック情報を受信するための方法の例のフローチャート。
【図１７Ｂ】様々な実施形態による、ライセンススペクトラムにおいてＰＣＣアップリン
クを介してフィードバック情報を送信するための方法の例のフローチャート。
【図１８Ａ】様々な実施形態による、アンライセンススペクトラムにおけるＬＴＥ－Ｕビ
ーコン信号のブロードキャストの例を示す図。
【図１８Ｂ】様々な実施形態による、ＬＴＥ－Ｕビーコン信号におけるペイロードの例を
示す図。
【図１９Ａ】様々な実施形態による、アンライセンススペクトラムにおいてＬＴＥ－Ｕビ
ーコン信号をブロードキャストするための方法の例のフローチャート。
【図１９Ｂ】様々な実施形態による、アンライセンススペクトラムにおいてＬＴＥ－Ｕビ
ーコン信号をブロードキャストするための方法の別の例のフローチャート。
【図２０】様々な実施形態による、アンライセンススペクトラムにおけるリクエストツー
センド（ＲＴＳ：request-to-send）信号およびクリアツーセンド（ＣＴＳ：clear-to-se
nd）信号の例を示す図。
【図２１】様々な実施形態による、アンライセンススペクトラムにおいてＲＴＳ信号を送
信しＣＴＳ信号を受信するための方法の例のフローチャート。
【図２２Ａ】様々な実施形態による、ライセンススペクトラムにおける仮想ＣＴＳ（Ｖ－
ＣＴＳ）の例を示す図。
【図２２Ｂ】様々な実施形態による、ライセンススペクトラムにおける仮想ＲＴＳ（Ｖ－
ＲＴＳ）信号および仮想Ｖ－ＣＴＳ信号の例を示す図。
【図２３】様々な実施形態による、ＲＴＳ信号またはＶ－ＲＴＳ信号を送信するための方
法の例のフローチャート。
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【図２４】様々な実施形態による、ＲＴＳ信号またはＶ－ＲＴＳ信号に応答してＶ－ＣＴ
Ｓ信号を受信するための方法の例のフローチャート。
【図２５】様々な実施形態による、アンライセンススペクトラムにおける通常のサブフレ
ームおよびロバストなサブフレームの例を示す図。
【図２６】様々な実施形態による、過去の送信アクティビティに基づいてアンライセンス
スペクトラムにおいて通常のサブフレームまたはロバストなサブフレームを送信するため
の方法の例のフローチャート。
【図２７】様々な実施形態による、アンライセンススペクトラムのための物理アップリン
ク制御チャネル（ＰＵＣＣＨ）信号および物理アップリンク共有チャネル（ＰＵＳＣＨ）
信号の例を示す図。
【図２８】様々な実施形態による、アンライセンススペクトラムのためのＰＵＣＣＨ信号
および／またはＰＵＳＣＨ信号を生成するための方法の例のフローチャート。
【図２９】様々な実施形態による、アンライセンススペクトラムにおける負荷ベースゲー
ティングの例を示す図。
【図３０】様々な実施形態による、ＵＥのアーキテクチャの例を示すブロック図。
【図３１】様々な実施形態による、基地局のアーキテクチャの例を示すブロック図。
【図３２】様々な実施形態による、多入力多出力（ＭＩＭＯ）通信システムの例を示すブ
ロック図。
【発明を実施するための形態】
【００２１】
　[0076]アンライセンススペクトラムがＬＴＥ通信のために使用される、様々なシステム
、方法、および装置が説明される。ＬＴＥダウンリンクトラフィックがアンライセンスス
ペクトラムにオフロードされ得る補助的ダウンリンクモードを含む、様々な展開シナリオ
がサポートされ得る。ＬＴＥダウンリンクトラフィックとＬＴＥアップリンクトラフィッ
クの両方をライセンススペクトラムからアンライセンススペクトラムにオフロードするた
めに、キャリアアグリゲーションモードが使用され得る。スタンドアロンモードにおいて
、基地局（たとえば、ｅＮＢ）とＵＥとの間のＬＴＥダウンリンク通信およびＬＴＥアッ
プリンク通信は、アンライセンススペクトラムにおいて発生し得る。ＬＴＥ基地局および
他の基地局およびＵＥが、これらの動作モードまたは同様の動作モードの１つまたは複数
をサポートすることができる。アンライセンススペクトラムにおけるＬＴＥダウンリンク
通信のためにはＯＦＤＭＡ通信信号が使用され得るが、アンライセンススペクトラムにお
けるＬＴＥアップリンク通信のためにはＳＣ－ＦＤＭＡ通信信号が使用され得る。
【００２２】
　[0077]通信事業者はこれまで、セルラーネットワークにおける上がり続ける混雑のレベ
ルを軽減するために、アンライセンススペクトラムを使用するための主要な機構として、
ＷｉＦｉに注目してきた。しかしながら、アンライセンススペクトラムにおけるＬＴＥ（
ＬＴＥ－Ｕ）に基づくニューキャリアタイプ（ＮＣＴ：new carrier type）は、キャリア
グレードＷｉＦｉと互換性があることがあり、ＬＴＥ－ＵをＷｉＦｉの代替物にしている
。ＬＴＥ－Ｕは、ＬＴＥの概念を利用することができ、アンライセンススペクトラムにお
けるより効率的な動作を実現するため、および規制上の要件を満たすために、ネットワー
クまたはネットワークデバイスの物理層（ＰＨＹ）および媒体アクセス制御（ＭＡＣ）の
態様に、何らかの修正を導入することができる。たとえば、アンライセンススペクトラム
は６００メガヘルツ（ＭＨｚ）から６ギガヘルツ（ＧＨｚ）にわたり得る。いくつかのシ
ナリオでは、ＬＴＥ－ＵはＷｉＦｉよりもはるかに良好に動作し得る。たとえば、（単一
または複数の通信事業者について）すべてがＬＴＥ－Ｕである展開では、または、密集し
た小さなセルのＬＴＥ－Ｕの展開があるとき、ＬＴＥ－Ｕは、ＷｉＦｉよりもはるかに良
好に動作し得る。ＬＴＥ－Ｕはまた、他のシナリオでも、たとえば（単一または複数の通
信事業者について）ＬＴＥ－ＵがＷｉＦｉと混合しているときも、ＷｉＦｉより良好に動
作し得る。
【００２３】
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　[0078]単一のサービスプロバイダ（ＳＰ）に対して、アンライセンススペクトラム上の
ＬＴＥ－Ｕネットワークは、ライセンススペクトラム上のＬＴＥネットワークと同期する
ように構成され得る。いくつかの実施形態では、複数のＳＰによって所与のチャネル上で
展開されるＬＴＥ－Ｕネットワークの一部またはすべても、複数のＳＰにわたって同期す
るように構成され得る。上の特徴の両方を組み込むための１つのアプローチは、所与のＳ
Ｐに対して、ＬＴＥとＬＴＥ－Ｕとの間で一定のタイミングオフセットを使用することを
伴い得る。いくつかの実施形態では、複数のＳＰによって所与のチャネル上で展開される
ＬＴＥ－Ｕネットワークの一部またはすべては、複数のＳＰにわたって同期しないように
構成され得る。ＬＴＥ－Ｕネットワークは、ＳＰの要望に従って、ユニキャストサービス
および／またはマルチキャストサービスを提供することができる。その上、ＬＴＥ－Ｕネ
ットワークは、ＬＴＥセルがアンカーとしてふるまい、関連するＬＴＥ－Ｕセル情報（た
とえば、無線フレームのタイミング、共通チャネルの構成、システムフレーム番号すなわ
ちＳＦＮなど）を提供する、ブートストラップモードで動作することができる。このモー
ドでは、ＬＴＥとＬＴＥ－Ｕとの間には密接な連係動作があり得る。たとえば、ブートス
トラップモードは、上で説明された補助的ダウンリンクモードとキャリアアグリゲーショ
ンモードとをサポートすることができる。ＬＴＥ－ＵネットワークのＰＨＹ－ＭＡＣ層は
、ＬＴＥ－ＵネットワークがＬＴＥネットワークとは独立に動作する、スタンドアロンモ
ードで動作することができる。この場合、たとえば、同じ位置にあるＬＴＥ／ＬＴＥ－Ｕ
セルによるＲＬＣレベルのアグリゲーション、または複数のセルおよび／または基地局に
わたるマルチフローに基づく、ＬＴＥとＬＴＥ－Ｕとの間の緩い連係動作があり得る。
【００２４】
　[0079]本明細書で説明される技法はＬＴＥには限定されず、ＣＤＭＡ、ＴＤＭＡ、ＦＤ
ＭＡ、ＯＦＤＭＡ、ＳＣ－ＦＤＭＡおよび他のシステムのような、様々なワイヤレス通信
システムにも使用され得る。「システム」と「ネットワーク」という用語は、しばしば互
換的に使用される。ＣＤＭＡシステムは、ＣＤＭＡ２０００、Ｕｎｉｖｅｒｓａｌ　Ｔｅ
ｒｒｅｓｔｒｉａｌ　Ｒａｄｉｏ　Ａｃｃｅｓｓ（ＵＴＲＡ）などのような無線技術を実
装し得る。ＣＤＭＡ２０００は、ＩＳ－２０００、ＩＳ－９５およびＩＳ－８５６規格を
包含する。ＩＳ－２０００リリース０およびＡは、通常、ＣＤＭＡ２０００　１Ｘ、１Ｘ
などと呼ばれる。ＩＳ－８５６（ＴＩＡ－８５６）は、通常、ＣＤＭＡ２０００　１ｘＥ
Ｖ－ＤＯ、Ｈｉｇｈ　Ｒａｔｅ　Ｐａｃｋｅｔ　Ｄａｔａ（ＨＲＰＤ）などと呼ばれる。
ＵＴＲＡは、Ｗｉｄｅｂａｎｄ　ＣＤＭＡ（ＷＣＤＭＡ（登録商標））と、ＣＤＭＡの他
の変形形態とを含む。ＴＤＭＡシステムは、Ｇｌｏｂａｌ　Ｓｙｓｔｅｍ　ｆｏｒ　Ｍｏ
ｂｉｌｅ　Ｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎｓ（ＧＳＭ（登録商標））のような無線技術を実
装し得る。ＯＦＤＭＡシステムは、Ｕｌｔｒａ　Ｍｏｂｉｌｅ　Ｂｒｏａｄｂａｎｄ（Ｕ
ＭＢ）、Ｅｖｏｌｖｅｄ　ＵＴＲＡ（Ｅ－ＵＴＲＡ）、ＩＥＥＥ　８０２．１１（Ｗｉ－
Ｆｉ（登録商標））、ＩＥＥＥ　８０２．１６（ＷｉＭＡＸ（登録商標））、ＩＥＥＥ　
８０２．２０、Ｆｌａｓｈ－ＯＦＤＭなどの無線技術を実装し得る。ＵＴＲＡおよびＥ－
ＵＴＲＡは、Ｕｎｉｖｅｒｓａｌ　Ｍｏｂｉｌｅ　Ｔｅｌｅｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎ
　Ｓｙｓｔｅｍ（ＵＭＴＳ）の一部である。ＬＴＥおよびＬＴＥ－Ａｄｖａｎｃｅｄ（Ｌ
ＴＥ－Ａ）は、Ｅ－ＵＴＲＡを使用するＵＭＴＳの新しいリリースである。ＵＴＲＡ、Ｅ
－ＵＴＲＡ、ＵＭＴＳ、ＬＴＥ、ＬＴＥ－ＡおよびＧＳＭは、「第３世代パートナーシッ
ププロジェクト」（３ＧＰＰ）と称する組織からの文書に記載されている。ＣＤＭＡ２０
００およびＵＭＢは、「第３世代パートナーシッププロジェクト２」（３ＧＰＰ２）と称
する組織からの文書に記載されている。本明細書で説明される技法は、上で言及されたシ
ステムおよび無線技術、ならびに他のシステムおよび無線技術のために使用され得る。し
かしながら、以下の説明は、例示を目的にＬＴＥシステムを説明し、以下の説明の大部分
においてＬＴＥ用語が使用されるが、本技法はＬＴＥ適用例以外に適用可能である。この
説明では、ＬＴＥ－Ａｄｖａｎｃｅｄ（ＬＴＥ－Ａ）通信は、ＬＴＥ通信のサブセットで
あると見なされ、したがって、ＬＴＥ通信への言及はＬＴＥ－Ａ通信を包含する。
【００２５】
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　[0080]以下の説明は例を提供するものであり、特許請求の範囲に記載される範囲、適用
性、または構成を限定するものではない。本開示の趣旨および範囲から逸脱することなく
、論じられる要素の機能および構成において変更が行われ得る。様々な実施形態は、必要
に応じて様々な手順またはコンポーネントを省略し、置換し、または追加することができ
る。たとえば、説明される方法は、説明される順序とは異なる順序で実行されてよく、様
々なステップが追加され、省略され、または組み合わせられ得る。また、いくつかの実施
形態に関して説明される特徴は、他の実施形態において組み合わせられ得る。
【００２６】
　[0081]最初に図１を参照すると、図解が、ワイヤレス通信システムまたはネットワーク
１００の例を示す。システム１００は、基地局（またはセル）１０５と、通信デバイス１
１５と、コアネットワーク１３０とを含む。基地局１０５は、様々な実施形態ではコアネ
ットワーク１３０または基地局１０５の一部であり得る、基地局コントローラ（図示され
ず）の制御下で通信デバイス１１５と通信することができる。基地局１０５は、バックホ
ールリンク１３２を通じて制御情報および／またはユーザデータをコアネットワーク１３
０と通信することができる。実施形態では、基地局１０５は、有線またはワイヤレス通信
リンクであり得るバックホールリンク１３４を通じて、直接的にまたは間接的に、互いに
通信することができる。システム１００は、複数のキャリア（異なる周波数の波形信号）
上での動作をサポートすることができる。マルチキャリア送信機は、複数のキャリア上で
同時に、変調された信号を送信することができる。たとえば、各通信リンク１２５は、上
で説明された様々な無線技術に従って変調されたマルチキャリア信号であり得る。各々の
変調された信号は、異なるキャリア上で送られてよく、制御情報（たとえば、基準信号、
制御チャネルなど）、オーバーヘッド情報、データなどを搬送することができる。
【００２７】
　[0082]基地局１０５は、１つまたは複数の基地局アンテナを介してデバイス１１５とワ
イヤレスに通信することができる。基地局１０５の場所の各々は、それぞれの地理的エリ
ア１１０に通信カバレッジを与え得る。いくつかの実施形態では、基地局１０５は、基地
局装置、無線基地局、アクセスポイント、無線送受信機、基本サービスセット（ＢＳＳ）
、拡張サービスセット（ＥＳＳ）、ノードＢ、ｅノードＢ（ｅＮＢ）、ホームノードＢ、
ホームｅノードＢ、または何らかの他の適切な用語で呼ばれることがある。基地局のカバ
レッジエリア１１０は、カバレッジエリアの一部分のみを構成するセクタ（図示されず）
に分割され得る。システム１００は、異なるタイプの基地局１０５（たとえば、マクロ基
地局、マイクロ基地局、および／またはピコ基地局）を含み得る。異なる技術のための重
複するカバレッジエリアがあり得る。
【００２８】
　[0083]いくつかの実施形態では、システム１００は、１つまたは複数のＬＴＥ－Ｕ動作
モードまたは展開シナリオをサポートする、ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａネットワークであり得る
。他の実施形態では、システム１００は、アンライセンススペクトラムと、ＬＴＥ－Ｕと
は異なるアクセス技術とを使用して、または、ライセンススペクトラムと、ＬＴＥ／ＬＴ
Ｅ－Ａとは異なるアクセス技術とを使用して、ワイヤレス通信をサポートすることができ
る。進化型ノードＢ（ｅＮＢ）およびユーザ機器（ＵＥ）という用語は一般に、それぞれ
基地局１０５およびデバイス１１５を表すために使用され得る。システム１００は、異な
るタイプのｅＮＢがその中で様々な地理的領域に対するカバレッジを与える、異種（Hete
rogeneous）ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ／ＬＴＥ－Ｕネットワークであり得る。たとえば、各ｅ
ＮＢ１０５は、マクロセル、ピコセル、フェムトセル、および／または他のタイプのセル
の通信カバレッジを与え得る。ピコセル、フェムトセル、および／または他のタイプのセ
ルのような小さなセルは、低電力ノードすなわちＬＰＮを含み得る。マクロセルは、一般
に、比較的大きい地理的エリア（たとえば、半径数キロメートル）をカバーし、ネットワ
ークプロバイダとのサービスに加入しているＵＥによる無制限アクセスを可能にすること
ができる。ピコセルは、一般に、比較的小さい地理的エリアをカバーすることになり、ネ
ットワークプロバイダとのサービスに加入しているＵＥによる無制限アクセスを可能にす
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ることができる。フェムトセルも、一般に、比較的小さい地理的エリア（たとえば、自宅
）をカバーすることになり、無制限アクセスに加えて、フェムトセルとの関連付けを有す
るＵＥ（たとえば、限定加入者グループ（ＣＳＧ）中のＵＥ、自宅の中のユーザのＵＥな
ど）による制限されたアクセスも実現することができる。マクロセルのためのｅＮＢは、
マクロｅＮＢと呼ばれ得る。ピコセルのためのｅＮＢは、ピコｅＮＢと呼ばれ得る。また
、フェムトセルのためのｅＮＢは、フェムトｅＮＢまたはホームｅＮＢと呼ばれ得る。ｅ
ＮＢは、１つまたは複数（たとえば、２つ、３つ、４つなど）のセルをサポートすること
ができる。
【００２９】
　[0084]コアネットワーク１３０は、バックホール１３２（たとえば、Ｓ１など）を介し
てｅＮＢ１０５と通信することができる。ｅＮＢ１０５はまた、たとえば、バックホール
リンク１３４（たとえば、Ｘ２など）を介して、および／またはバックホールリンク１３
２を介して（たとえば、コアネットワーク１３０を通じて）、直接的にまたは間接的に、
互いに通信することができる。システム１００は同期動作または非同期動作をサポートし
得る。同期動作では、ｅＮＢは類似するフレームタイミングおよび／またはゲーテイング
タイミングを有することがあり、異なるｅＮＢからの送信は、時間的にほぼ揃えられ（al
igned）得る。非同期動作では、ｅＮＢは異なるフレームタイミングおよび／またはゲー
テイングタイミングを有することがあり、異なるｅＮＢからの送信は、時間的に揃えられ
ないことがある。本明細書で説明される技法は、同期動作または非同期動作のいずれかに
使用され得る。
【００３０】
　[0085]ＵＥ１１５は、システム１００全体にわたって分散されてよく、各ＵＥは固定式
または移動式であってよい。ＵＥ１１５はまた、当業者によって、移動局、加入者局、モ
バイルユニット、加入者ユニット、ワイヤレスユニット、リモートユニット、モバイルデ
バイス、ワイヤレスデバイス、ワイヤレス通信デバイス、リモートデバイス、モバイル加
入者局、アクセス端末、モバイル端末、ワイヤレス端末、リモート端末、ハンドセット、
ユーザエージェント、モバイルクライアント、クライアント、または何らかの他の適切な
用語で呼ばれ得る。ＵＥ１１５は、携帯電話、携帯情報端末（ＰＤＡ）、ワイヤレスモデ
ム、ワイヤレス通信デバイス、ハンドヘルドデバイス、タブレットコンピュータ、ラップ
トップコンピュータ、コードレス電話、ワイヤレスローカルループ（ＷＬＬ）局などであ
り得る。ＵＥは、マクロｅＮＢ、ピコｅＮＢ、フェムトｅＮＢ、リレーなどと通信するこ
とが可能であり得る。
【００３１】
　[0086]システム１００に示された通信リンク１２５は、モバイルデバイス１１５から基
地局１０５へのアップリンク（ＵＬ）送信、および／または基地局１０５からモバイルデ
バイス１１５へのダウンリンク（ＤＬ）送信を含み得る。ダウンリンク送信は順方向リン
ク送信と呼ばれることもあり、一方、アップリンク送信は逆方向リンク送信と呼ばれるこ
ともある。ダウンリンク送信は、ライセンススペクトラム（たとえば、ＬＴＥ）、アンラ
イセンススペクトラム（たとえば、ＬＴＥ－Ｕ）、または両方（ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ｕ）を
使用して行われ得る。同様に、アップリンク送信は、ライセンススペクトラム（たとえば
、ＬＴＥ）、アンライセンススペクトラム（たとえば、ＬＴＥ－Ｕ）、または両方（ＬＴ
Ｅ／ＬＴＥ－Ｕ）を使用して行われ得る。
【００３２】
　[0087]システム１００のいくつかの実施形態では、ライセンススペクトラム中のＬＴＥ
ダウンリンク容量がアンライセンススペクトラムにオフロードされ得る補助的ダウンリン
クモード、ＬＴＥダウンリンク容量とＬＴＥアップリンク容量の両方がライセンススペク
トラムからアンライセンススペクトラムにオフロードされ得るキャリアアグリゲーション
モード、および、基地局（たとえば、ｅＮＢ）とＵＥとの間のＬＴＥダウンリンク通信お
よびＬＴＥアップリンク通信がアンライセンススペクトラムにおいて起こり得るスタンド
アロンモードを含む、ＬＴＥ－Ｕの様々な展開シナリオがサポートされ得る。基地局１０
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５もＵＥ１１５も、これらの動作モードまたは同様の動作モードの１つまたは複数をサポ
ートすることができる。アンライセンススペクトラムにおけるＬＴＥダウンリンク送信の
ためには、通信リンク１２５においてＯＦＤＭＡ通信信号が使用され得るが、アンライセ
ンススペクトラムにおけるＬＴＥアップリンク送信のためには、通信リンク１２５におい
てＳＣ－ＦＤＭＡ通信信号が使用され得る。システム１００のようなシステムにおけるＬ
ＴＥ－Ｕ展開シナリオまたは動作モードの実装形態に関する追加の詳細、さらにはＬＴＥ
－Ｕの動作に関する他の特徴および機能が、図２Ａ～図３２を参照して以下で与えられる
。
【００３３】
　[0088]次に図２Ａを見ると、図解２００は、ＬＴＥ－ＵをサポートするＬＴＥネットワ
ークの補助的ダウンリンクモードおよびキャリアアグリゲーションモードの例を示す。図
解２００は、図１のシステム１００の部分の例であり得る。その上、基地局１０５－ａは
、図１の基地局１０５の例であり得るが、ＵＥ１１５－ａは、図１のＵＥ１１５の例であ
り得る。
【００３４】
　[0089]図解２００に示される補助的ダウンリンクモードの例では、基地局１０５－ａは
、ダウンリンク２０５を使用してＯＦＤＭＡ通信信号をＵＥ１１５－ａに送信することが
できる。ダウンリンク２０５は、アンライセンススペクトラム中の周波数Ｆ１と関連付け
られ得る。基地局１０５－ａは、双方向リンク２１０を使用してＯＦＤＭＡ通信信号を同
じＵＥ１１５－ａに送信することができ、双方向リンク２１０を使用してＳＣ－ＦＤＭＡ
通信信号をそのＵＥ１１５－ａから受信することができる。双方向リンク２１０は、ライ
センススペクトラム中の周波数Ｆ４と関連付けられ得る。アンライセンススペクトラム中
のダウンリンク２０５およびライセンススペクトラム中の双方向リンク２１０は、同時に
動作することができる。ダウンリンク２０５は、基地局１０５－ａのためのダウンリンク
容量のオフロードを提供することができる。いくつかの実施形態では、ダウンリンク２０
５は、ユニキャストサービス（たとえば、１つのＵＥに宛てられる）またはマルチキャス
トサービス（たとえば、いくつかのＵＥに宛てられる）のために使用され得る。このシナ
リオは、ライセンススペクトラムを使用しライセンススペクトラムにおけるトラフィック
および／またはシグナリングの混雑の一部を軽減する必要がある、任意のサービスプロバ
イダ（たとえば、従来のモバイルネットワーク通信事業者すなわちＭＮＯ）について発生
し得る。
【００３５】
　[0090]図解２００の中のキャリアアグリゲーションモードショーエンの一例では、基地
局１０５－ａは、双方向リンク２１５を使用してＯＦＤＭＡ通信信号をＵＥ１１５－ａに
送信することができ、双方向リンク２１５を使用してＳＣ－ＦＤＭＡ通信信号を同じＵＥ
１１５－ａから受信することができる。双方向リンク２１５は、アンライセンススペクト
ラム中の周波数Ｆ１と関連付けられ得る。基地局１０５－ａはまた、双方向リンク２２０
を使用してＯＦＤＭＡ通信信号を同じＵＥ１１５－ａに送信することができ、双方向リン
ク２２０を使用してＳＣ－ＦＤＭＡ通信信号を同じＵＥ１１５－ａから受信することがで
きる。双方向リンク２２０は、ライセンススペクトラム中の周波数Ｆ２と関連付けられ得
る。双方向リンク２１５は、基地局１０５－ａのためにダウンリンク容量とアップリンク
容量のオフロードを提供することができる。上で説明された補助的ダウンリンクのように
、このシナリオは、ライセンススペクトラムを使用しトラフィックおよび／またはシグナ
リングの混雑の一部を軽減する必要がある任意のサービスプロバイダ（たとえば、ＭＮＯ
）について発生し得る。
【００３６】
　[0091]図解２００に示されるキャリアアグリゲーションモードの別の例では、基地局１
０５－ａは、双方向リンク２２５を使用してＯＦＤＭＡ通信信号をＵＥ１１５－ａに送信
することができ、双方向リンク２２５を使用してＳＣ－ＦＤＭＡ通信信号を同じＵＥ１１
５－ａから受信することができる。双方向リンク２１５は、アンライセンススペクトラム
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中の周波数Ｆ３と関連付けられ得る。基地局１０５－ａはまた、双方向リンク２３０を使
用してＯＦＤＭＡ通信信号を同じＵＥ１１５－ａに送信することができ、双方向リンク２
３０を使用してＳＣ－ＦＤＭＡ通信信号を同じＵＥ１１５－ａから受信することができる
。双方向リンク２３０は、ライセンススペクトラム中の周波数Ｆ２と関連付けられ得る。
双方向リンク２２５は、基地局１０５－ａのためにダウンリンク容量とアップリンク容量
のオフロードを提供することができる。この例、および上で与えられた例は、例示を目的
に提示されており、容量のオフロードのためにＬＴＥとＬＴＥ－Ｕを組み合わせる他の同
様の動作モードまたは展開シナリオがあり得る。
【００３７】
　[0092]上で説明されたように、ＬＴＥ－Ｕ（アンライセンススペクトラム中のＬＴＥ）
を使用することによってもたらされる容量のオフロードから利益を得ることができる典型
的なサービスプロバイダは、ＬＴＥライセンススペクトラムを有する従来のＭＮＯである
。これらのサービスプロバイダに対しては、動作構成は、ライセンススペクトラム上のＬ
ＴＥプライマリコンポーネントキャリア（ＰＣＣ）とアンライセンススペクトラム上のＬ
ＴＥ－Ｕセカンダリコンポーネントキャリア（ＳＣＣ）とを使用する、ブートストラップ
モード（たとえば、補助的ダウンリンク、キャリアアグリゲーション）を含み得る。
【００３８】
　[0093]補助的ダウンリンクモードでは、ＬＴＥ－Ｕに対する制御は、ＬＴＥアップリン
ク（たとえば、双方向リンク２１０のアップリンク部分）を通じて輸送され得る。ダウン
リンク容量のオフロードを提供する理由の１つは、データの要求の大部分がダウンリンク
側の消費によって駆り立てられるからである。その上、このモードでは、ＵＥがアンライ
センススペクトラムにおいて送信していないので、規制上の影響はないことがある。いく
つかの実施形態では、ＵＥに対してリッスンビフォアトーク（ＬＢＴ：listen-before-ta
lk）または搬送波感知多元接続（ＣＳＭＡ：carrier sense multiple access）の要件を
実装する必要がないことがある。しかしながら、ＬＢＴは、たとえば、周期的な（たとえ
ば、１０ミリ秒ごとの）クリアチャネルアセスメント（ＣＣＡ）および／または無線フレ
ームの境界と揃えられた獲得および放棄（ｇｒａｂ－ａｎｄ－ｒｅｌｉｎｑｕｉｓｈ）の
機構を使用することによって、基地局（たとえば、ｅＮＢ）上で実装され得る。
【００３９】
　[0094]キャリアアグリゲーションモードでは、データおよび制御はＬＴＥ（たとえば、
双方向リンク２１０、２２０、および２３０）で通信され得るが、データはＬＴＥ－Ｕ（
たとえば、双方向リンク２１５および２２５）で通信され得る。ＬＴＥ－Ｕを使用すると
きにサポートされるキャリアアグリゲーション機構は、ハイブリッドの周波数分割二重化
－時分割二重化（ＦＤＤ－ＴＤＤ）キャリアアグリゲーション、または、複数のコンポー
ネントキャリアにわたる異なる対称性をもつＴＤＤ－ＴＤＤキャリアアグリゲーションに
属し得る。
【００４０】
　[0095]図２Ｂは、ＬＴＥ－Ｕのためのスタンドアロンモードの例を示す図解２００－ａ
を示す。図解２００－ａは、図１のシステム１００の部分の例であり得る。その上、基地
局１０５－ｂは、図１の基地局１０５および図２Ａの基地局１０５－ａの例であり得るが
、ＵＥ１１５－ｂは、図１のＵＥ１１５および／または図２ＡのＵＥ１１５－ａの例であ
り得る。
【００４１】
　[0096]図解２００－ａに示されるスタンドアロンモードの例では、基地局１０５－ｂは
、双方向リンク２４０を使用してＯＦＤＭＡ通信信号をＵＥ１１５－ｂに送信することが
でき、双方向リンク２４０を使用してＳＣ－ＦＤＭＡ通信信号をＵＥ１１５－ｂから受信
することができる。双方向リンク２４０は、図２Ａを参照して上で説明されたアンライセ
ンススペクトラム中の周波数Ｆ３と関連付けられ得る。スタンドアロンモードは、競技場
の中でのアクセスのシナリオ（たとえば、ユニキャスト、マルチキャスト）のような、非
従来型のワイヤレスアクセスのシナリオにおいて使用され得る。この動作モードの典型的
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なサービスプロバイダは、競技場の所有者、ケーブルテレビ会社、イベント主催者、ホテ
ル、企業、および／またはライセンススペクトラムを有しない大企業であり得る。これら
のサービスプロバイダに対しては、スタンドアロンモードのための動作構成は、アンライ
センススペクトラム上のＬＴＥ－Ｕ　ＰＣＣを使用し得る。その上、ＬＢＴは、基地局と
ＵＥの両方で実装され得る。
【００４２】
　[0097]次に図３を見ると、図解３００は、様々な実施形態による、ライセンススペクト
ラムおよびアンライセンススペクトラムにおいて同時にＬＴＥを使用するときのキャリア
アグリゲーションの例を示す。図解３００のキャリアアグリゲーション方式は、図２Ａを
参照して上で説明されたハイブリッドＦＤＤ－ＴＤＤキャリアアグリゲーションに対応し
得る。このタイプのキャリアアグリゲーションは、図１のシステム１００の少なくとも部
分において使用され得る。その上、このタイプのキャリアアグリゲーションは、図１およ
び図２Ａのそれぞれ基地局１０５および１０５－ａにおいて、ならびに／または、図１お
よび図２ＡのそれぞれＵＥ１１５および１１５－ａにおいて使用され得る。
【００４３】
　[0098]この例では、ＦＤＤ（ＦＤＤ－ＬＴＥ）がダウンリンクにおいてＬＴＥに関連し
て実行されてよく、第１のＴＤＤ（ＴＤＤ１）がＬＴＥ－Ｕに関連して実行されてよく、
第２のＴＤＤ（ＴＤＤ２）がＬＴＥに関連して実行されてよく、別のＦＤＤ（ＦＤＤ－Ｌ
ＴＥ）がアップリンクにおいてＬＴＥに関連して実行されてよい。ＴＤＤ１は６：４とい
うＤＬ：ＵＬの比率をもたらすが、ＴＤＤ２の比率は７：３である。時間軸では、様々な
実効ＤＬ：ＵＬ比は、３：１、１：３、２：２、３：１、２：２、および３：１である。
この例は例示を目的に提示されており、ＬＴＥとＬＴＥ－Ｕの動作を組み合わせる他のキ
ャリアアグリゲーション方式があり得る。
【００４４】
　[0099]図４Ａは、様々な実施形態による、第１のワイヤレスノード（たとえば、基地局
またはｅＮＢ）によるライセンススペクトラムおよびアンライセンススペクトラムにおけ
るＬＴＥの同時使用のための方法４００のフローチャートを示す。方法４００は、たとえ
ば、図１、図２Ａ、および図２Ｂの、それぞれ基地局またはｅＮＢ１０５、１０５－ａ、
および１０５－ｂを使用して、ならびに／または、図１のシステム１００、および図２Ａ
および図２Ｂのシステム２００および／または２００－ａの部分を使用して、実施され得
る。一実装形態では、基地局またはｅＮＢ１０５の１つは、以下で説明される機能を実行
するように基地局またはｅＮＢ１０５の機能要素を制御するためのコードの１つまたは複
数のセットを実行することができる。
【００４５】
　[0100]ブロック４０５において、第１のＯＦＤＭＡ通信信号が、ライセンススペクトラ
ムにおいて第２のワイヤレスノード（たとえば、ＵＥ１１５）に送信され得る。ブロック
４１０において、第２のＯＦＤＭＡ通信信号は、第１のＯＦＤＭＡ通信信号の送信と同時
に、アンライセンススペクトラムにおいて第２のワイヤレスノードに送信され得る。いく
つかの実施形態では、第１のＯＦＤＭＡ通信信号および第２のＯＦＤＭＡ通信信号は、少
なくとも１つの基地局またはｅＮＢから送信され得る。
【００４６】
　[0101]方法４００のいくつかの実施形態では、アンライセンススペクトラムにおける第
２のＯＦＤＭＡ通信信号の送信は、第１のＯＦＤＭＡ通信信号のフレーム構造と第２のＯ
ＦＤＭＡ通信信号のフレーム構造との間に固定されたオフセットを伴って、ライセンスス
ペクトラムにおける第１のＯＦＤＭＡ通信信号の送信と時間同期され得る。いくつかの実
施形態では、固定されたオフセットは０または実質的に０であり得る。
【００４７】
　[0102]方法４００のいくつかの実施形態では、第１のＳＣ－ＦＤＭＡ通信信号は、第１
のＯＦＤＭＡ通信信号および第２のＯＦＤＭＡ通信信号の送信と同時に、ライセンススペ
クトラムにおいて第２のワイヤレスノードから受信され得る。ライセンススペクトラムに
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おいて第２のワイヤレスノードから受信される第１のＳＣ－ＦＤＭＡ通信信号は、アンラ
イセンススペクトラムにおいて送信された第２のＯＦＤＭＡ通信信号に関するシグナリン
グ情報または他の制御情報を搬送することができる。方法は、第１のＯＦＤＭＡ通信信号
および第２のＯＦＤＭＡ通信信号の送信と同時に、アンライセンススペクトラムにおいて
第２のワイヤレスノードから第２のＳＣ－ＦＤＭＡ通信信号を受信することを含み得る。
方法は、第１のＯＦＤＭＡ通信信号および第２のＯＦＤＭＡ通信信号の送信と同時に、ラ
イセンススペクトラムにおいてから第１のＳＣ－ＦＤＭＡ通信信号を受信し、アンライセ
ンススペクトラムにおいてＵＥから第２のＳＣ－ＦＤＭＡ通信信号を受信することを含み
得る。いくつかの実施形態では、第１のＯＦＤＭＡ通信信号および第２のＯＦＤＭＡ通信
信号の各々は、ＬＴＥ信号を含み得る。
【００４８】
　[0103]図４Ｂは、様々な実施形態による、第１のワイヤレスノード（たとえば、基地局
またはｅＮＢ）によるライセンススペクトラムおよびアンライセンススペクトラムにおけ
るＬＴＥの同時使用のための方法４００－ａのフローチャートを示す。上の方法４００の
ような方法４００－ａは、たとえば、図１、図２Ａ、および図２Ｂの、それぞれ基地局ま
たはｅＮＢ１０５、１０５－ａ、および１０５－ｂを使用して、ならびに／または、図１
のシステム１００、および図２Ａおよび図２Ｂのシステム２００および／または２００－
ａの部分を使用して、実施され得る。一実装形態では、基地局またはｅＮＢ１０５の１つ
は、以下で説明される機能を実行するように基地局またはｅＮＢ１０５の機能要素を制御
するためのコードの１つまたは複数のセットを実行することができる。
【００４９】
　[0104]ブロック４１５において、第１のＳＣ－ＦＤＭＡ通信信号が、ライセンススペク
トラムにおいて第２のワイヤレスノード（たとえば、ＵＥ１１５）から受信され得る。
【００５０】
　[0105]ブロック４２０において、第２のＳＣ－ＦＤＭＡ通信信号は、第１のＯＦＤＭＡ
通信信号の受信と同時に、アンライセンススペクトラムにおいて第２のワイヤレスノード
から受信され得る。いくつかの実施形態では、第１のＳＣ－ＦＤＭＡ通信信号および第２
のＳＣ－ＦＤＭＡ通信信号は、少なくとも１つのＵＥから受信され得る。いくつかの実施
形態では、第１のＳＣ－ＦＤＭＡ通信信号および第２のＳＣ－ＦＤＭＡ通信信号の各々は
、ＬＴＥ信号を含み得る。
【００５１】
　[0106]図５Ａは、様々な実施形態による、第１のワイヤレスノード（たとえば、ＵＥ）
によるライセンススペクトラムおよびアンライセンススペクトラムにおけるＬＴＥの同時
使用のための方法５００のフローチャートを示す。方法５００は、たとえば、図１、図２
Ａ、および図２Ｂの、それぞれＵＥ１１５、１１５－ａ、および１１５－ｂを使用して、
ならびに／または、図１のシステム１００、および図２Ａおよび図２Ｂのシステム２００
および／または２００－ａの部分を使用して、実施され得る。一実装形態では、ＵＥ１１
５の１つは、以下で説明される機能を実行するためにＵＥ１１５の機能要素を制御するた
めのコードの１つまたは複数のセットを実行することができる。
【００５２】
　[0107]ブロック５０５において、第１のＯＦＤＭＡ通信信号が、ライセンススペクトラ
ムにおいて第２のワイヤレスノード（たとえば、基地局またはｅＮＢ１０５）から受信さ
れ得る。
【００５３】
　[0108]ブロック５１０において、第２のＯＦＤＭＡ通信信号は、第１のＯＦＤＭＡ通信
信号の受信と同時に、アンライセンススペクトラムにおいて第２のワイヤレスノードから
受信され得る。いくつかの実施形態では、第１のＯＦＤＭＡ通信信号および第２のＯＦＤ
ＭＡ通信信号は、ＵＥにおいて受信され得る。
【００５４】
　[0109]方法５００のいくつかの実施形態では、第１のＳＣ－ＦＤＭＡ通信信号は、第１
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のＯＦＤＭＡ通信信号および第２のＯＦＤＭＡ通信信号の受信と同時に、ライセンススペ
クトラムにおいて第２のワイヤレスノードに送信され得る。ライセンススペクトラムにお
いて第２のワイヤレスノードに送信され受信される第１のＳＣ－ＦＤＭＡ通信信号は、ア
ンライセンススペクトラムで受信される第２のＯＦＤＭＡ通信信号に関するシグナリング
情報または他の制御情報を搬送することができる。方法は、第１のＯＦＤＭＡ通信信号お
よび第２のＯＦＤＭＡ通信信号の受信と同時に、アンライセンススペクトラムにおいて第
２のワイヤレスノードに第２のＳＣ－ＦＤＭＡ通信信号を送信することを含み得る。方法
は、第１のＯＦＤＭＡ通信信号および第２のＯＦＤＭＡ通信信号の受信と同時に、ライセ
ンススペクトラムにおいて第２のワイヤレスノードに第１のＳＣ－ＦＤＭＡ通信信号を送
信し、アンライセンススペクトラムにおいて第２のワイヤレスノードに第２のＳＣ－ＦＤ
ＭＡ通信信号を送信することを含み得る。第１のＯＦＤＭＡ通信信号および第２のＯＦＤ
ＭＡ通信信号の各々は、ＬＴＥ信号を含み得る。
【００５５】
　[0110]図５Ｂは、様々な実施形態による、第１のワイヤレスノード（たとえば、ＵＥ）
によるライセンススペクトラムおよびアンライセンススペクトラムにおけるＬＴＥの同時
使用のための方法５００－ａのフローチャートを示す。上の方法５００のような方法５０
０－ａは、たとえば、図１、図２Ａ、および図２Ｂの、それぞれＵＥ１１５、１１５－ａ
、および１１５－ｂを使用して、ならびに／または、図１のシステム１００、および図２
Ａおよび図２Ｂのシステム２００および／または２００－ａの部分を使用して、実施され
得る。一実装形態では、ＵＥ１１５の１つは、以下で説明される機能を実行するためにＵ
Ｅ１１５の機能要素を制御するためのコードの１つまたは複数のセットを実行することが
できる。
【００５６】
　[0111]ブロック５１５において、第１のＳＣ－ＦＤＭＡ通信信号が、ライセンススペク
トラムにおいて第２のワイヤレスノード（たとえば、基地局またはｅＮＢ１０５）に送信
され得る。
【００５７】
　[0112]ブロック５２０において、第２のＳＣ－ＦＤＭＡ通信信号は、第１のＳＣ－ＦＤ
ＭＡ通信信号の送信と同時に、アンライセンススペクトラムにおいて第２のワイヤレスノ
ードに送信され得る。いくつかの実施形態では、第１のＳＣ－ＦＤＭＡ通信信号および第
２のＳＣ－ＦＤＭＡ通信信号は、ＵＥから送信され得る。いくつかの実施形態では、第１
のＳＣ－ＦＤＭＡ通信信号および第２のＳＣ－ＦＤＭＡ通信信号の各々は、ＬＴＥ信号を
含み得る。
【００５８】
　[0113]いくつかの実施形態では、基地局、ｅＮＢ１０５、ＵＥ１１５（または送信デバ
イスの送信機）のような送信デバイスは、アンライセンススペクトラムのチャネルに対す
るアクセスを得るために、ゲーティング間隔を使用することができる。ゲーティング間隔
は、ＥＴＳＩ（ＥＮ３０１８９３）において規定されるＬＢＴプロトコルに基づくリッス
ンビフォアトーク（ＬＢＴ）プロトコルのような、コンテンションベースプロトコルの適
用を定義することができる。ＬＢＴプロトコルの適用を定義するゲーティング間隔を使用
するとき、ゲーティング間隔は、送信デバイスがいつクリアチャネルアセスメント（ＣＣ
Ａ）を実行する必要があるかを示し得る。ＣＣＡの結果は、アンライセンススペクトラム
のチャネルが利用可能かどうか、または使用されているかどうかを、送信デバイスに示す
。チャネルが利用可能である（たとえば、使用について「クリア」）ことをＣＣＡが示す
とき、ゲーティング間隔は、送信デバイスがチャネルを使用することを、通常は事前に定
義された時間期間、可能にし得る。チャネルが利用可能ではない（たとえば、使用されて
いる、またはリザーブされている）ことをＣＣＡが示すとき、ゲーティング間隔は、送信
デバイスがチャネルを使用するのをある時間期間防ぐことができる。
【００５９】
　[0114]いくつかの場合には、定期的にゲーティング間隔を生成し、ゲーティング間隔の
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少なくとも１つの境界を周期的なフレーム構造の少なくとも１つの境界と同期させること
が、送信デバイスにとって有用であり得る。たとえば、アンライセンススペクトラムにお
けるダウンリンクのための周期的なゲーティング間隔を生成し、周期的なゲーティング間
隔の少なくとも１つの境界を、ダウンリンクと関連付けられる周期的なフレーム構造の少
なくとも１つの境界と同期することが、有用であり得る。そのような同期の例が、図６Ａ
、図６Ｂ、図６Ｃ、および図６Ｄに示されている。
【００６０】
　[0115]図６Ａは、アンライセンススペクトラムにおける送信（アップリンクおよび／ま
たはダウンリンク）のための周期的なゲーティング間隔６０５の第１の例６００を示す。
周期的なゲーティング間隔６０５は、ＬＴＥ－ＵをサポートするｅＮＢ（ＬＴＥ－Ｕ　ｅ
ＮＢ）によって使用され得る。そのようなｅＮＢの例は、図１、図２Ａ、および図２Ｂの
、それぞれ基地局１０５、１０５－ａ、および１０５－ｂであり得る。ゲーティング間隔
６０５は、図１のシステム１００とともに、ならびに図２Ａおよび図２Ｂに示されるシス
テム２００および／または２００－ａの部分とともに使用され得る。
【００６１】
　[0116]例として、周期的なゲーティング間隔６０５の継続時間は、周期的なフレーム構
造６１０の継続時間と等しい（またはほぼ等しい）ように示される。いくつかの実施形態
では、周期的なフレーム構造６１０は、ダウンリンクのプライマリコンポーネントキャリ
ア（ＰＣＣ）と関連付けられ得る。いくつかの実施形態では、「ほぼ等しい」は、周期的
なゲーティング間隔６０５の継続時間が周期的なフレーム構造６１０の継続時間という巡
回プレフィックス（ＣＰ）の継続時間内にあることを意味する。
【００６２】
　[0117]周期的なゲーティング間隔６０５の少なくとも１つの境界は、周期的なフレーム
構造６１０の少なくとも１つの境界と同期され得る。いくつかの場合には、周期的なゲー
ティング間隔６０５は、周期的なフレーム構造６１０のフレーム境界と揃えられた境界を
有し得る。他の場合には、周期的なゲーティング間隔６０５は、周期的なフレーム構造６
１０のフレーム境界と同期されているがそれからずれている（offset）境界を有し得る。
たとえば、周期的なゲーティング間隔６０５の境界は、周期的なフレーム構造６１０のサ
ブフレーム境界と、または、周期的なフレーム構造６１０のサブフレーム中心点境界（た
とえば、特定のサブフレームの中心点）と揃えられ得る。
【００６３】
　[0118]いくつかの場合には、各々の周期的なフレーム構造６１０は、ＬＴＥ無線フレー
ム（たとえば、ＬＴＥ無線フレーム（Ｎ－１）、ＬＴＥ無線フレーム（Ｎ）、またはＬＴ
Ｅ無線フレーム（Ｎ＋１））を含み得る。各ＬＴＥ無線フレームは、１０ミリ秒という継
続時間を有してよく、周期的なゲーティング間隔６０５も、１０ミリ秒という継続時間を
有してよい。これらの場合には、周期的なゲーティング間隔６０５の境界は、ＬＴＥ無線
フレーム（たとえば、ＬＴＥ無線フレーム（Ｎ））の１つの境界（たとえば、フレーム境
界、サブフレーム境界、またはサブフレーム中心点境界）と同期され得る。
【００６４】
　[0119]図６Ｂは、アンライセンススペクトラムにおける送信（アップリンクおよび／ま
たはダウンリンク）のための周期的なゲーティング間隔６０５－ａの第２の例６００－ａ
を示す。周期的なゲーティング間隔６０５－ａは、ＬＴＥ－ＵをサポートするｅＮＢ（Ｌ
ＴＥ－Ｕ　ｅＮＢ）によって使用され得る。そのようなｅＮＢの例は、図１、図２Ａ、お
よび図２Ｂの、それぞれ基地局１０５、１０５－ａ、および１０５－ｂであり得る。ゲー
ティング間隔６０５は、図１のシステム１００とともに、ならびに図２Ａおよび図２Ｂに
示されるシステム２００および／または２００－ａの部分とともに使用され得る。
【００６５】
　[0120]例として、周期的なゲーティング間隔６０５－ａの継続時間は、周期的なフレー
ム構造６１０の継続時間の約数（sub-multiple）（または、ほぼ約数）となるように示さ
れる。いくつかの実施形態では、「ほぼ約数」は、周期的なゲーティング間隔６０５－ａ
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の継続時間が周期的なフレーム構造６１０の約数（たとえば、半分）の継続時間という巡
回プレフィックス（ＣＰ）の継続時間内にあることを意味する。
【００６６】
　[0121]周期的なゲーティング間隔６０５－ａの少なくとも１つの境界は、周期的なフレ
ーム構造６１０の少なくとも１つの境界と同期され得る。いくつかの場合には、周期的な
ゲーティング間隔６０５－ａは、周期的なフレーム構造６１０の先端または後端のフレー
ム境界と揃えられる、先端または後端の境界を有し得る。他の場合には、周期的なゲーテ
ィング間隔６０５－ａは、周期的なフレーム構造６１０のフレーム境界の各々と同期され
ているがそれからオフずれている境界を有し得る。たとえば、周期的なゲーティング間隔
６０５－ａの境界は、周期的なフレーム構造６１０のサブフレーム境界と、または、周期
的なフレーム構造６１０のサブフレーム中心点境界（たとえば、特定のサブフレームの中
心点）と揃えられ得る。
【００６７】
　[0122]いくつかの場合には、各々の周期的なフレーム構造６１０は、ＬＴＥ無線フレー
ム（たとえば、ＬＴＥ無線フレーム（Ｎ－１）、ＬＴＥ無線フレーム（Ｎ）、またはＬＴ
Ｅ無線フレーム（Ｎ＋１））を含み得る。各ＬＴＥ無線フレームは、１０ミリ秒という継
続時間を有してよく、周期的なゲーティング間隔６０５－ａは、５ミリ秒という継続時間
を有してよい。これらの場合には、周期的なゲーティング間隔６０５－ａの境界は、ＬＴ
Ｅ無線フレーム（たとえば、ＬＴＥ無線フレーム（Ｎ））の１つの境界（たとえば、フレ
ーム境界、サブフレーム境界、またはサブフレーム中心点境界）と同期され得る。周期的
なゲーティング間隔６０５－ａは次いで、たとえば、周期的なフレーム構造６１０ごとに
、周期的なフレーム構造６１０ごとに１回よりも多く（たとえば２回）、またはＮ個の周
期的なフレーム構造６１０ごとに１回（たとえば、Ｎ＝２、３、．．．に対して）、繰り
返され得る。
【００６８】
　[0123]図６Ｃは、アンライセンススペクトラムにおける送信（アップリンクおよび／ま
たはダウンリンク）のための周期的なゲーティング間隔６０５－ｂの第３の例６００－ｂ
を示す。周期的なゲーティング間隔６０５－ｂは、ＬＴＥ－ＵをサポートするｅＮＢ（Ｌ
ＴＥ－Ｕ　ｅＮＢ）によって使用され得る。そのようなｅＮＢの例は、図１、図２Ａ、お
よび図２Ｂの、それぞれ基地局１０５、１０５－ａ、および１０５－ｂであり得る。ゲー
ティング間隔６０５は、図１のシステム１００とともに、ならびに図２Ａおよび図２Ｂに
示されるシステム２００および／または２００－ａの部分とともに使用され得る。
【００６９】
　[0124]例として、周期的なゲーティング間隔６０５－ｂの継続時間は、周期的なフレー
ム構造６１０の継続時間の整数倍（または、ほぼ整数倍）となるように示される。いくつ
かの実施形態では、「ほぼ整数倍」は、周期的なゲーティング間隔６０５－ｂの継続時間
が周期的なフレーム構造６１０の継続時間の整数倍（たとえば、２倍）という巡回プレフ
ィックス（ＣＰ）の継続時間内にあることを意味する。
【００７０】
　[0125]周期的なゲーティング間隔６０５－ｂの少なくとも１つの境界は、周期的なフレ
ーム構造６１０の少なくとも１つの境界と同期され得る。いくつかの場合には、周期的な
ゲーティング間隔６０５－ｂは、周期的なフレーム構造６１０のそれぞれの先端または後
端のフレーム境界と揃えられる、先端の境界および後端の境界を有し得る。他の場合には
、周期的なゲーティング間隔６０５－ｂは、周期的なフレーム構造６１０のフレーム境界
と同期されているがそれからずれている境界を有し得る。たとえば、周期的なゲーティン
グ間隔６０５－ｂの境界は、周期的なフレーム構造６１０のサブフレーム境界と、または
、周期的なフレーム構造６１０のサブフレーム中心点境界（たとえば、特定のサブフレー
ムの中心点）と揃えられ得る。
【００７１】
　[0126]いくつかの場合には、各々の周期的なフレーム構造６１０は、ＬＴＥ無線フレー
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ム（たとえば、ＬＴＥ無線フレーム（Ｎ－１）、ＬＴＥ無線フレーム（Ｎ）、またはＬＴ
Ｅ無線フレーム（Ｎ＋１））を含み得る。各ＬＴＥ無線フレームは、１０ミリ秒という継
続時間を有してよく、周期的なゲーティング間隔６０５－ｂは、２０ミリ秒という継続時
間を有してよい。これらの場合には、周期的なゲーティング間隔６０５－ｂの境界は、Ｌ
ＴＥ無線フレームの１つまたは２つ（たとえば、ＬＴＥ無線フレーム（Ｎ）およびＬＴＥ
無線フレーム（Ｎ＋１））の境界（たとえば、フレーム境界、サブフレーム境界、または
サブフレーム中心点境界）と同期され得る。
【００７２】
　[0127]図６Ｄは、アンライセンススペクトラムにおける送信（アップリンクおよび／ま
たはダウンリンク）のための周期的なゲーティング間隔６０５－ｃの第４の例６００－ｃ
を示す。周期的なゲーティング間隔６０５－ｃは、ＬＴＥ－ＵをサポートするｅＮＢ（Ｌ
ＴＥ－Ｕ　ｅＮＢ）によって使用され得る。そのようなｅＮＢの例は、図１、図２Ａ、お
よび図２Ｂの、それぞれ基地局１０５、１０５－ａ、および１０５－ｂであり得る。ゲー
ティング間隔６０５は、図１のシステム１００とともに、ならびに図２Ａおよび図２Ｂに
示されるシステム２００および／または２００－ａの部分とともに使用され得る。
【００７３】
　[0128]例として、周期的なゲーティング間隔６０５－ｃの継続時間は、周期的なフレー
ム構造６１０の継続時間の約数（sub-multiple）（または、ほぼ約数）となるように示さ
れる。約数は、周期的なフレーム構造６１０の継続時間の１０分の１であり得る。
【００７４】
　[0129]周期的なゲーティング間隔６０５－ｃの少なくとも１つの境界は、周期的なフレ
ーム構造６１０の少なくとも１つの境界と同期され得る。いくつかの場合には、周期的な
ゲーティング間隔６０５－ｃは、周期的なフレーム構造６１０の先端または後端のフレー
ム境界と揃えられる、先端または後端の境界を有し得る。他の場合には、周期的なゲーテ
ィング間隔６０５－ｃは、周期的なフレーム構造６１０のフレーム境界の各々と同期され
ているがそれからずれている境界を有し得る。たとえば、周期的なゲーティング間隔６０
５－ｃの境界は、周期的なフレーム構造６１０のサブフレーム境界と、または、周期的な
フレーム構造６１０のサブフレーム中心点境界（たとえば、特定のサブフレームの中心点
）と揃えられ得る。
【００７５】
　[0130]いくつかの場合には、各々の周期的なフレーム構造６１０は、ＬＴＥ無線フレー
ム（たとえば、ＬＴＥ無線フレーム（Ｎ－１）、ＬＴＥ無線フレーム（Ｎ）、またはＬＴ
Ｅ無線フレーム（Ｎ＋１））を含み得る。各ＬＴＥ無線フレームは、１０ミリ秒という継
続時間を有してよく、周期的なゲーティング間隔６０５－ｃは、１ミリ秒という継続時間
（たとえば、１つのサブフレームの継続時間）を有してよい。これらの場合には、周期的
なゲーティング間隔６０５－ｃの境界は、ＬＴＥ無線フレーム（たとえば、ＬＴＥ無線フ
レーム（Ｎ））の１つの境界（たとえば、フレーム境界、サブフレーム境界、またはサブ
フレーム中心点境界）と同期され得る。周期的なゲーティング間隔６０５－ｃは次いで、
たとえば、周期的なフレーム構造６１０ごとに、周期的なフレーム構造６１０ごとに１回
よりも多く、またはＮ個の周期的なフレーム構造６１０ごとに１回（たとえば、Ｎ＝２、
３、．．．に対して）、繰り返され得る。
【００７６】
　[0131]図７Ａは、アンライセンススペクトラムにおける送信（アップリンクおよび／ま
たはダウンリンク）のための周期的なゲーティング間隔６０５－ｄ－１の第５の例７００
を示す。周期的なゲーティング間隔６０５－ｄ－１は、ＬＴＥ－ＵをサポートするｅＮＢ
（ＬＴＥ－Ｕ　ｅＮＢ）によって使用され得る。そのようなｅＮＢの例は、図１、図２Ａ
、および図２Ｂの、それぞれ基地局１０５、１０５－ａ、および１０５－ｂであり得る。
ゲーティング間隔６０５－ｄ－１は、図１のシステム１００とともに、ならびに図２Ａお
よび図２Ｂに示されるシステム２００および／または２００－ａの部分とともに使用され
得る。
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【００７７】
　[0132]例として、周期的なゲーティング間隔６０５－ｄ－１の継続時間は、周期的なフ
レーム構造６１０－ａの継続時間と等しい（またはほぼ等しい）ように示されている。い
くつかの実施形態では、周期的なフレーム構造６１０－ａは、ダウンリンクのプライマリ
コンポーネントキャリア（ＰＣＣ）と関連付けられ得る。周期的なゲーティング間隔６０
５－ｄ－１の境界は、周期的なフレーム構造６１０－ａの境界と同期され得る（たとえば
、揃えられ得る）。
【００７８】
　[0133]周期的なフレーム構造６１０－ａは、１０個のサブフレームを有するＬＴＥ無線
フレーム（たとえば、ＳＦ０、ＳＦ１、．．．、ＳＦ９）を含み得る。サブフレームＳＦ
０～ＳＦ８は、ダウンリンク（Ｄ）サブフレーム７１０であってよく、サブフレームＳＦ
９は、特別（Ｓ’）サブフレーム７１５であってよい。Ｄサブフレーム７１０および／ま
たはＳ’サブフレーム７１５は、ＬＴＥ無線フレームのチャネル占有時間を集合的に定義
することができ、Ｓ’サブフレーム７１５の少なくとも一部はチャネルアイドル時間を定
義することができる。現在のＬＴＥ規格のもとでは、ＬＴＥ無線フレームは、１ミリ秒と
９．５ミリ秒の間の最大チャネル占有時間（オン時間）と、チャネル占有時間の５パーセ
ント（たとえば、最小で５０マイクロ秒）の最小チャネルアイドル時間（オフ時間）とを
有し得る。ＬＴＥ規格との適合を確実にするために、周期的なゲーティング間隔６０５－
ｄは、Ｓ’サブフレーム７１５の一部として０．５ミリ秒のガード期間（すなわち、オフ
時間）を提供することによって、ＬＴＥ規格のこれらの要件に従うことができる。
【００７９】
　[0134]Ｓ’サブフレーム７１５は１ミリ秒という継続時間を有するので、Ｓ’サブフレ
ーム７１５は、アンライセンススペクトラムの特定のチャネルについて競合する送信デバ
イスがＣＣＡを実行し得る、１つまたは複数のＣＣＡスロット７２０（たとえば、タイム
スロット）を含み得る。チャネルが利用可能であることを送信デバイスのＣＣＡが示すが
、デバイスのＣＣＡが周期的なゲーティング間隔６０５－ｄ－１の終了の前に完了すると
き、デバイスは、周期的なゲーティング間隔６０５－ｄ－１の終了まで、チャネルをリザ
ーブするために１つまたは複数の信号を送信することができる。いくつかの場合には、１
つまたは複数の信号は、チャネル使用パイロット信号（ＣＵＰＳ）またはチャネル使用ビ
ーコン信号（ＣＵＢＳ）７３０を含む。ＣＵＢＳ７３０は、この説明において後で詳細に
説明されるが、チャネル同期とチャネルリザーブの両方のために使用され得る。すなわち
、別のデバイスがチャネル上でＣＵＢＳを送信し始めた後で当該チャネルのためにＣＣＡ
を実行するデバイスは、ＣＵＢＳ７３０のエネルギーを検出し、チャネルが現在利用不可
能であると決定することができる。
【００８０】
　[0135]あるチャネルのためのＣＣＡの完了に送信デバイスが成功したこと、および／ま
たはあるチャネルを通じたＣＵＢＳ７３０の送信に続いて、送信デバイスは、最大で所定
の時間期間（たとえば、１つのゲーティング間隔または１つのＬＴＥ無線フレーム）、波
形（たとえば、ＬＴＥに基づく波形７４０）を送信するためにそのチャネルを使用するこ
とができる。
【００８１】
　[0136]図７Ｂは、アンライセンススペクトラムにおける送信（アップリンクおよび／ま
たはダウンリンク）のための周期的なゲーティング間隔６０５－ｄ－２の第６の例７０５
を示す。周期的なゲーティング間隔６０５－ｄ－２は、ＬＴＥ－ＵをサポートするｅＮＢ
またはＵＥ（ＬＴＥ－Ｕ　ｅＮＢまたはＬＴＥ－Ｕ　ＵＥ）によって使用され得る。その
ようなｅＮＢの例は、図１、図２Ａ、および図２Ｂの、それぞれ基地局１０５、１０５－
ａ、および１０５－ｂであってよく、そのようなＵＥの例は、図１のＵＥ１１５、１１５
－ａ、および１１５－ｂであってよい。ゲーティング間隔６０５－ｄ－２は、図１のシス
テム１００とともに、ならびに図２Ａおよび図２Ｂに示されるシステム２００および／ま
たは２００－ａの部分とともに使用され得る。
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【００８２】
　[0137]例として、周期的なゲーティング間隔６０５－ｄ－２の継続時間は、周期的なフ
レーム構造６１０－ａの継続時間と等しい（またはほぼ等しい）ように示されている。い
くつかの実施形態では、周期的なフレーム構造６１０－ａは、ダウンリンクのプライマリ
コンポーネントキャリア（ＰＣＣ）と関連付けられ得る。周期的なゲーティング間隔６０
５－ｄ－２の境界は、周期的なフレーム構造６１０－ａの境界と同期され得る（たとえば
、揃えられ得る）。
【００８３】
　[0138]周期的なフレーム構造６１０－ｂは、１０個のサブフレームを有するＬＴＥ無線
フレーム（たとえば、ＳＦ０、ＳＦ１、．．．、ＳＦ９）を含み得る。サブフレームＳＦ
０からＳＦ４はダウンリンク（Ｄ）サブフレーム７１０であってよく、サブフレームＳＦ
５は特別（Ｓ）サブフレーム７３５であってよく、サブフレームＳＦ６からＳＦ８はアッ
プリンク（Ｕ）サブフレーム７４５であってよく、サブフレームＳＦ９は特別（Ｓ’）サ
ブフレーム７１５であってよい。Ｄサブフレーム７１０、Ｓサブフレーム７３５、Ｕサブ
フレーム７４５、および／またはＳ’サブフレーム７１５は、ＬＴＥ無線フレームのチャ
ネル占有時間を集合的に定義することができ、Ｓサブフレーム７３５および／またはＳ’
サブフレーム７１５の少なくとも一部はチャネルアイドル時間を定義することができる。
現在のＬＴＥ規格のもとでは、ＬＴＥ無線フレームは、１ミリ秒と９．５ミリ秒の間の最
大チャネル占有時間（オン時間）と、チャネル占有時間の５パーセント（たとえば、最小
で５０マイクロ秒）の最小チャネルアイドル時間（オフ時間）とを有し得る。ＬＴＥ規格
との適合を確実にするために、周期的なゲーティング間隔６０５－ｄ－２は、Ｓサブフレ
ーム７３５および／またはＳ’サブフレーム７１５の一部として０．５ミリ秒のガード期
間またはサイレンス期間（すなわち、オフ時間）を提供することによって、ＬＴＥ規格の
これらの要件に従うことができる。
【００８４】
　[0139]Ｓ’サブフレーム７１５は１ミリ秒という継続時間を有するので、Ｓ’サブフレ
ーム７１５は、アンライセンススペクトラムの特定のチャネルについて競合する送信デバ
イスがＣＣＡを実行し得る、１つまたは複数のＣＣＡスロット７２０（たとえば、タイム
スロット）を含み得る。チャネルが利用可能であることを送信デバイスのＣＣＡが示すが
、デバイスのＣＣＡが周期的なゲーティング間隔６０５－ｄ－２の終了の前に完了すると
き、デバイスは、周期的なゲーティング間隔６０５－ｄ－２の終了まで、チャネルをリザ
ーブするために１つまたは複数の信号を送信することができる。１つまたは複数の信号は
、いくつかの場合には、ＣＵＰＳまたはＣＵＢＳ７３０を含み得る。ＣＵＢＳ７３０は、
この説明において後で詳細に説明されるが、チャネル同期とチャネルリザーブの両方のた
めに使用され得る。すなわち、別のデバイスがチャネル上でＣＵＢＳを送信し始めた後で
当該チャネルのためにＣＣＡを実行するデバイスは、ＣＵＢＳ７３０のエネルギーを検出
し、チャネルが現在利用不可能であると決定することができる。
【００８５】
　[0140]あるチャネルのためのＣＣＡの完了に送信デバイスが成功したこと、および／ま
たはあるチャネルを通じたＣＵＢＳ７３０の送信に続いて、送信デバイスは、最大で所定
の時間の期間（たとえば、１つのゲーティング間隔または１つのＬＴＥ無線フレーム）、
波形（たとえば、ＬＴＥに基づく波形７４０）を送信するためにそのチャネルを使用する
ことができる。
【００８６】
　[0141]アンライセンススペクトラムのチャネルが、たとえば、ゲーティング間隔または
ＬＴＥ無線フレームのために基地局またはｅＮＢによってリザーブされるとき、基地局ま
たはｅＮＢは、いくつかの場合には、時間領域多重化（ＴＤＭ）の使用のためにチャネル
をリザーブすることができる。これらの例では、基地局またはｅＮＢは、いくつかのＤサ
ブフレーム（たとえば、サブフレームＳＦ０からＳＦ４）においてデータを送信し、次い
で、基地局またはｅＮＢが通信しているＵＥがＳサブフレーム（たとえば、サブフレーム
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ＳＦ５）においてＣＣＡ７５０（たとえば、アップリンクＣＣＡ）を実行することを、可
能にし得る。ＣＣＡ７５０が成功すると、ＵＥは、いくつかのＵサブフレーム（たとえば
、サブフレームＳＦ６からＳＦ８）において基地局またはｅＮＢにデータを送信すること
ができる。
【００８７】
　[0142]ゲーティング間隔がＥＴＳＩ（ＥＮ３０１８９３）において規定されるＬＢＴプ
ロトコルの適用を定義するとき、ゲーティング間隔は、ＬＢＴ　Ｆｉｘｅｄ　Ｂａｓｅｄ
　Ｅｑｕｉｐｍｅｎｔ（ＬＢＴ－ＦＢＥ）ゲーティング間隔、または、ＬＢＴ　Ｌｏａｄ
　Ｂａｓｅｄ　Ｅｑｕｉｐｍｅｎｔ（ＬＢＴ－ＬＢＥ）ゲーティング間隔という形式をと
り得る。ＬＢＴ－ＦＢＥゲーティング間隔は、固定された／周期的なタイミングを有して
よく、トラフィック需要によって直接影響され得ない（たとえば、そのタイミングは再構
成を通じて変更され得る）。対照的に、ＬＢＴ－ＬＢＥゲーティング間隔は、固定された
タイミングを有さなくてよく（たとえば、非同期的であってよく）、トラフィック需要に
よって大きく影響され得る。図６Ａ、図６Ｂ、図６Ｃ、図６Ｄ、および図７は各々、周期
的なゲーティング間隔６０５の例を示し、この周期的なゲーティング間隔６０５はＬＢＴ
－ＦＢＥゲーティング間隔であり得る。図６Ａを参照して説明される周期的なゲーティン
グ間隔６０５の潜在的な利点は、現在のＬＴＥ規格において定義される１０ミリ秒のＬＴ
Ｅ無線フレーム構造を保つことができるということである。しかしながら、ゲーティング
間隔の継続時間がＬＴＥ無線フレームの継続時間より短いとき（たとえば、図６Ｂまたは
図６Ｄを参照して説明されたように）、ＬＴＥ無線フレーム構造を保つという利点はもは
や存在せず、ＬＢＴ－ＬＢＥゲーティング間隔が有利であり得る。ＬＢＴ－ＬＢＥゲーテ
ィング間隔を使用することの潜在的な利点は、ゲーティング間隔の初めまたは終わりにお
けるシンボルのパンクチャを何ら伴わずに、ＬＴＥ　ＰＨＹチャネルの構造を保持できる
ということである。しかしながら、ＬＢＴ－ＬＢＥゲーティング間隔を使用することの潜
在的な欠点は、ＬＴＥ－Ｕ通信事業者の異なるｅＮＢの間でゲーティング間隔の使用を同
期させることができない（たとえば、各ｅＮＢが拡張されたＣＣＡのためにランダムなバ
ックオフ時間を使用するので）ということである。
【００８８】
　[0143]図８は、ワイヤレス通信のための方法８００の例を示すフローチャートである。
明快のために、方法８００は、図１、図２Ａ、および／または図２Ｂに示されたｅＮＢ１
０５とＵＥ１１５の１つを参照して以下で説明される。一実装形態では、ｅＮＢ１０５と
ＵＥ１１５の１つは、以下で説明される機能を実行するためにｅＮＢ１０５またはＵＥ１
１５の機能要素を制御するためのコードの１つまたは複数のセットを実行することができ
る。
【００８９】
　[0144]ブロック８０５において、アンライセンススペクトラムにおけるダウンリンクの
ための周期的なゲーティング間隔が生成され得る。
【００９０】
　[0145]ブロック８１０において、周期的なゲーティング間隔の少なくとも１つの境界は
、ダウンリンクのＰＣＣと関連付けられる周期的なフレーム構造の少なくとも１つの境界
と同期され得る。いくつかの実施形態では、ＰＣＣはライセンススペクトラム中の搬送波
を含み得る。
【００９１】
　[0146]いくつかの実施形態では、周期的なゲーティング間隔はＬＢＴフレームを含んで
よく、および／または、周期的なフレーム構造はＬＴＥ無線フレームを含んでよい。
【００９２】
　[0147]いくつかの実施形態では、周期的なゲーティング間隔の継続時間は、周期的なフ
レーム構造の継続時間の整数倍であり得る。そのような実施形態の例は、図６Ａおよび図
６Ｃを参照して上で説明された。他の実施形態では、周期的なゲーティング間隔の継続時
間は、周期的なフレーム構造の継続時間の約数であり得る。そのような実施形態の例は、
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図６Ｂおよび図６Ｄを参照して上で説明された。
【００９３】
　[0148]したがって、方法８００はワイヤレス通信を規定することができる。方法８００
は一実装形態にすぎないこと、および方法８００の動作は、他の実装形態が可能であるよ
うに並べ替えられてよく、または別様に修正されてよいことに留意されたい。
【００９４】
　[0149]図９Ａ、図９Ｂ、図９Ｃ、および図９Ｄは、ＬＢＴのようなコンテンションに基
づくプロトコルが、図７Ａまたは図７Ｂを参照して説明された１０ミリ秒のゲーティング
間隔６０５－ｄ－１または６０５－ｄ－２のＳ’サブフレームのような、ゲーティング間
隔のＳ’サブフレーム７２５－ａ内でどのように実装され得るかの、例９００、９００－
ａ、９２０、９５０を示す。コンテンションに基づくプロトコルは、たとえば、図１、図
２Ａ、および図２Ｂの、それぞれ基地局１０５、１０５－ａ、および１０５－ｂとともに
使用され得る。コンテンションに基づくプロトコルは、図１のシステム１００とともに、
ならびに図２Ａおよび図２Ｂに示されるシステム２００および／または２００－ａの部分
とともに使用され得る。
【００９５】
　[0150]ここで図９Ａおよび図９Ｂを見ると、ガード期間９０５とＣＣＡ期間９１０とを
有する、Ｓ’サブフレーム７２５－ａ－１の例９００／９００－ａが示されている。例と
して、ガード期間９０５およびＣＣＡ期間９１０の各々は、０．５ミリ秒の継続時間を有
し、７個のＯＦＤＭシンボル位置９１５を含み得る。図９Ｂに示されるように、ＣＣＡ期
間９１０の中のＯＦＤＭシンボル位置９１５の各々は、ＣＣＡを実行するためにＯＦＤＭ
シンボル位置９１５をｅＮＢが選択すると、ＣＣＡスロット７２０－ａに変換され得る。
いくつかの場合、ＯＦＤＭシンボル位置９１５の同じ１つまたは異なる１つが、複数のｅ
ＮＢの１つによって擬似ランダムに選択されてよく、これによってある種のＣＣＡの時間
ディザリングを実現する。ｅＮＢは、単一のＬＴＥ－Ｕ通信事業者または異なるＬＴＥ－
Ｕ通信事業者によって運営され得る。ＯＦＤＭシンボル位置９１５は、ｅＮＢが異なると
きにＯＦＤＭシンボル位置の異なる１つを選択するように構成され得るという点で、擬似
ランダムに選択されてよく、これによって、時間的に最も早く発生するＯＦＤＭシンボル
位置９１５を選択する機会を複数のｅＮＢの各々に与える。これは、成功裏のＣＣＡを実
行すべき第１のｅＮＢがアンライセンススペクトラムの対応する１つまたは複数のチャネ
ルをリザーブする機会を有するという点で、および、ＣＣＡを実行するためのＯＦＤＭシ
ンボル位置９１５のｅＮＢの擬似ランダムな選択が、各々の他のｅＮＢと同じ、成功裏の
ＣＣＡを実行する確率を第１のｅＮＢが有することを確実にするという点で、有利であり
得る。単一のＬＴＥ－Ｕ通信事業者によって運営されるｅＮＢの場合、ｅＮＢは、いくつ
かの場合、同じＣＣＡスロット７２０－ａを選択するように構成され得る。
【００９６】
　[0151]図９Ｃは、ガード期間９０５とＣＣＡ期間９１０とを有する、Ｓ’サブフレーム
７２５－ａ－２の例９２０を示す。例として、各々のガード期間９０５は、０．５ミリ秒
の継続時間を有し、７個のＯＦＤＭシンボル位置を含み得る。ＣＣＡ期間９１０は、各々
が１つのＯＦＤＭシンボル位置以下の継続時間を有する１つまたは複数のＣＣＡスロット
を含み得る、１つのＯＦＤＭシンボル位置または１つのＯＦＤＭシンボル位置の断片を含
み得る。ＣＣＡ期間９１０の後には、ＣＵＢＳ期間９３０が続き得る。ガード期間９０５
は、短縮されたＤサブフレーム９２５に先行し得る。いくつかの例では、通信事業者また
は地上波公共移動通信ネットワーク（ＰＬＭＮ）と関連付けられるワイヤレスノードのす
べて（たとえば、すべての基地局またはｅＮＢ）が、ＣＣＡ期間９１０の間に同時にＣＣ
Ａを実行することができる。図９ＣのＳ’サブフレーム７２５－ａ－２ショーエンは、通
信事業者が、アンライセンススペクトラムへのアクセスについて競合する他の通信事業者
に対して非同期的に動作するシナリオにおいて、有用であり得る。
【００９７】
　[0152]図９Ｄは、短縮されたＤサブフレーム９２５と、ＣＣＡ期間９１０と、ＣＵＢＳ
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期間９３０とを有する、Ｓ’サブフレーム７２５－ａ－３の例９５０を示す。ＣＣＡ期間
９１０は、各々が１つのＯＦＤＭシンボル位置以下の継続時間を有する１つまたは複数の
ＣＣＡスロットを含み得る、１つのＯＦＤＭシンボル位置または１つのＯＦＤＭシンボル
位置の断片を含み得る。ＣＣＡ期間９１０の後には、ＣＵＢＳ期間９３０が続き得る。い
くつかの例では、通信事業者または地上波公共移動通信ネットワーク（ＰＬＭＮ）と関連
付けられるワイヤレスノードのすべて（たとえば、すべての基地局またはｅＮＢ）が、Ｃ
ＣＡ期間９１０の間に同時にＣＣＡを実行することができる。図９Ｄに示されるＳ’サブ
フレーム７２５－ａ－３は、通信事業者が、アンライセンススペクトラムへのアクセスに
ついて競合する他の通信事業者に対して非同期的に動作するシナリオにおいて、および、
Ｓ’サブフレーム７２５－ａ－３がゲーティング間隔６０５－ｄ－２などとともにＴＤＭ
の状況で使用されるシナリオにおいて、有用であり得る。ＴＤＭの状況で使用されるとき
、Ｓ’サブフレーム７２５－ａ－３がその一部分を形成するフレームのＳサブフレームに
おいて、サイレント期間が提供され得る。
【００９８】
　[0153]図１０Ａおよび図１０Ｂは、図９Ａおよび／または図９Ｂを参照して説明された
Ｓ’サブフレーム７２５－ａのようなＳ’サブフレームが現在のゲーティング間隔６０５
とともにどのように使用され得るかの例を提供する。例として、図１０Ａおよび図１０Ｂ
に示される現在のゲーティング間隔６０５－ｅ、６０５－ｇは、図７を参照して説明され
た１０ミリ秒のゲーティング間隔６０５－ｄの例であり得る。現在のゲーティング間隔と
ともにＳ’サブフレームを使用することは、たとえば、図１、図２Ａ、および図２Ｂの、
それぞれ基地局１０５、１０５－ａ、および１０５－ｂによって扱われ得る。現在のゲー
ティング間隔とともにＳ’サブフレームを使用することは、図１のシステム１００によっ
て扱われ得、図２Ａおよび／または図２Ｂに示されるシステム２００および／または２０
０－ａの部分とともにあり得る。
【００９９】
　[0154]図１０Ａは、現在のゲーティング期間６０５－ｅの最後のサブフレームとしてＳ
’サブフレームが含まれる例１０００を与える。したがって、Ｓ’サブフレームのガード
期間９０５－ａおよびＣＣＡ期間９１０－ａは、現在のゲーティング期間６０５－ｅの後
端の（trailing）境界および次の送信間隔６０５－ｆの初めのすぐ前の、現在のゲーティ
ング期間６０５－ｅの終わりにおいて発生する。次の送信間隔６０５－ｆは、送信デバイ
スによって実行されるＣＣＡが、アンライセンススペクトラムが次の送信間隔６０５－ｆ
の間に利用可能であることを示すか利用不可能であることを示すかに応じて、いくつかの
送信デバイスの各々のダウンリンク送信のためにオンにゲーティングされ、またはオフに
ゲーティングされ得る。いくつかの場合には、次の送信間隔６０５－ｆはまた、次のゲー
ティング間隔であってよい。
【０１００】
　[0155]図１０Ｂは、現在のゲーティング期間６０５－ｇの最初のサブフレームとしてＳ
’サブフレームが含まれる例１０００－ａを与える。したがって、Ｓ’サブフレームのガ
ード期間９０５－ｂおよびＣＣＡ期間９１０－ｂは、現在のゲーティング期間６０５－ｇ
の先端の（leading）境界のすぐ後の、現在のゲーティング期間６０５－ｇの初めにおい
て発生する。次の送信間隔６０５－ｈは、送信デバイスによって実行されるＣＣＡが、ア
ンライセンススペクトラムが次の送信間隔６０５－ｆの間に利用可能であることを示すか
利用不可能であることを示すかに応じて、いくつかの送信デバイスの各々のダウンリンク
送信のためにオンにゲーティングされ、またはオフにゲーティングされ得る。いくつかの
場合には、次の送信間隔６０５－ｈはまた、次のゲーティング間隔であってよい。
【０１０１】
　[0156]図１０Ｃは、アンライセンススペクトラム（またはアンライセンススペクトラム
のチャネル）のためのＣＣＡの実行が複数のｅＮＢ１０５にわたってどのように同期され
得るかの例１０００－ｂを与える。例として、複数のｅＮＢ１０５は、ＬＴＥ－Ｕ　ｅＮ
Ｂ１とＬＴＥ－Ｕ　ｅＮＢ２とを含み得る。ＣＣＡの実行は、たとえば、図１、図２Ａ、
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および図２Ｂの、それぞれ基地局１０５、１０５－ａ、および１０５－ｂによってなされ
得る。ＣＣＡの実行は、図１のシステム１００において、ならびに図２Ａおよび／または
図２Ｂに示されるシステム２００および／または２００－ａの部分とともに使用され得る
。
【０１０２】
　[0157]ｅＮＢ１とｅＮＢ２との間の同期により、ｅＮＢ１の現在のゲーティング間隔内
のＳ’サブフレーム７２５－ｂは、ｅＮＢ２の現在のゲーティング間隔内のＳ’サブフレ
ーム７２５－ｃと同期され得る。また、各ｅＮＢによって実施される同期された擬似ラン
ダムなＣＣＡスロット選択処理により、ｅＮＢ２は、ｅＮＢ１によって選択されるＣＣＡ
スロット７２０－ｂとは異なる時間（たとえば、異なるＯＦＤＭシンボル位置）において
発生する、ＣＣＡスロット７２０－ｃを選択することができる。たとえば、ｅＮＢ１は、
Ｓ’サブフレーム７２５－ｂおよび７２５－ｃの揃えられた（aligned）ＣＣＡ期間の５
番目のＯＦＤＭシンボル位置と揃えられたＣＣＡスロット７２０－ｂを選択することがで
き、ｅＮＢ２は、揃えられたＣＣＡ期間の３番目のＯＦＤＭシンボル位置と揃えられたＣ
ＣＡスロット７２０－ｃを選択することができる。
【０１０３】
　[0158]示されるように、同期されたＳ’サブフレーム７２５－ｂおよび７２５－ｃの後
の次の送信間隔は、Ｓ’サブフレーム７２５－ｂおよび７２５－ｃのＣＣＡ期間の後に開
始し、Ｄサブフレームとともに始まり得る。ｅＮＢ２のＣＣＡスロット７２０－ｃは、時
間的に最初にスケジューリングされているので、ｅＮＢ２は、ｅＮＢ１が次の送信間隔を
リザーブする機会を有する前に、次の送信間隔をリザーブする機会を有する。しかしなが
ら、ｅＮＢ１およびｅＮＢ２の各々によって実施される擬似ランダムなＣＣＡスロット選
択処理により、ｅＮＢ１は、（たとえば、ｅＮＢ１のＣＣＡスロットが、より後のゲーテ
ィング間隔の中のｅＮＢ２のＣＣＡスロットよりも早い時間において発生し得るので）よ
り後の送信間隔をリザーブするための第１の機会を与えられ得る。
【０１０４】
　[0159]例として、図１０Ｃは、Ｓ’サブフレーム７２５－ｂおよび７２５－ｃの揃えら
れたＣＣＡ期間の部分と同時に発生するＷｉＦｉ送信（Ｔｘ）アクティビティがあること
を示す。ｅＮＢ２によって選択されるＣＣＡスロット７２０－ｃのタイミングにより、ｅ
ＮＢ２は、アンライセンススペクトラムが利用不可能であることを、ｅＮＢ２のＣＣＡを
実行した結果として決定することができ、次の送信間隔の間、アンライセンススペクトラ
ムにおけるダウンリンク送信１００５－ａをオフにゲーティングすることができる。ｅＮ
Ｂ２のダウンリンク送信は、したがって、ｅＮＢ２のＣＣＡの実行の間にＷｉＦｉ　Ｔｘ
アクティビティが発生した結果として遮断され得る。
【０１０５】
　[0160]ＣＣＡスロット７２０－ｂの間、ｅＮＢ１はＣＣＡを実行することができる。ｅ
ＮＢ１によって選択されるＣＣＡスロット７２０－ｂのタイミングにより、ｅＮＢ１は、
（たとえば、ＷｉＦｉ　ＴｘアクティビティがＣＣＡスロット７２０－ｂの間に発生しな
いので、および、ｅＮＢ２がより早い時間において次の送信間隔をリザーブすることがで
きなかったので）アンライセンススペクトラムが利用可能であると、ｅＮＢ２のＣＣＡを
実行した結果として決定することができる。したがって、ｅＮＢ１は、次の送信間隔をリ
ザーブし、次の送信間隔の間、アンライセンススペクトラムにおけるダウンリンク送信１
００５をオンにゲーティングすることができる。アンライセンススペクトラム（またはア
ンライセンススペクトラムのチャネル）をリザーブするための方法は、この説明のより後
で詳細に説明される。
【０１０６】
　[0161]図９Ａ、図９Ｂ、図１０Ａ、図１０Ｂ、および図１０Ｃは、図７を参照して説明
されたゲーティング間隔６０５－ｄのような１０ミリ秒のゲーティング間隔の状況におい
てＣＣＡスロット７２０がどのように選択され得るかの例を与える。対照的に、図１０Ｄ
、図１０Ｅ、図１０Ｆ、および図１０Ｇは、ＣＣＡスロット７２０が１ミリ秒または２ミ
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リ秒のゲーティング間隔の状況においてどのように選択され得るかの例を与える。１０ミ
リ秒のゲーティング間隔は、低ＷｉＦｉアクティビティの存在下での低いゲーティング間
隔のオーバーヘッドのような利点と、既存のＬＴＥチャネルのサブフレームベースＰＨＹ
チャネル設計を保持できる能力とをもたらし得る。しかしながら、これは、長いチャネル
アイドル時間（たとえば、ＣＣＡのディザリング（dithering）によりもたらされるＣＣ
Ａの遅延に応じて、０．５ミリ秒以上）という欠点を有することがあり、このことは、短
いコンテンションウィンドウをもつＷｉＦｉノードに送信の機会（たとえば、図９Ａおよ
び図９Ｂを参照して説明されたガード期間９０５の間の送信の機会）を与え得る。これは
また、ＣＣＡが不成功であるとき、少なくとも１０ミリ秒、ダウンリンク送信を遅らせる
という欠点を有し得る。たとえば、１ミリ秒または２ミリ秒のゲーティング間隔は、より
大きなゲーティング間隔のオーバーヘッドにつながることがあり、ミリ秒未満の送信継続
時間をサポートするために、ＬＴＥ　ＰＨＹチャネル設計に対するより広範囲の変更を必
要とすることがある。しかしながら、恐らくは１ミリ秒または２ミリ秒のゲーティング間
隔が、１０ミリ秒のゲーティング間隔と関連付けられる前述の欠点を軽減または除去する
ことができる。
【０１０７】
　[0162]図１０Ｄは、１ミリ秒のゲーティング間隔６０５－ｉの例１０００－ｃを与える
。１ミリ秒のゲーティング間隔は、図１、図２Ａ、図２Ｂの、それぞれ基地局１０５、１
０５－ａ、および１０５－ｂによって使用され得る。１ミリ秒のゲーティング間隔は、図
１のシステム１００において、ならびに図２Ａおよび／または図２Ｂに示されるシステム
２００および／または２００－ａの部分とともに使用され得る。
【０１０８】
　[0163]現在のＬＴＥ規格は、チャネル占有時間（オン時間）≧１ミリ秒であることと、
チャネルアイドル時間≧チャネル占有時間の５パーセントであることとを要求する。した
がって、現在のＬＴＥ規格は、１．０５ミリ秒の最小ゲーティング間隔の継続時間を指示
する。しかしながら、ＬＴＥ規格が恐らくは０．９５ミリ秒の最小チャネル占有時間を要
求するように緩和され得る場合、１ミリ秒のゲーティング間隔が可能となるであろう。
【０１０９】
　[0164]図１０Ｄに示されるように、１ミリ秒のゲーティング間隔６０５－ｉは、１４個
のＯＦＤＭシンボル（またはシンボル位置）を含み得る。成功したＣＣＡがゲーティング
間隔６０５－ｉに先行するＣＣＡスロット７２０－ｄの間に実行されるとき、ダウンリン
ク送信は、ゲーティング間隔６０５－ｉの最初の１３個のＯＦＤＭシンボルの間に発生し
得る。そのようなダウンリンク送信は、９２９マイクロ秒の継続時間（またはチャネル占
有時間）を有し得る。現在のＬＴＥ規格によれば、９２９マイクロ秒のチャネル占有時間
は、４８マイクロ秒のチャネルアイドル時間９０５－ａを要求し、これは、１つのＯＦＤ
Ｍシンボルの７１．４マイクロ秒の継続時間より短い。結果として、４８マイクロ秒のチ
ャネルアイドル時間９０５－ａ、さらには１つまたは複数のＣＣＡスロット７２０－ｄが
、１４番目のＯＦＤＭシンボル位置の間に提供され得る。いくつかの場合、全体で２０マ
イクロ秒の継続時間を有する２つのＣＣＡスロット７２０－ｄは、１４番目のＯＦＤＭシ
ンボル位置の間に提供されてよく、これによって、ある量のＣＣＡランダム化（ディザリ
ング）を可能にする。注目すべきことに、例１０００－ｃの各ＣＣＡスロット７２０－ｄ
は、１つのＯＦＤＭシンボルよりも短い継続時間を有する。
【０１１０】
　[0165]ＣＣＡスロット７２０－ｄは、図１０Ｄに示される１ミリ秒のゲーティング間隔
６０５－ｉまたはサブフレームの終わりに配置されるので、ゲーティング間隔６０５－ｉ
は、共通基準信号（ＣＲＳ）と相性がよい。ＵＥ固有基準信号（ＵＥＲＳ：UE-specific 
reference signal）と相性がよい１ミリ秒のゲーティング間隔６０５－ｊの例１０００－
ｄが図１０Ｅに示される。ゲーティング間隔６０５－ｉと同様に、ゲーティング間隔６０
５－ｊは１４個のＯＦＤＭシンボルを含む。しかしながら、チャネルアイドル時間９０５
－ｂおよびＣＣＡスロット７２０－ｅは、最初のＯＦＤＭシンボル位置において提供され
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る。現在のゲーティング間隔６０５－ｊのＣＣＡスロット７２０－ｅの間に実行される成
功したＣＣＡはこうして、現在のゲーティング間隔において、アンライセンススペクトラ
ムがリザーブされることを可能にし、ダウンリンク送信が行われることを可能にする。し
たがって、次の送信間隔は現在のゲーティング間隔内に含まれる。
【０１１１】
　[0166]図１０Ｆは、２ミリ秒のゲーティング間隔６０５－ｋの例１０００－ｅを提供す
る。２ミリ秒のゲーティング間隔は、図１、図２Ａ、および図２Ｂの、それぞれ基地局１
０５、１０５－ａ、および１０５－ｂによって使用され得る。２ミリ秒のゲーティング間
隔は、図１のシステム１００において、ならびに図２Ａおよび／または図２Ｂに示される
システム２００および／または２００－ａの部分とともに使用され得る。
【０１１２】
　[0167]１ミリ秒のゲーティング間隔６０５－ｉおよび６０５－ｊとは対照的に、２ミリ
秒のゲーティング間隔６０５－ｋは、最大チャネル占有時間および最小チャネルアイドル
時間についての現在のＬＴＥ規格の要件に適合する。
【０１１３】
　[0168]示されるように、ゲーティング間隔６０５－ｋは、Ｄサブフレーム７１０－ａと
Ｓ’サブフレーム７２５－ｄとを含み得る。しかしながら、Ｓ’サブフレームは、以前に
説明されたＳ’サブフレームとはいくらか異なるように構成される。より具体的には、Ｓ
’サブフレームの最初の１２個のＯＦＤＭシンボル位置、さらには先行するＤサブフレー
ムの１４個のＯＦＤＭシンボル位置は、ゲーティング間隔６０５－ｋに先行するＣＣＡス
ロット７２０－ｆの間に成功したＣＣＡを実行すると、ダウンリンク送信のために使用さ
れ得る。したがって、チャネル占有時間は１．８５７ミリ秒であってよく、９６ミリ秒の
チャネルアイドル時間９０５－ｃを必要とする。したがって、チャネルアイドル時間９０
５－ｃはＳ’サブフレームの１３番目のＯＦＤＭシンボル位置と、Ｓ’サブフレームの１
４番目のＯＦＤＭシンボル位置の一部とを占有し得る。しかしながら、１４番目のＯＦＤ
Ｍシンボル位置の残りの継続時間は、いくつかのＣＣＡスロット７２０－ｆによって少な
くとも一部埋められ得る。いくつかの場合には、ＣＣＡスロット７２０－ｆの数は３個の
ＣＣＡスロット７２０－ｆであってよく、このことは、図１０Ｄおよび図１０Ｅを参照し
て説明された１ミリ秒のゲーティング間隔よりもわずかに多くの量のＣＣＡランダム化（
ディザリング）を提供する。
【０１１４】
　[0169]ＣＣＡスロット７２０－ｆは、図１０Ｆに示される２ミリ秒のゲーティング間隔
６０５－ｋの終わりに配置されるので、ゲーティング間隔６０５－ｋは、ＣＲＳと相性が
よい。ＵＥＲＳと相性がよい２ミリ秒のゲーティング間隔６０５－ｌの例１０００－ｆが
図１０Ｇに示される。ゲーティング間隔６０５－ｋと同様に、ゲーティング間隔６０５－
ｌは、Ｄサブフレーム７２５－ｅとＳ’サブフレーム７１０－ｂとを含む。しかしながら
、サブフレームの時間的な順序は逆であり、Ｓ’サブフレーム７１０－ｂが時間的に最初
に発生し、Ｄサブフレーム７２５－ｅが時間的により後に発生する。さらに、チャネルア
イドル時間９０５－ｄおよびＣＣＡスロット７２０－ｇは、Ｓ’サブフレーム７１０－ｂ
の最初のＯＦＤＭシンボル位置において提供される。現在のゲーティング間隔６０５－ｌ
のＣＣＡスロット７２０－ｇの間に実行される成功したＣＣＡはこうして、現在のゲーテ
ィング間隔において、アンライセンススペクトラムがリザーブされることを可能にし、ダ
ウンリンク送信が行われることを可能にする。したがって、次の送信間隔は現在のゲーテ
ィング間隔内に含まれる。
【０１１５】
　[0170]図１１は、ワイヤレス通信のための方法１１００の例を示すフローチャートであ
る。明快のために、方法１１００は、図１、図２Ａ、および／または図２Ｂに示されたｅ
ＮＢ１０５の１つを参照して以下で説明される。一実装形態では、ｅＮＢ１０５の１つは
、以下で説明される機能を実行するためにｅＮＢ１０５の機能要素を制御するためのコー
ドの１つまたは複数のセットを実行することができる。
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【０１１６】
　[0171]ブロック１１０５において、現在のゲーティング間隔において別のアンライセン
ススペクトラムのためにＣＣＡが実行されて、アンライセンススペクトラムが次の送信間
隔においてダウンリンク送信のために利用可能であるかどうかを決定する。アンライセン
ススペクトラムのためにＣＣＡを実行することは、いくつかの場合には、アンライセンス
スペクトラムの１つまたは複数のチャネルのためにＣＣＡを実行することを伴い得る。い
くつかの場合には、次の送信間隔は次のゲーティング間隔であり得る。他の場合には、次
の送信間隔は現在のゲーティング間隔に含まれ得る。非同期ＬＢＴ－ＬＢＥゲーティング
間隔が使用される場合のような、さらに他の場合には、次の送信間隔は、現在のゲーティ
ング間隔に後続し得るが、次のゲーティング間隔の一部ではないことがある。
【０１１７】
　[0172]ブロック１１１０において、および、アンライセンススペクトラムが利用不可能
であるという決定が行われるとき、アンライセンススペクトラムにおけるダウンリンク送
信は、次の送信間隔の間、オフにゲーティングされ得る。そうではなく、アンライセンス
スペクトラムが利用可能であるという決定が行われるとき、アンライセンススペクトラム
におけるダウンリンク送信は、次の送信間隔の間、オンにゲーティングされ得る。
【０１１８】
　[0173]方法１１００のいくつかの実施形態では、ＣＣＡは、現在のゲーティング間隔の
最初のサブフレームまたは第１のＯＦＤＭシンボル位置または第２のＯＦＤＭシンボル位
置の間に実行され得る。方法１１００の他の実施形態では、ＣＣＡは、現在のゲーティン
グ間隔の最後のサブフレームまたは最後のＯＦＤＭシンボル位置の間に実行され得る。
【０１１９】
　[0174]方法１１００のいくつかの実施形態では、ＣＣＡの実行は、単一のＬＴＥ－Ｕ通
信事業者または異なるＬＴＥ－Ｕ通信事業者によって運営される複数のｅＮＢを含む、複
数のｅＮＢにわたって同期され得る。
【０１２０】
　[0175]したがって、方法１１００はワイヤレス通信を規定することができる。方法１１
００は一実装形態にすぎないこと、および方法１１００の動作は、他の実装形態が可能で
あるように並べ替えられてよく、または別様に修正されてよいことに留意されたい。
【０１２１】
　[0176]図１２Ａは、ワイヤレス通信のための方法１２００のさらに別の例を示すフロー
チャートである。明快のために、方法１２００は、図１、図２Ａ、および／または図２Ｂ
に示されたｅＮＢ１０５の１つを参照して以下で説明される。一実装形態では、ｅＮＢ１
０５の１つは、以下で説明される機能を実行するためにｅＮＢ１０５の機能要素を制御す
るためのコードの１つまたは複数のセットを実行することができる。
【０１２２】
　[0177]ブロック１２０５において、ＣＣＡスロットが、次の送信間隔におけるダウンリ
ンク送信のためのアンライセンススペクトラム（またはアンライセンススペクトラムの少
なくとも１つのチャネル）の利用可能性を決定するために、複数の基地局（たとえば、Ｌ
ＴＥ－Ｕ　ｅＮＢ１０５）にわたって同期され得る。
【０１２３】
　[0178]いくつかの実施形態では、ＣＣＡスロットは、現在のゲーティング間隔の最初の
サブフレームまたは第１のＯＦＤＭシンボル位置または第２のＯＦＤＭシンボル位置に位
置し得る。他の実施形態では、ＣＣＡスロットは、現在のゲーティング間隔の最後のサブ
フレームまたは最後のＯＦＤＭシンボル位置に位置し得る。
【０１２４】
　[0179]ゲーティング間隔が１０ミリ秒の継続時間を有する実施形態のような、いくつか
の実施形態では、隣接するＣＣＡスロットの開始点の間の間隔は、ほぼＯＦＤＭシンボル
の継続時間であり得る。この説明の目的で、「ほぼＯＦＤＭシンボルの継続時間」は、Ｏ
ＦＤＭシンボルの継続時間に等しいことを含む。隣接するＣＣＡスロットの開始点の間の
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間隔がほぼＯＦＤＭシンボルの継続時間であり得る例は、図９Ｂに示される。
【０１２５】
　[0180]したがって、方法１２００はワイヤレス通信を規定することができる。方法１２
００は一実装形態にすぎないこと、および方法１２００の動作は、他の実装形態が可能で
あるように並べ替えられてよく、または別様に修正されてよいことに留意されたい。
【０１２６】
　[0181]図１２Ｂは、ワイヤレス通信のための方法１２００－ａのさらに別の例を示すフ
ローチャートである。明快のために、方法１２００－ａは、図１、図２Ａ、および／また
は図２Ｂに示されたｅＮＢ１０５の１つを参照して以下で説明される。一実装形態では、
ｅＮＢ１０５の１つは、以下で説明される機能を実行するためにｅＮＢ１０５の機能要素
を制御するためのコードの１つまたは複数のセットを実行することができる。
【０１２７】
　[0182]ブロック１２１５において、ＣＣＡスロットは、次の送信間隔におけるダウンリ
ンク送信のためのアンライセンススペクトラム（またはアンライセンススペクトラムの少
なくとも１つのチャネル）の利用可能性を決定するために、複数の基地局（たとえば、Ｌ
ＴＥ－Ｕ　ｅＮＢ１０５）にわたって同期され得る。
【０１２８】
　[0183]いくつかの実施形態では、ＣＣＡスロットは、現在のゲーティング間隔の最初の
サブフレームまたは第１のＯＦＤＭシンボル位置または第２のＯＦＤＭシンボル位置に位
置し得る。他の実施形態では、ＣＣＡスロットは、現在のゲーティング間隔の最後のサブ
フレームまたは最後のＯＦＤＭシンボル位置に位置し得る。
【０１２９】
　[0184]ゲーティング間隔が１０ミリ秒の継続時間を有する実施形態のような、いくつか
の実施形態では、隣接するＣＣＡスロットの開始点の間の間隔は、ほぼＯＦＤＭシンボル
の継続時間であり得る。隣接するＣＣＡスロットの開始点の間の間隔がほぼＯＦＤＭシン
ボルの継続時間であり得る例は、図９Ｂに示される。
【０１３０】
　[0185]ブロック１２２０において、ＣＣＡスロットの１つが、アンライセンススペクト
ラムの利用可能性を決定するＣＣＡスロットとして特定される。ＣＣＡスロットの１つは
、ランダム化シードによって駆動される擬似ランダム選択シーケンスに少なくとも一部基
づいて特定され得る。
【０１３１】
　[0186]いくつかの実施形態では、複数の基地局の少なくともサブセットは、擬似ランダ
ムシーケンスの生成のために同じランダム化シードを使用することができる。サブセット
は、単一の通信事業者による基地局の展開と関連付けられ得る。
【０１３２】
　[0187]したがって、方法１２００－ａはワイヤレス通信を規定することができる。方法
１２００－ａは一実装形態にすぎないこと、および方法１２００－ａの動作は、他の実装
形態が可能であるように、並べ替えられるかまたは場合によっては変更され得ることに留
意されたい。
【０１３３】
　[0188]図１３Ａは、ワイヤレス通信のための方法１３００のさらに別の例を示すフロー
チャートである。明快のために、方法１３００は、図１、図２Ａ、および／または図２Ｂ
に示されたｅＮＢ１０５の１つを参照して以下で説明される。一実装形態では、ｅＮＢ１
０５の１つは、以下で説明される機能を実行するためにｅＮＢ１０５の機能要素を制御す
るためのコードの１つまたは複数のセットを実行することができる。
【０１３４】
　[0189]ブロック１３０５において、ＣＣＡが、次の送信間隔におけるダウンリンク送信
のためのアンライセンススペクトラム（またはアンライセンススペクトラムの少なくとも
１つのチャネル）の利用可能性を決定するために、複数のｅＮＢ１０５（たとえば、ＬＴ
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Ｅ－Ｕ　ｅＮＢ）にわたって同期される複数のＣＣＡスロットの１つの間に実行され得る
。
【０１３５】
　[0190]いくつかの実施形態では、異なるｅＮＢは、ゲーティング間隔の間にＣＣＡを実
行するために、複数のＣＣＡスロットの異なる１つを使用することができる。他の実施形
態では、２つ以上のｅＮＢは、（たとえば、単一の通信事業者によって展開されるｅＮＢ
の間の協調のような、ｅＮＢのサブセットの間に協調が存在するとき）ゲーティング間隔
の間にＣＣＡを実行するために同じＣＣＡスロットを使用することができる。
【０１３６】
　[0191]したがって、方法１３００はワイヤレス通信を規定することができる。方法１３
００は一実装形態にすぎないこと、および方法１３００の動作は、他の実装形態が可能で
あるように並べ替えられてよく、または別様に修正されてよいことに留意されたい。
【０１３７】
　[0192]図１３Ｂは、ワイヤレス通信のための方法１３００－ａのさらに別の例を示すフ
ローチャートである。明快のために、方法１３００－ａは、図１、図２Ａ、および／また
は図２Ｂに示されたｅＮＢ１０５の１つを参照して以下で説明される。一実装形態では、
ｅＮＢ１０５の１つは、以下で説明される機能を実行するためにｅＮＢ１０５の機能要素
を制御するためのコードの１つまたは複数のセットを実行することができる。
【０１３８】
　[0193]ブロック１３１５において、ＣＣＡスロットが、複数のｅＮＢ１０５（たとえば
、ＬＴＥ－Ｕ　ｅＮＢ）にわたって同期される複数のＣＣＡスロットの中から（たとえば
、ｅＮＢによって）特定され得る。スロットは、ランダム化シードから生成される擬似ラ
ンダム選択シーケンスに少なくとも一部基づいて特定され得る。代替的な実施形態では、
スロットは、図１を参照して説明されたバックホール１３２または１３４のようなバック
ホールを通じてｅＮＢの少なくともあるサブセットの間で交換される協調情報（coordina
tion information）に少なくとも一部基づいて、特定され得る。
【０１３９】
　[0194]ブロック１３２０において、ＣＣＡが、次の送信間隔におけるダウンリンク送信
のためのアンライセンススペクトラム（またはアンライセンススペクトラムの少なくとも
１つのチャネル）の利用可能性を決定するために、特定されたＣＣＡスロットの間に実行
され得る。
【０１４０】
　[0195]いくつかの実施形態では、異なるｅＮＢは、ゲーティング間隔の間にＣＣＡを実
行するために、複数のＣＣＡスロットの異なる１つを特定することができる。他の実施形
態では、２つ以上のｅＮＢは、ゲーティング間隔の間にＣＣＡを実行するために、同じＣ
ＣＡスロットを特定することができる。
【０１４１】
　[0196]したがって、方法１３００－ａはワイヤレス通信を規定することができる。方法
１３００－ａは一実装形態にすぎないこと、および方法１３００－ａの動作は、他の実装
形態が可能であるように、並べ替えられるかまたは場合によっては変更され得ることに留
意されたい。
【０１４２】
　[0197]図１４Ａは、アンライセンススペクトラム（またはアンライセンススペクトラム
のチャネル）のためのＣＣＡの実行が複数のｅＮＢ１０５にわたってどのように同期され
得るかの別の例１４００を与える。ｅＮＢ１０５の例は、図１、図２Ａ、および図２Ｂの
、それぞれ基地局１０５、１０５－ａ、および１０５－ｂであり得る。ＣＣＡの実行は、
いくつかの例では、図１のシステム１００において使用される、または図２Ａおよび図２
Ｂに示されるシステム１００の部分とともに使用されるｅＮＢ１０５にわたって同期され
得る。
【０１４３】
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　[0198]図１４Ａはまた、成功したＣＣＡの後にアンライセンススペクトラムがｅＮＢ１
０５の１つまたは複数によってどのようにリザーブされ得るかの例を示す。例として、複
数のｅＮＢ１０５は、ＬＴＥ－Ｕ　ｅＮＢ１と、ＬＴＥ－Ｕ　ｅＮＢ２と、ＬＴＥ－Ｕ　
ｅＮＢ３とを含み得る。
【０１４４】
　[0199]示されるように、各ｅＮＢ（たとえば、ｅＮＢ１、ｅＮＢ２、およびｅＮＢ３）
の現在のゲーティング間隔の境界は同期されてよく、これによって、ｅＮＢのＳ’サブフ
レーム７２５－ｆ、７２５－ｇ、７２５－ｈの同期を提供する。各Ｓ’サブフレームのＣ
ＣＡ期間は、複数のＣＣＡスロット７２０を含み得る。各ｅＮＢによって実施される同期
された擬似ランダムなＣＣＡスロット選択処理により、ｅＮＢ２は、ｅＮＢ１によって選
択されるＣＣＡスロット７２０－ｈとは異なる時間（たとえば、異なるＯＦＤＭシンボル
位置）において発生する、ＣＣＡスロット７２０－ｉを選択することができる。たとえば
、ｅＮＢ１は、Ｓ’サブフレーム７２５－ｆおよび７２５－ｇの揃えられたＣＣＡ期間の
５番目のＯＦＤＭシンボル位置と揃えられたＣＣＡスロット７２０－ｈを選択することが
でき、ｅＮＢ２は、揃えられたＣＣＡ期間の３番目のＯＦＤＭシンボル位置と揃えられた
ＣＣＡスロット７２０－ｉを選択することができる。しかしながら、ｅＮＢ３がｅＮＢ１
と同じ通信事業者によって展開されるとき、ｅＮＢ３は、そのＣＣＡスロット７２０－ｊ
のタイミングを、ｅＮＢ１のために選択されたＣＣＡスロット７２０－ｈのタイミングと
同期させることができる。ｅＮＢ１とｅＮＢ３の両方を展開する通信事業者は次いで、ど
のｅＮＢがアンライセンススペクトラムへのアクセスを許可されるかを決定し、または、
直交送信および／もしくは他の送信機構によって、アンライセンススペクトラムへの同時
アクセスを調整することができる。
【０１４５】
　[0200]示されるように、同期されたＳ’サブフレーム７２５－ｆ、７２５－ｇ、および
７２５－ｈの後の次の送信間隔は、Ｓ’サブフレーム７２５－ｆ、７２５－ｇ、および７
２５－ｈのＣＣＡ期間の後に開始し、Ｄサブフレームとともに始まり得る。ｅＮＢ２のＣ
ＣＡスロット７２０－ｉは、時間的に最初にスケジューリングされているので、ｅＮＢ２
は、ｅＮＢ１およびｅＮＢ３が次の送信間隔をリザーブする機会を有する前に、次の送信
間隔をリザーブする機会を有する。しかしながら、ｅＮＢ１、ｅＮＢ１、およびｅＮＢ３
の各々によって実施される擬似ランダムなＣＣＡスロット選択処理により、ｅＮＢ１また
はｅＮＢ３は、より後の送信間隔をリザーブするための最初の機会を与えられ得る。
【０１４６】
　[0201]例として、図１４Ａは、Ｓ’サブフレーム７２５－ｆ、７２５－ｇ、および７２
５－ｈの揃えられたＣＣＡ期間の部分と同時に発生するＷｉＦｉ送信（Ｔｘ）アクティビ
ティがあることを示す。ｅＮＢ２によって選択されるＣＣＡスロット７２０－ｉのタイミ
ングにより、ｅＮＢ２は、アンライセンススペクトラムが利用不可能であることを、ｅＮ
Ｂ２のＣＣＡを実行した結果として決定することができ、次の送信間隔の間、アンライセ
ンススペクトラムにおけるダウンリンク送信１００５－ｃをオフにゲーティングすること
ができる。ｅＮＢ２のダウンリンク送信は、したがって、ｅＮＢ２のＣＣＡの実行の間に
ＷｉＦｉ　Ｔｘアクティビティが発生した結果として遮断され得る。
【０１４７】
　[0202]ＣＣＡスロット７２０－ｈおよび７２０－ｊの間に、ｅＮＢ１およびｅＮＢ３は
各々、それぞれのＣＣＡを実行することができる。ｅＮＢ１およびｅＮＢ３によって選択
されるＣＣＡスロット７２０－ｈ、７２０－ｊのタイミングにより、ｅＮＢ１およびｅＮ
Ｂ３の各々は、（たとえば、ＷｉＦｉ　ＴｘアクティビティがＣＣＡスロット７２０－ｈ
、７２０－ｉの間に発生しないので、および、ｅＮＢ２がより早い時間において次の送信
間隔をリザーブすることができなかったので）アンライセンススペクトラムが利用可能で
あると、ｅＮＢ１およびｅＮＢ３のＣＣＡを実行した結果として決定することができる。
したがって、ｅＮＢ１およびｅＮＢ３は各々、次の送信間隔をリザーブし、次の送信間隔
の間、アンライセンススペクトラムにおけるダウンリンク送信１００５－ｂ、１００５－
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ｄをオンにゲーティングすることができる。
【０１４８】
　[0203]ｅＮＢは、次の送信間隔の間にアンライセンススペクトラムをリザーブするため
に次の送信間隔の前に１つまたは複数の信号を送信することによって、次の送信間隔をリ
ザーブすることができる。たとえば、アンライセンススペクトラムが利用可能であると（
たとえば、成功したＣＣＡを実行することによって）決定した後で、ｅＮＢ１は、ＣＵＢ
Ｓ１０１０－ａによる成功したＣＣＡの実行の後で、ＣＣＡスロットの各々を埋めること
ができる。ＣＵＢＳ１０１０－ａは、アンライセンススペクトラム（または少なくともア
ンライセンススペクトラムのチャネル）が別のデバイスによる（たとえば、ｅＮＢ１によ
る）使用のためにリザーブされていることを他のデバイスに知らせるために他のデバイス
によって検出可能である１つまたは複数の信号を含み得る。ＣＵＢＳ１０１０－ａは、Ｌ
ＴＥデバイスとＷｉＦｉデバイスの両方によって検出され得る。サブフレーム境界におい
て開始する大半のＬＴＥ信号とは異なり、ＣＵＢＳ１０１０－ａは、ＯＦＤＭシンボル境
界において開始する。
【０１４９】
　[0204]いくつかの場合には、ＣＵＢＳ１０１０－ａは、アンライセンススペクトラムを
リザーブする目的で送信されたプレースホルダ（placeholder）信号を含み得る。他の場
合には、ＣＵＢＳ１０１０－ａは、たとえば、アンライセンススペクトラム上でのチャネ
ル品質の推定と、時間－周波数の同期との１つまたは両方のための、少なくとも１つのパ
イロット信号を含み得る。パイロット信号は、チャネル品質がｅＮＢ１に報告され得るよ
うに、異なるリソース要素に対するチャネル品質の測定を行うために、１つまたは複数の
ＵＥ１１５によって使用され得る。ｅＮＢ１は次いで、ＣＵＢＳ１０１０－ａに応答して
ＵＥ１１５からチャネル品質の報告を受信し、複数のＵＥ１１５の間での干渉を防ぐため
に、複数のＵＥ１１５の間での断片的なリソースの再使用を実現するよう、ｅＮＢ１から
ＵＥ１１５への送信のためにリソース要素を割り振ることができる。
【０１５０】
　[0205]いくつかの実施形態では、ＣＵＢＳ１０１０－ａは反復的に送信されてよく、各
信号の送信は、複数のＣＣＡスロットの１つの境界において開始する。
【０１５１】
　[0206]いくつかの実施形態では、ＣＵＢＳに相当する少なくとも１つのＯＦＤＭシンボ
ル位置が、成功したＣＣＡの後で送信されることを確実にし得、送信側ＬＴＥ－Ｕ　ｅＮ
Ｂと受信側ＵＥとの間の時間／周波数の同期を支援する。
【０１５２】
　[0207]いくつかの実施形態では、および、成功したＣＣＡと次の送信間隔の開始との間
に２つよりも多くのＯＦＤＭシンボルの継続時間があるとき、第３のＣＵＢＳ送信および
それより後のＣＵＢＳ送信は、送信側ＬＴＥ－Ｕ　ｅＮＢから受信側ＵＥへのダウンリン
クデータと制御情報とを搬送するように修正され得る。
【０１５３】
　[0208]いくつかの実施形態では、ＣＵＢＳ１０１０－ａは、現在のＬＴＥ規格において
定義されるダウンリンクパイロットタイムスロット（ＤｗＰＴＳ）構造の後で形成され得
る。
【０１５４】
　[0209]いくつかの実施形態では、ＣＵＢＳ１０１０－ａは、送信側ＬＴＥ－Ｕ　ｅＮＢ
のＤｅｐｌｏｙｍｅｎｔＩＤ（展開ＩＤ）によって決定されるシグネチャシーケンスを搬
送する、広帯域波形を含み得る。シグネチャシーケンスは、少量の情報コンテンツを有す
る既知のシーケンスであり得るので、ＬＴＥ－Ｕ受信機ノードにとってＩＣフレンドリー
であり得る。広帯域波形は、いくつかの場合には、送信電力スペクトル密度（Ｔｘ－ＰＳ
Ｄ）と最小帯域幅（ｍｉｎ－ＢＷ）の制約を克服するために、また、他のノード（たとえ
ば、ＷｉＦｉノード）を沈黙させるために、最大の送信電力で送信され得る。
【０１５５】
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　[0210]ｅＮＢ３は同様に、ＣＵＢＳ１０１０－ｂによる成功したＣＣＡの実行の後に、
ＣＣＡスロットの各々を埋めることができ、ＵＥ１１５の異なる１つからチャネル品質の
報告を受信することができる。
【０１５６】
　[0211]図１４Ｂは、アンライセンススペクトラム（またはアンライセンススペクトラム
のチャネル）のためのＣＣＡの実行が複数のｅＮＢ１０５にわたってどのように同期され
得るかのさらに別の例１４００－ａを与える。ｅＮＢ１０５の例は、図１、図２Ａ、およ
び図２Ｂの、それぞれ基地局１０５、１０５－ａ、および１０５－ｂであり得る。ＣＣＡ
の実行は、いくつかの例では、図１のシステム１００において使用される、または図２Ａ
および図２Ｂに示されるシステム１００の部分とともに使用されるｅＮＢ１０５にわたっ
て同期され得る。
【０１５７】
　[0212]図１４Ｂはまた、成功したＣＣＡの後にアンライセンススペクトラムがｅＮＢ１
０５の１つによってどのようにリザーブされ得るかの例を示す。例として、複数のｅＮＢ
１０５は、ＬＴＥ－Ｕ　ｅＮＢ１と、ＬＴＥ－Ｕ　ｅＮＢ２と、ＬＴＥ－Ｕ　ｅＮＢ４と
を含み得る。
【０１５８】
　[0213]示されるように、各ｅＮＢ（たとえば、ｅＮＢ１、ｅＮＢ２、およびｅＮＢ４）
の現在のゲーティング間隔の境界は同期されてよく、これによって、ｅＮＢのＳ’サブフ
レーム７２５－ｆ、７２５－ｇ、７２５－ｉの同期を提供する。各Ｓ’サブフレームのＣ
ＣＡ期間は、複数のＣＣＡスロット７２０を含み得る。各ｅＮＢによって実施される同期
された擬似ランダムなＣＣＡスロット選択処理により、ｅＮＢ２は、ｅＮＢ１によって選
択されるＣＣＡスロット７２０－ｈとは異なる時間（たとえば、異なるＯＦＤＭシンボル
位置）において発生する、ＣＣＡスロット７２０－ｉを選択することができる。たとえば
、ｅＮＢ１は、Ｓ’サブフレーム７２５－ｆおよび７２５－ｇの揃えられたＣＣＡ期間の
５番目のＯＦＤＭシンボル位置と揃えられたＣＣＡスロット７２０－ｈを選択することが
でき、ｅＮＢ２は、揃えられたＣＣＡ期間の３番目のＯＦＤＭシンボル位置と揃えられた
ＣＣＡスロット７２０－ｉを選択することができる。同様に、ｅＮＢ４は、（たとえば、
図１４Ａを参照して説明されたｅＮＢ３の場合のように、ｅＮＢ４はｅＮＢ１と同じ通信
事業者によって展開されたものではないことがあるので）ｅＮＢ１とｅＮＢ２の各々によ
って選択されるＣＣＡスロット７２０－ｈ、７２０－ｉとは異なるときに発生するＣＣＡ
スロット７２０－ｋを選択することができる。たとえば、ｅＮＢ４は、揃えられたＣＣＡ
期間の６番目のＯＦＤＭシンボル位置と揃えられたＣＣＡスロット７２０－ｋを選択する
ことができる。
【０１５９】
　[0214]示されるように、同期されたＳ’サブフレーム７２５－ｆ、７２５－ｇ、および
７２５－ｉの後の次の送信間隔は、Ｓ’サブフレーム７２５－ｆ、７２５－ｇ、および７
２５－ｉのＣＣＡ期間の後に開始し、Ｄサブフレームとともに始まり得る。ｅＮＢ２のＣ
ＣＡスロット７２０－ｉは、時間的に最初にスケジューリングされているので、ｅＮＢ２
は、ｅＮＢ１およびｅＮＢ４が次の送信間隔をリザーブする機会を有する前に、次の送信
間隔をリザーブする機会を有する。しかしながら、ｅＮＢ１、ｅＮＢ２、およびｅＮＢ４
の各々によって実施される擬似ランダムなＣＣＡスロット選択処理により、ｅＮＢ１また
はｅＮＢ４は、より後の送信間隔をリザーブするための最初の機会を与えられ得る。
【０１６０】
　[0215]例として、図１４Ｂは、Ｓ’サブフレーム７２５－ｆ、７２５－ｇ、および７２
５－ｉの揃えられたＣＣＡ期間の部分と同時に発生するＷｉＦｉ送信（Ｔｘ）アクティビ
ティがあることを示す。しかしながら、ＷｉＦｉ　ＴｘアクティビティがｅＮＢ２によっ
て選択されるＣＣＡスロット７２０－ｉのタイミングと一致しないので、ｅＮＢ２は、ア
ンライセンススペクトラムが利用可能であることを、ｅＮＢ２のＣＣＡを実行した結果と
して決定することができ、次の送信間隔の間、アンライセンススペクトラムにおけるダウ
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ンリンク送信１００５－ｃをオンにゲーティングすることができる。また、成功したＣＣ
Ａに続いて、ｅＮＢ２は、後続のＣＣＡスロットをＣＵＢＳ１０１０－ｃで埋めることが
でき、これによって、自身の使用のために次の送信間隔をリザーブする。
【０１６１】
　[0216]ＣＣＡスロット７２０－ｈおよび７２０－ｋの間に、ｅＮＢ１およびｅＮＢ４は
各々、それぞれのＣＣＡを実行することができる。しかしながら、ｅＮＢ２はＣＵＢＳ１
０１０－ｃの送信をすでに開始しているので、ｅＮＢ１およびｅＮＢ４は、アンライセン
ススペクトラムが利用不可能であると決定することができる。言い換えると、ｅＮＢ１お
よびｅＮＢ４は、ｅＮＢ２がアンライセンススペクトラムをすでにリザーブしていること
により、アンライセンススペクトラムから遮断される。
【０１６２】
　[0217]図１４Ｃは、アンライセンススペクトラム（またはアンライセンススペクトラム
のチャネル）のためのＣＣＡの実行が複数のｅＮＢ１０５にわたってどのように同期され
得るかのさらに別の例１４００－ｂを与える。ｅＮＢ１０５の例は、図１、図２Ａ、およ
び図２Ｂの、それぞれ基地局１０５、１０５－ａ、および１０５－ｂであり得る。ＣＣＡ
の実行は、いくつかの例では、図１のシステム１００において使用される、または図２Ａ
および図２Ｂに示されるシステム１００の部分とともに使用されるｅＮＢ５０６にわたっ
て同期され得る。
【０１６３】
　[0218]図１４Ｃはまた、成功したＣＣＡの後にアンライセンススペクトラムがｅＮＢ１
０５の１つによってどのようにリザーブされ得るかの例を示す。例として、複数のｅＮＢ
１０５は、ＬＴＥ－Ｕ　ｅＮＢ１と、ＬＴＥ－Ｕ　ｅＮＢ２と、ＬＴＥ－Ｕ　ｅＮＢ４と
を含み得る。
【０１６４】
　[0219]示されるように、各ｅＮＢ（たとえば、ｅＮＢ１、ｅＮＢ２、およびｅＮＢ４）
の現在のゲーティング間隔の境界は同期されてよく、これによって、ｅＮＢのＳ’サブフ
レーム７２５－ｆ、７２５－ｇ、７２５－ｉの同期を提供する。各Ｓ’サブフレームのＣ
ＣＡ期間は、複数のＣＣＡスロット７２０を含み得る。各ｅＮＢによって実施される同期
された擬似ランダムなＣＣＡスロット選択処理により、ｅＮＢ２は、ｅＮＢ１によって選
択されるＣＣＡスロット７２０－ｈとは異なる時間（たとえば、異なるＯＦＤＭシンボル
位置）において発生する、ＣＣＡスロット７２０－ｉを選択することができる。たとえば
、ｅＮＢ１は、Ｓ’サブフレーム７２５－ｆおよび７２５－ｇの揃えられたＣＣＡ期間の
５番目のＯＦＤＭシンボル位置と揃えられたＣＣＡスロット７２０－ｈを選択することが
でき、ｅＮＢ２は、揃えられたＣＣＡ期間の３番目のＯＦＤＭシンボル位置と揃えられた
ＣＣＡスロット７２０－ｉを選択することができる。同様に、ｅＮＢ４は、（たとえば、
図１４Ａを参照して説明された例における場合のように、ｅＮＢ３はｅＮＢ１と同じ通信
事業者によって展開されたものではないことがあるので）ｅＮＢ１とｅＮＢ２の各々によ
って選択されるＣＣＡスロット７２０－ｈ、７２０－ｉとは異なるときに発生するＣＣＡ
スロット７２０－ｋを選択することができる。たとえば、ｅＮＢ４は、揃えられたＣＣＡ
期間の６番目のＯＦＤＭシンボル位置と揃えられたＣＣＡスロット７２０－ｋを選択する
ことができる。
【０１６５】
　[0220]示されるように、同期されたＳ’サブフレーム７２５－ｆ、７２５－ｇ、および
７２５－ｉの後の次の送信間隔は、Ｓ’サブフレーム７２５－ｆ、７２５－ｇ、および７
２５－ｉのＣＣＡ期間の後に開始し、Ｄサブフレームとともに始まり得る。ｅＮＢ２のＣ
ＣＡスロット７２０－ｉは、時間的に最初にスケジューリングされているので、ｅＮＢ２
は、ｅＮＢ１およびｅＮＢ４が次の送信間隔をリザーブする機会を有する前に、次の送信
間隔をリザーブする機会を有する。しかしながら、ｅＮＢ１、ｅＮＢ２、およびｅＮＢ４
の各々によって実施される擬似ランダムなＣＣＡスロット選択処理により、ｅＮＢ１また
はｅＮＢ４は、より後の送信間隔をリザーブするための最初の機会を与えられ得る。
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【０１６６】
　[0221]例として、図１４Ｃは、Ｓ’サブフレーム７２５－ｆ、７２５－ｇ、および７２
５－ｉの揃えられたＣＣＡ期間の部分と同時に発生するＷｉＦｉ送信（Ｔｘ）アクティビ
ティがあることを示す。ｅＮＢ２によって選択されるＣＣＡスロット７２０－ｉのタイミ
ングにより、ｅＮＢ２は、アンライセンススペクトラムが利用不可能であることを、ｅＮ
Ｂ２のＣＣＡを実行した結果として決定することができ、次の送信間隔の間、アンライセ
ンススペクトラムにおけるダウンリンク送信１００５－ｃをオフにゲーティングすること
ができる。ｅＮＢ２のダウンリンク送信は、したがって、ｅＮＢ２のＣＣＡの実行の間に
ＷｉＦｉ　Ｔｘアクティビティが発生した結果として遮断され得る。
【０１６７】
　[0222]ＣＣＡスロット７２０－ｈの間、ｅＮＢ１は、ＣＣＡを実行し、（たとえば、Ｗ
ｉＦｉ　ＴｘアクティビティがＣＣＡスロット７２０－ｈの間に発生しないので、および
、ｅＮＢ２がより早い時間において次の送信間隔をリザーブすることができなかったので
）アンライセンススペクトラムが利用可能であると決定することができる。したがって、
ｅＮＢ１は、次の送信間隔をリザーブし、次の送信間隔の間、アンライセンススペクトラ
ムにおけるダウンリンク送信１００５－ｂをオンにゲーティングすることができる。また
、成功したＣＣＡに続いて、ｅＮＢ１は、後続のＣＣＡスロットをＣＵＢＳ１０１０－ｄ
で埋めることができ、これによって、自身の使用のために次の送信間隔をリザーブする。
【０１６８】
　[0223]ＣＣＡスロット７２０－ｋの間、ｅＮＢ４は、ＣＣＡを実行してＣＵＢＳ１０１
０－ｄを検出することができる。結果として、ｅＮＢ４は、アンライセンススペクトラム
が利用不可能であると決定し、アンライセンススペクトラムにおけるダウンリンク送信１
００５－ｄをオフにゲーティングすることができる。言い換えると、ｅＮＢ４は、ｅＮＢ
１がアンライセンススペクトラムをすでにリザーブしていることにより、アンライセンス
スペクトラムから遮断される。
【０１６９】
　[0224]図１４Ａ、図１４Ｂ、および図１４Ｃでは、ＣＵＢＳ１０１０は、次の送信間隔
の間のＬＴＥ－Ｕ　ｅＮＢによる使用のためにアンライセンススペクトラムをリザーブす
るために、次の送信間隔の前に送信される。しかしながら、いくつかの実施形態では、Ｃ
ＵＢＳ１０１０は、たとえば、アクティブ送信間隔の間に通信しているＬＴＥ－Ｕ　ｅＮ
ＢおよびＵＥのために時間／周波数の同期を実現するために、アクティブ送信間隔の初め
に送信され得る。
【０１７０】
　[0225]いくつかの実施形態では、ＣＵＢＳはＯＦＤＭシンボルの継続時間よりも短い期
間、送信され得る。ＯＦＤＭシンボルよりも小さいＣＵＢＳの送信は、部分的ＣＵＢＳ（
ＰＣＵＢＳ：partial CUBS）と呼ばれ得る。例として、および、図１０Ｄ、図１０Ｅ、図
１０Ｆ、および図１０Ｇを参照して説明された１ミリ秒または２ミリ秒のゲーティング間
隔の状況においては、ＰＣＵＢＳは、成功したＣＣＡの実行と次のＯＦＤＭシンボル境界
の開始との間に送信され得る。いくつかの実施形態では、ＰＣＵＢＳは、完全なシンボル
ＣＵＢＳから、各４個のトーンのうちの３個をパンクチャし、ＣＵＢＳを所望の継続時間
へと短縮することによって、得られ得る。代替的に、ＰＣＵＢＳは、ＩＥＥＥ　８０２．
１１ｇ／ｎ規格（これは、少なくとも規格に適合するＷｉＦｉノードに言及していない）
に基づいて、物理層収束プロシジャ（ＰＬＣＰ：physical layer convergence procedure
）のプリアンブルおよびヘッダによって形成され得る。
【０１７１】
　[0226]図１５は、ワイヤレス通信のための方法１５００の例を示すフローチャートであ
る。明快のために、方法１５００は、図１、図２Ａ、および／または図２Ｂに示されたｅ
ＮＢ１０５の１つを参照して以下で説明される。一実装形態では、ｅＮＢ１０５の１つは
、以下で説明される機能を実行するためにｅＮＢ１０５の機能要素を制御するためのコー
ドの１つまたは複数のセットを実行することができる。
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【０１７２】
　[0227]ブロック１５０５において、ＣＣＡが、次の送信間隔におけるダウンリンク送信
のためのアンライセンススペクトラム（またはアンライセンススペクトラムの少なくとも
１つのチャネル）の利用可能性を決定するために、複数のｅＮＢ１０５（たとえば、ＬＴ
Ｅ－Ｕ　ｅＮＢ）にわたって同期される複数のＣＣＡスロットの１つの間に実行され得る
。
【０１７３】
　[0228]いくつかの実施形態では、異なるｅＮＢは、ゲーティング間隔の間にＣＣＡを実
行するために、複数のＣＣＡスロットの異なる１つを使用することができる。他の実施形
態では、２つ以上のｅＮＢは、（たとえば、単一の通信事業者によって展開されるｅＮＢ
の間の協調のような、ｅＮＢのサブセットの間に協調が存在するとき）ゲーティング間隔
の間にＣＣＡを実行するために同じＣＣＡスロットを使用することができる。
【０１７４】
　[0229]ブロック１５１０において、および、アンライセンススペクトラムが利用可能で
あるとき（たとえば、アンライセンススペクトラムが利用可能であることが、成功したＣ
ＣＡを実行したことにより決定されるとき）、１つまたは複数の信号が、次の送信レベル
の間にアンライセンススペクトラムをリザーブするために、次の送信間隔の前に送信され
得る。いくつかの場合には、１つまたは複数の信号は、図１４Ａ、図１４Ｂ、および／ま
たは図１４Ｃを参照して説明されたように、ＣＵＢＳ１０１０を含み得る。
【０１７５】
　[0230]いくつかの実施形態では、次の送信間隔の前に送信された１つまたは複数の信号
は、時間－周波数の同期と、アンライセンススペクトラム上でのチャネル品質の推定との
１つまたは両方のための、少なくとも１つのパイロット信号を含み得る。パイロット信号
は、チャネル品質が１つまたは複数の信号を送信したｅＮＢ１０５に報告され得るように
、異なるリソース要素に対するチャネル品質の測定を行うために、１つまたは複数のＵＥ
１１５によって使用され得る。ｅＮＢ１０５は次いで、パイロット信号に応答してＵＥ１
１５からチャネル品質の報告を受信し、複数のＵＥ１１５の間での断片的なリソースの再
使用を提供するためにｅＮＢ１０５からＵＥ１１５への送信のためにリソース要素を割り
振り、複数のＵＥ１１５の間での干渉を防ぐ。
【０１７６】
　[0231]したがって、方法１５００はワイヤレス通信を規定することができる。方法１５
００は一実装形態にすぎないこと、および方法１５００の動作は、他の実装形態が可能で
あるように並べ替えられてよく、または別様に修正されてよいことに留意されたい。
【０１７７】
　[0232]アンライセンススペクトラムへのアクセスをゲーティングするとき、ゲーティン
グ間隔は、いくつかのＬＴＥ無線フレームの間は沈黙することをＬＴＥ－Ｕ　ｅＮＢに強
いることがある。これにより、従来のＬＴＥのフィードバック情報の報告（たとえば、チ
ャネル状態情報（ＣＳＩ））に依存するＬＴＥ－Ｕ　ｅＮＢは、ダウンリンク送信をスケ
ジューリングする前に、最新のチャネル品質インジケータ（ＣＱＩ）情報を有していない
ことがある。従来のＬＴＥのフィードバック情報の報告に依存するＬＴＥ－Ｕ　ｅＮＢは
また、ハイブリッド自動再送要求（ＨＡＲＱ）をタイムリーに受信することに失敗し得る
。したがって、アンライセンススペクトラムのゲーティング間隔を考慮し、アンライセン
ススペクトラムにおけるオフにゲーティングされたダウンリンクの送信間隔にわたってＣ
ＳＩとＨＡＲＱとを報告する機構が、ＬＴＥ－Ｕ　ｅＮＢのＣＱＩとＨＡＲＱの処理を改
善するために使用され得る。そのような機構の例が、図１６、図１７Ａ、および図１７Ｂ
を参照して説明される。
【０１７８】
　[0233]図１６は、ｅＮＢ１０５－ｃとＵＥ１１５－ｃとの間の通信を示す図解１６００
である。ｅＮＢ１０５－ｃは、図１、図２Ａ、および図２Ｂの、それぞれ基地局１０５、
１０５－ａ、および１０５－ｂの例であり得る。ＵＥ１１５－ｃは、図１、図２Ａ、およ
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び図２Ｂの、それぞれＵＥ１１５、１１５－ａ、および１１５－ｂの例であり得る。ｅＮ
Ｂ１０５－ｃおよびＵＥ１１５－ｃは、図１のシステム１００において、ならびに図２Ａ
および図２Ｂに示されるシステム１００の部分とともに使用され得る。
【０１７９】
　[0234]ｅＮＢ１０５－ｃは、アンライセンススペクトラムにおいてダウンリンク１６１
０を介してＵＥ１１５－ｃと通信することができ、ＵＥ１１５－ｃは、ライセンススペク
トラムにおいてプライマリコンポーネントキャリア（ＰＣＣ）アップリンク１６０５を介
してｅＮＢ１０５－ｃと通信することができる。ＵＥ１１５－ｃは、ＰＣＣアップリンク
１６０５を介してフィードバック情報をｅＮＢ１０５－ｃに送信することができ、ｅＮＢ
１０５－ｃは、ＰＣＣアップリンク１６０５を介してＵＥ１１５－ｃからフィードバック
情報を受信することができる。いくつかの場合には、フィードバック情報は、ダウンリン
ク１６１０を介してｅＮＢ１０５－ｃからＵＥ１１５に送信された信号に向けられ得る（
またはそれに関し得る）。ライセンススペクトラムを介してアンライセンススペクトラム
のためのフィードバック情報を送信することは、アンライセンススペクトラムのためのフ
ィードバック情報の信頼性を向上することができる。
【０１８０】
　[0235]フィードバック情報は、いくつかの場合、ダウンリンク１６１０からゲーティン
グされた少なくとも１つの送信間隔のためのフィードバック情報を含み得る。
【０１８１】
　[0236]いくつかの実施形態では、フィードバック情報は、ダウンリンク１６１０のため
のチャネル状態情報（ＣＳＩ）のようなＣＳＩを含み得る。ｅＮＢ１０５－ｃがダウンリ
ンク１６１０のための送信をオフにゲーティングした少なくとも１つの送信間隔に対して
、ＣＳＩは長期ＣＳＩを含み得る。しかしながら、ｅＮＢ１０５－ｃがダウンリンクのた
めの送信をオンにゲーティングした少なくとも１つの送信間隔に対して、ＣＳＩは短期Ｃ
ＳＩを含み得る。長期ＣＳＩは、たとえば、チャネル干渉環境の詳細を捉える無線リソー
ス管理（ＲＲＭ）情報（たとえば、ＷｉＦｉであれ、局（ＳＴＡ）であれ、および／また
はＬＴＥ－Ｕ　ｅＮＢであれ、支配的な干渉の各ソースを特定する情報、各干渉する信号
の平均の強さおよび／または空間特性を特定する情報など）を含み得る。短期ＣＳＩは、
たとえば、ＣＱＩ、ランクインジケータ（ＲＩ）、および／またはプリコーディングマト
リックスインジケータを含み得る。いくつかの場合には、ＣＳＩは、アンライセンススペ
クトラム中の現在の送信間隔におけるダウンリンク送信の開始の後の第２のサブフレーム
において、ＰＣＣアップリンク１６０５を介して、ＵＥ１１５からｅＮＢ１１５に送信さ
れ得る。
【０１８２】
　[0237]いくつかの実施形態では、フィードバック情報は、ダウンリンク１６１０のため
のＨＡＲＱフィードバック情報のようなＨＡＲＱフィードバック情報を含み得る。ＨＡＲ
Ｑ送信の一例では、ＨＡＲＱは、ダウンリンク送信がオフにゲーティングされた送信間隔
を無視することができる。ＨＡＲＱ送信の別の例では、ＨＡＲＱが、ダウンリンク送信が
オンにゲーティングされる送信間隔のために使用されてよく、単純な自動再送要求（ＡＲ
Ｑ）が、ダウンリンク送信がオフにゲーティングされる送信間隔のために使用されてよい
。両方の例は、ＷｉＦｉの干渉を伴わない単一のＬＴＥ－Ｕの展開の状況において、ほぼ
完全なＨＡＲＱの機能を保持することができる。しかしながら、ＷｉＦｉの干渉の存在下
または複数のＬＴＥ－Ｕの展開（たとえば、異なる通信事業者による展開）においては、
第２の例は、主にＡＲＱを使用することを強いられることがあり、この場合、ＣＳＩはリ
ンク適応のための主要な道具になり得る。非同期ＨＡＲＱは、アンライセンススペクトラ
ムのゲーティングによって影響を受けない方式で送信され得る。
【０１８３】
　[0238]ダウンリンク送信が肯定応答（acknowledged）されない（ＮＡＫ’ｄ）とき、ダ
ウンリンク１６１０を介してベストエフォートのＨＡＲＱ再送信が行われ得る。しかしな
がら、あるタイムアウト期間の後、ＮＡＫ’ｄパケットは、ダウンリンク１６１０または
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ＰＣＣダウンリンクを介した無線リンク制御（ＲＬＣ）の再送信を通じて回復され得る。
【０１８４】
　[0239]ｅＮＢ１０５－ｃは、いくつかの場合、長期ＣＳＩと短期ＣＳＩの両方を使用し
て、アンライセンススペクトラムにおけるダウンリンク１６１０のための変調およびコー
ディング方式（ＭＣＳ：modulation and coding scheme）を選択することができる。ＨＡ
ＲＱは次いで、ダウンリンク１６１０のサービスされるスペクトル効率をリアルタイムで
精密に調整するために使用され得る。
【０１８５】
　[0240]図１７Ａは、ワイヤレス通信のための別の方法１７００の例を示すフローチャー
トである。明快のために、方法１７００は、図１、図２Ａ、および／または図２Ｂに示さ
れたｅＮＢ１０５の１つを参照して以下で説明される。一実装形態では、ｅＮＢ１０５の
１つは、以下で説明される機能を実行するためにｅＮＢ１０５の機能要素を制御するため
のコードの１つまたは複数のセットを実行することができる。
【０１８６】
　[0241]ブロック１７０５において、フィードバック情報が、ライセンススペクトラムに
おいてＰＣＣアップリンクを介してＵＥ１１５から（たとえば、ｅＮＢ１０５によって）
受信される。フィードバック情報は、アンライセンススペクトラムにおいてダウンリンク
を介してＵＥ１１５に送信される信号に向けられている（またはそれに関する）情報を含
み得る。
【０１８７】
　[0242]フィードバック情報は、いくつかの場合、ダウンリンク１６１０からゲーティン
グされた少なくとも１つの送信間隔のためのフィードバック情報を含み得る。
【０１８８】
　[0243]いくつかの実施形態では、フィードバック情報は、ダウンリンク１６１０のため
のチャネル状態情報（ＣＳＩ）のようなＣＳＩを含み得る。ｅＮＢ１０５－ｃがダウンリ
ンク１６１０のための送信をオフにゲーティングした少なくとも１つの送信間隔に対して
、ＣＳＩは長期ＣＳＩを含み得る。しかしながら、ｅＮＢ１０５－ｃがダウンリンクのた
めの送信をオンにゲーティングした少なくとも１つの送信間隔に対して、ＣＳＩは短期Ｃ
ＳＩを含み得る。長期ＣＳＩは、たとえば、チャネル干渉環境の詳細を捉える無線リソー
ス管理（ＲＲＭ）情報（たとえば、ＷｉＦｉであれ、局（ＳＴＡ）であれ、および／また
はＬＴＥ－Ｕ　ｅＮＢであれ、支配的な干渉の各ソースを特定する情報、各々の干渉する
信号の平均の強さおよび／または空間特性を特定する情報など）を含み得る。短期ＣＳＩ
は、たとえば、ＣＱＩ、ランクインジケータ（ＲＩ）、および／またはプリコーディング
マトリックスインジケータを含み得る。いくつかの場合には、ＣＳＩは、アンライセンス
スペクトラム中の現在の送信間隔におけるダウンリンク送信の開始の後の第２のサブフレ
ームにおいて、ＰＣＣアップリンク１６０５を介して、ＵＥ１１５からｅＮＢ１１５に送
信され得る。
【０１８９】
　[0244]いくつかの実施形態では、フィードバック情報は、ダウンリンク１６１０のため
のＨＡＲＱフィードバック情報のようなＨＡＲＱフィードバック情報を含み得る。ＨＡＲ
Ｑ送信の一例では、ＨＡＲＱは、ダウンリンク送信がオフにゲーティングされた送信間隔
を無視することができる。ＨＡＲＱ送信の別の例では、ＨＡＲＱが、ダウンリンク送信が
オンにゲーティングされる送信間隔のために使用されてよく、単純な自動再送要求（ＡＲ
Ｑ）が、ダウンリンク送信がオフにゲーティングされる送信間隔のために使用されてよい
。両方の例が、ＷｉＦｉの干渉を伴わない単一のＬＴＥ－Ｕの展開の状況において、ほぼ
完全なＨＡＲＱの機能を保持することができる。しかしながら、ＷｉＦｉの干渉の存在下
または複数のＬＴＥ－Ｕの展開（たとえば、異なる通信事業者による展開）においては、
第２の例は、主にＡＲＱを使用することを強いられることがあり、この場合、ＣＳＩはリ
ンク適応のための主要な道具になり得る。非同期ＨＡＲＱは、アンライセンススペクトラ
ムのゲーティングによって影響を受けない方式で送信され得る。
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【０１９０】
　[0245]ダウンリンク送信が肯定応答（acknowledged）されない（ＮＡＫ’ｄ）とき、ダ
ウンリンク１６１０を介してベストエフォートのＨＡＲＱ再送信が行われ得る。しかしな
がら、あるタイムアウト期間の後、ＮＡＫ’ｄパケットは、ダウンリンク１６１０または
ＰＣＣダウンリンクを介した無線リンク制御（ＲＬＣ）の再送信を通じて回復され得る。
【０１９１】
　[0246]ｅＮＢ１０５－ｃは、いくつかの場合、長期ＣＳＩと短期ＣＳＩの両方を使用し
て、アンライセンススペクトラムにおけるダウンリンク１６１０のための変調およびコー
ディング方式（ＭＣＳ）を選択することができる。ＨＡＲＱは次いで、ダウンリンク１６
１０のサービスされるスペクトル効率をリアルタイムで精密に調整するために使用され得
る。
【０１９２】
　[0247]したがって、方法１７００はワイヤレス通信を規定することができる。方法１７
００は一実装形態にすぎないこと、および方法１７００の動作は、他の実装形態が可能で
あるように並べ替えられてよく、または別様に修正されてよいことに留意されたい。
【０１９３】
　[0248]図１７Ｂは、ワイヤレス通信のための方法１７００－ａの例を示すフローチャー
トである。明快のために、方法１７００－ａは、図１、図２Ａ、および／または図２Ｂに
示されたＵＥ１１５の１つを参照して以下で説明される。一実装形態では、ＵＥ１１５の
１つは、以下で説明される機能を実行するためにＵＥ１１５の機能要素を制御するための
コードの１つまたは複数のセットを実行することができる。
【０１９４】
　[0249]ブロック１７１５において、フィードバック情報が、ライセンススペクトラムに
おいてＰＣＣアップリンクを介してｅＮＢ１０５に（たとえば、ＵＥ１１５から）送信さ
れ得る。フィードバック情報は、アンライセンススペクトラムにおいてダウンリンクを介
してＵＥ１１５に送信される信号に向けられている（またはそれに関する）情報を含み得
る。
【０１９５】
　[0250]フィードバック情報は、いくつかの場合、ダウンリンク１６１０からゲーティン
グされた少なくとも１つの送信間隔のためのフィードバック情報を含み得る。
【０１９６】
　[0251]いくつかの実施形態では、フィードバック情報は、ダウンリンク１６１０のため
のチャネル状態情報（ＣＳＩ）のようなＣＳＩを含み得る。ｅＮＢ１０５－ｃがダウンリ
ンク１６１０のための送信をオフにゲーティングした少なくとも１つの送信間隔に対して
、ＣＳＩは長期ＣＳＩを含み得る。しかしながら、ｅＮＢ１０５－ｃがダウンリンクのた
めの送信をオンにゲーティングした少なくとも１つの送信間隔に対して、ＣＳＩは短期Ｃ
ＳＩを含み得る。長期ＣＳＩは、たとえば、チャネル干渉環境の詳細を捉える無線リソー
ス管理（ＲＲＭ）情報（たとえば、ＷｉＦｉであれ、局（ＳＴＡ）であれ、および／また
はＬＴＥ－Ｕ　ｅＮＢであれ、支配的な干渉の各ソースを特定する情報、各々の干渉する
信号の平均の強さおよび／または空間特性を特定する情報など）を含み得る。短期ＣＳＩ
は、たとえば、ＣＱＩ、ランクインジケータ（ＲＩ）、および／またはプリコーディング
マトリックスインジケータを含み得る。いくつかの場合には、ＣＳＩは、アンライセンス
スペクトラム中の現在の送信間隔におけるダウンリンク送信の開始の後の第２のサブフレ
ームにおいて、ＰＣＣアップリンク１６０５を介して、ＵＥ１１５からｅＮＢ１１５に送
信され得る。
【０１９７】
　[0252]いくつかの実施形態では、フィードバック情報は、ダウンリンク１６１０のため
のＨＡＲＱフィードバック情報のようなＨＡＲＱフィードバック情報を含み得る。ＨＡＲ
Ｑ送信の一例では、ＨＡＲＱは、ダウンリンク送信がオフにゲーティングされた送信間隔
を無視することができる。ＨＡＲＱ送信の別の例では、ＨＡＲＱが、ダウンリンク送信が
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オンにゲーティングされる送信間隔のために使用されてよく、単純な自動再送要求（ＡＲ
Ｑ）が、ダウンリンク送信がオフにゲーティングされる送信間隔のために使用されてよい
。両方の例が、ＷｉＦｉの干渉を伴わない単一のＬＴＥ－Ｕの展開の状況において、ほぼ
完全なＨＡＲＱの機能を保持することができる。しかしながら、ＷｉＦｉの干渉の存在下
または複数のＬＴＥ－Ｕの展開（たとえば、異なる通信事業者による展開）においては、
第２の例は、主にＡＲＱを使用することを強いられることがあり、この場合、ＣＳＩはリ
ンク適応のための主要な道具になり得る。非同期ＨＡＲＱは、アンライセンススペクトラ
ムのゲーティングによって影響を受けない方式で送信され得る。
【０１９８】
　[0253]ダウンリンク送信が肯定応答（acknowledged）されない（ＮＡＫ’ｄ）とき、ダ
ウンリンク１６１０を介してベストエフォートのＨＡＲＱ再送信が行われ得る。しかしな
がら、あるタイムアウト期間の後、ＮＡＫ’ｄパケットは、ダウンリンク１６１０または
ＰＣＣダウンリンクを介した無線リンク制御（ＲＬＣ）の再送信を通じて回復され得る。
【０１９９】
　[0254]ｅＮＢ１０５－ｃは、いくつかの場合、長期ＣＳＩと短期ＣＳＩの両方を使用し
て、アンライセンススペクトラムにおけるダウンリンク１６１０のための変調およびコー
ディング方式（ＭＣＳ）を選択することができる。ＨＡＲＱは次いで、ダウンリンク１６
１０のサービスされるスペクトル効率をリアルタイムで精密に調整するために使用され得
る。
【０２００】
　[0255]したがって、方法１７００－ａはワイヤレス通信を規定することができる。方法
１７００－ａは一実装形態にすぎないこと、および方法１７００－ａの動作は、他の実装
形態が可能であるように、並べ替えられるかまたは場合によっては変更され得ることに留
意されたい。
【０２０１】
　[0256]次に図１８Ａを見ると、図解１８００は、様々な実施形態による、アンライセン
ススペクトラムにおけるＬＴＥ－Ｕビーコン信号のブロードキャストの例を示す。ＬＴＥ
－Ｕビーコン信号（または発見ビーコン）１８０５は、ＬＴＥ－ＵをサポートするｅＮＢ
によって送信またはブロードキャストされ得る。そのようなｅＮＢの例は、図１、図２Ａ
、および図２Ｂの、それぞれ基地局１０５、１０５－ａ、および１０５－ｂであり得る。
ブロードキャストは、図１のシステム１００ならびに図２Ａおよび図２Ｂのシステム１０
０の部分のような、システムまたはネットワークに関連して実行され得る。
【０２０２】
　[0257]送信は、ｅＮＢがアクティブ状態にあるとき、またはｅＮＢが休止状態もしくは
非アクティブ状態にあるときに発生し得る。ビーコン信号１８０５は、低デューティサイ
クルで（たとえば、１００ミリ秒ごとに１または２個のサブフレーム）送信されてよく、
最大で約５メガヘルツ（ＭＨｚ）の帯域幅にわたり得る。低いデューティサイクルにより
、ビーコン信号１８０５は、リッスンビフォアトーク（ＬＢＴ）方式を必要とせずに送信
され得る。したがって、ビーコン信号１８０５は、所定の時間に送信（たとえば、ブロー
ドキャスト）され得る。図１８Ａに示される例では、ビーコン信号１８０５は、少なくと
も時間ｔ0、ｔ1、ｔ2、およびｔ3において送信され得る。これらの送信のタイミングは周
期的であり得る。いくつかの場合、送信は、時間がスケジューリングされており（たとえ
ば事前に決定されており）スケジュールがビーコン信号１８０５を聴取するデバイスまた
はエンティティに知られ得る限り、周期的である必要はなくてよい。ビーコン信号１８０
５は、休止中の／アクティブなｅＮＢの発見および粗い時間－周波数の追跡（tracking）
のために、他のｅＮＢおよび／またはＵＥ（たとえば、ＵＥ１１５）によって使用され得
る。
【０２０３】
　[0258]図１８Ｂは、様々な実施形態による、ＬＴＥビーコン信号におけるペイロードの
例を示す図解１８００－ａを示す。図１８Ｂに示されるビーコン信号１８０５－ａは、図
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１８Ａのビーコン信号１８０５の例であり得る。したがって、ビーコン信号１８０５－ａ
は、ＬＴＥ－ＵをサポートするｅＮＢ（ＬＴＥ－Ｕ　ｅＮＢ）によって送信またはブロー
ドキャストされ得る。そのようなｅＮＢの例は、図１、図２Ａ、および図２Ｂの、それぞ
れ基地局１０５、１０５－ａ、および１０５－ｂであり得る。
【０２０４】
　[0259]ビーコン信号１８０５－ａのペイロードは、ｅＮＢと関連付けられる情報または
属性の複数のフィールドを含み得る。たとえば、ビーコン信号１８０５－ａは、プライマ
リ同期信号（ＰＳＳ）フィールド１８１０、セカンダリ同期信号（ＳＳＳ）フィールド１
８１５、セル固有基準信号（ＣＲＳ）フィールド１８２０、物理ブロードキャストチャネ
ル（ＰＢＣＨ）フィールド１８２５、システム情報ブロック（ＳＩＢ）フィールド１８３
０、限定加入者グループ識別情報（ＣＳＧ－ＩＤ）フィールド１８３５、地上波公共移動
通信ネットワーク識別子（ＰＬＭＮ　ＩＤ）フィールド１８４０、グローバルセルＩＤ（
ＧＣＩ）フィールド１８４５、クリアチャネルアセスメントランダム化シード（ＣＣＡ－
ＲＳ）フィールド１８５０、ランダムアクセスチャネル（ＲＡＣＨ）構成フィールド１８
５５、ＳＩＢフィールドの軽量（ｌｉｇｈｔ）バージョンまたはライト（ｌｉｔｅ）バー
ジョン（ＳＩＢ－ｌｉｔｅ）１８６０、および展開ＩＤ（deployment ID）フィールド１
８６５の１つまたは複数を含み得る。いくつかの実施形態では、ＳＩＢ－ｌｉｔｅフィー
ルド１８６０は、ＧＣＩフィールド１８４５とＣＳＧ－ＩＤフィールド１８３５とを含み
得る。ＧＣＩフィールド１８４５は、ＰＬＭＮ　ＩＤフィールド１８４０を含み得る。図
１８Ｂに示されるペイロードコンテンツは、網羅的である必要はない。アンライセンスス
ペクトラムにおけるＬＴＥに基づく通信の使用を可能にするために、ｅＮＢと関連付けら
れる他の情報または属性が含まれ得る。たとえば、ビーコン信号１８０５－ａのペイロー
ドは、次のゲーティング間隔または送信間隔をオン／オフにゲーティングするのに使用す
るための、周期的なゲーティング構造の構成を含み得る。その上、示されるフィールドの
いくつかは、いくつかの場合には送信されなくてよく、フィールドのいくつかは組み合わ
されてよい。
【０２０５】
　[0260]ＰＬＭＮ　ＩＤフィールド１８４０の情報とＣＳＧ－ＩＤフィールド１８３５中
の情報の組合せが、所与のｅＮＢと関連付けられるＬＴＥ－Ｕの展開（たとえば、ｅＮＢ
の展開）のためのＬＴＥ－Ｕ展開構成（たとえば、ｅＮＢ展開構成）を特定するために使
用され得る。たとえば、異なるセルラー通信事業者によって展開されたＬＴＥ－Ｕ　ｅＮ
Ｂは、異なるＰＬＭＮ　ＩＤを有し得る。いくつかのＰＬＭＮ　ＩＤが、ＬＴＥ－Ｕの非
通信事業者による展開のためにリザーブされ得る。たとえば、非通信事業者／企業によっ
て展開されるＬＴＥ－Ｕ　ｅＮＢは、固有のＣＳＧ－ＩＤとともに、リザーブされたＰＬ
ＭＮ　ＩＤを使用することができる。
【０２０６】
　[0261]図１９Ａは、様々な実施形態による、アンライセンススペクトラムにおいてＬＴ
Ｅビーコン信号をブロードキャストするための方法１９００のフローチャートを示す。方
法１９００は、たとえば、図１、図２Ａ、および図２Ｂの、それぞれ基地局またはｅＮＢ
１０５、１０５－ａ、および１０５－ｂを使用して、ならびに／または、図１のシステム
１００、および図２Ａおよび図２Ｂのシステム１００の部分を使用して、実施され得る。
一実装形態では、ｅＮＢ１０５の１つは、以下で説明される機能を実行するためにｅＮＢ
１０５の機能要素を制御するためのコードの１つまたは複数のセットを実行することがで
きる。
【０２０７】
　[0262]ブロック１９０５において、ビーコン信号（たとえば、ビーコン信号１８０５）
が、ｅＮＢから所定の時間においてアンライセンススペクトラムでブロードキャストされ
てよく、ビーコン信号はｅＮＢとｅＮＢの少なくとも１つの関連付けられる属性とを特定
するダウンリンク信号を含む。ビーコン信号は、いくつかの場合、ＵＥにおいて（または
複数のＵＥにおいて）受信され得る。いくつかの実施形態では、ＵＥは、ビーコン信号を
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使用して、ＵＥにおいてアンライセンススペクトラムで通信するための粗いタイミング調
整を行うことができる。
【０２０８】
　[0263]方法１９００のいくつかの実施形態では、ｅＮＢの少なくとも１つの関連付けら
れる属性は、ｅＮＢの少なくとも属性を含み得る。いくつかの実施形態では、ｅＮＢの少
なくとも１つの関連付けられる属性は、ｅＮＢが関連付けられるｅＮＢ展開のためのｅＮ
Ｂ展開構成を含み得る。いくつかの実施形態では、ｅＮＢの少なくとも１つの関連付けら
れる属性は、ｅＮＢが関連付けられるｅＮＢ展開のためのｅＮＢ展開構成を含んでよく、
ｅＮＢ展開の中のｅＮＢからのダウンリンク信号は同期され、アンライセンススペクトラ
ムおよびライセンススペクトラムでｅＮＢ展開のｅＮＢによって同時に送信される。いく
つかの実施形態では、ｅＮＢ展開の中のｅＮＢは各々、同じ通信事業者によって展開され
る。
【０２０９】
　[0264]方法１９００のいくつかの実施形態では、ｅＮＢの少なくとも１つの関連付けら
れる属性は、ｅＮＢと関連付けられるＲＡＣＨ構成を含み得る。これらの実施形態では、
ビーコン信号はまた、少なくとも１つのＵＥのためのページングメッセージを含み得る。
アンライセンススペクトラムにおいてビーコン信号のブロードキャストを受信すると、Ｕ
Ｅは、ＲＡＣＨ構成を使用してページングメッセージに応答することができる。
【０２１０】
　[0265]方法１９００のいくつかの実施形態では、ビーコン信号をブロードキャストする
ことは、約５０ミリ秒ごとに１回という最大のブロードキャスト間隔をもつ、５％未満（
たとえば、１～２％）のデューティサイクルでビーコン信号をブロードキャストすること
を含む。いくつかの実施形態では、ビーコン信号は、ＰＳＳ、ＳＳＳ、ＣＲＳ、ＰＢＣＨ
、ＧＣＩ、ＣＳＧ－ＩＤ、ＰＬＭＮ　ＩＤ、展開ＩＤ、周期的なゲーティング構造構成、
ＣＣＡ－ＲＳ、ＲＡＣＨ構成、ＳＩＢ、およびＳＩＢ－ｌｉｔｅの１つまたは複数を含む
。ビーコン信号は、アクティブであるものとして、または休止中であるものとしてｅＮＢ
を識別する情報を含み得る。
【０２１１】
　[0266]図１９Ｂは、様々な実施形態による、アンライセンススペクトラムにおいてＬＴ
Ｅビーコン信号をブロードキャストするための方法１９００－ａのフローチャートを示す
。上の方法１９００のような方法１９００－ａは、たとえば、図１、図２Ａ、および図２
Ｂの、それぞれ基地局またはｅＮＢ１０５、１０５－ａ、および１０５－ｂを使用して、
ならびに／または、図１のシステム１００、および図２Ａおよび図２Ｂのシステム１００
の部分を使用して、実施され得る。一実装形態では、ｅＮＢ１０５の１つは、以下で説明
される機能を実行するためにｅＮＢ１０５の機能要素を制御するためのコードの１つまた
は複数のセットを実行することができる。
【０２１２】
　[0267]ブロック１９１５において、展開された複数のｅＮＢからのダウンリンク信号が
、同期され、アンライセンススペクトラムおよびライセンススペクトラムで当該展開され
た複数のｅＮＢによって同時に送信される、ｅＮＢ展開が特定される。
【０２１３】
　[0268]ブロック１９２０において、ビーコン信号（たとえば、ビーコン信号１８０５）
は、展開された複数のｅＮＢの１つまたは複数から所定の時間においてアンライセンスス
ペクトラムでブロードキャストされてよく、ビーコン信号は特定されたｅＮＢ展開を含む
。
【０２１４】
　[0269]次に図２０を見ると、様々な実施形態による、アンライセンススペクトラムにお
けるリクエストツーセンド（ＲＴＳ：request-to-send）信号およびクリアツーセンド（
ＣＴＳ:clear-to-send）信号の例を示す図解２０００が示されている。ＲＴＳ信号は、Ｌ
ＴＥ－ＵをサポートするｅＮＢ（ＬＴＥ－Ｕ　ｅＮＢ）によって送信され得る。そのよう
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なｅＮＢの例は、図１、図２Ａ、および図２Ｂの、それぞれ基地局１０５、１０５－ａ、
および１０５－ｂであり得る。ＣＴＳ信号は、ＬＴＥ－ＵをサポートするＵＥ（ＬＴＥ－
Ｕ　ＵＥ）によって送信され得る。そのようなＵＥの例は、図１、図２Ａ、および図２Ｂ
の、それぞれＵＥ１１５、１１５－ａ、および１１５－ｂであり得る。
【０２１５】
　[0270]ＲＴＳ信号２００５（またはＲＴＳ２００５）は、現在のゲーティング間隔中の
サブフレーム７２５－ｊの間に、ＣＣＡ７２０－ｌの後に生成され送信され得る。サブフ
レーム７２５－ｊは、図７のサブフレーム９（Ｓ’）７２５の例であり得る。すなわち、
サブフレーム７２５－ｊは、現在のゲーティング間隔における最後のサブフレームであり
得る。ＲＴＳ２００５は、ＣＣＡ７２０－ｌがサブフレーム間隔の途中で成功したときに
送信され得る。ＬＴＥ－Ｕ　ｅＮＢは、次のサブフレーム境界（またはそれよりも先）ま
でチャネルを保持するために、ＲＴＳ２００５の送信を使用することができる。
【０２１６】
　[0271]ＲＴＳ２００５は、ＩＥＥＥ　８０２．１１規格（たとえば、ＷｉＦｉ）のため
に定義されるようなＲＴＳに適合し得る。ＲＴＳ２００５の送信機アドレス（ＴＡ）フィ
ールドは、送信側ＬＴＥ－Ｕ　ｅＮＢのＭＡＣ　ＩＤを含み得る。ＭＡＣ　ＩＤから、同
じ展開の他のＬＴＥ－Ｕノード（たとえば、ＬＴＥ－Ｕ　ｅＮＢ）は、これを「フレンド
リーＲＴＳ」として認識し、沈黙（silent）しないことができる（代わりに、ＬＴＥ－Ｕ
　ＭＡＣ／ｅｎｈａｎｃｅｄ　ｉｎｔｅｒｃｅｌｌ　ｉｎｔｅｒｆｅｒｅｎｃｅ　ｃｏｏ
ｒｄｉｎａｔｉｏｎ（ｅＩＣＩＣ）手順に従うことができる）。ネットワーク割振りベク
トル（ＮＡＶ：network allocation vector）フィールドが、ＩＥＥＥ　８０２．１１規
格において定義されるようなタイムスロットをリザーブするために使用され得る。たとえ
ば、ＮＡＶフィールドは、少なくとも次の１サブフレーム（１ミリ秒の期間）をリザーブ
することができる。しかしながら、より典型的には、ＮＡＶフィールドは、少なくとも次
の５個のサブフレーム（リッスンビフォアトークに適合する最大の数まで）をリザーブす
ることができる。ＲＴＳ２００５の受信機アドレス（ＲＡ）フィールドは、ＬＴＥ－Ｕ　
ｅＮＢによってサービスされるＵＥのセットのセル無線ネットワーク一時識別子（Ｃ－Ｒ
ＮＴＩ）の複数のハッシュを含み得る。
【０２１７】
　[0272]ＲＴＳ２００５のようなＲＴＳ信号は、後続のＵＬ送信を保護するために、ＵＬ
グラントの前に使用され得る。図２Ｂを参照して上で説明された展開のような、スタンド
アロンの展開では、ＲＴＳ信号はまた、ＨＡＲＱフィードバック（ＡＣＫ／ＮＡＣＫ）が
ＵＥによって（同じアンライセンススペクトラムチャネルで）送信され得る後続のＵＬサ
ブフレームを保護するために、物理ダウンリンク共有チャネル（ＰＤＳＣＨ）送信の前に
送信され得る。ＲＴＳ信号に応答して、ＲＴＳ信号のＲＡフィールドにおいて参照される
ＵＥは少なくとも、ｅＮＢからデータ／シグナリングを受信することが可能であれば、Ｃ
ＴＳ信号を送信することによって応答することができる。スケジュール要求（ＳＲ）また
は保留中の（pending）ＣＳＩ報告を送信することを望み得るＬＴＥ－Ｕ　ｅＮＢによっ
てサービスされる他のＵＥも、ＣＴＳ信号によって応答することができる。ＷｉＦｉとは
異なり、ＬＴＥ－Ｕ　ＵＥによって送信されるＣＴＳは、ＴＡフィールド中にサービング
ｅＮＢのＭＡＣ　ＩＤを含む。ＣＴＳ中のＮＡＶフィールドは、対応するＲＴＳ信号から
決定され得る。
【０２１８】
　[0273]図２０に戻ると、送信ｅＮＢによって指名／サービスされるＵＥは、ＲＴＳ２０
０５からショートインターフレームスペース（ＳＩＦＳ：short inter-frame space）間
隔の後、共通ＣＴＳ信号２０１０（またはＣＴＳ２０１０）を送信することができる。共
通ＣＴＳ２０１０は、可能な限り早くＵＥがチャネルを獲得することを可能にする。サブ
フレーム９の残りの継続時間において、（サブフレーム１０との）次のサブフレーム境界
よりも前に、ＲＴＳ２００５によって特定されたＵＥは、時間的にずらして個別ＣＴＳ信
号２０１５（またはＣＴＳ２０１５）を送信することができる。このずらし方は、ＲＴＳ
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２００５のＲＡフィールドにおいてＵＥが特定される順序に依存し得る。個別ＣＴＳ２０
１５の各々の中のＴＡフィールドは、ＣＴＳ２０１５の完全な識別情報のハッシュを搬送
し得る。個別ＣＴＳ２０１５は、ＵＥがデータ／グラントを受信する準備ができているこ
とを、ｅＮＢに示す。個別ＣＴＳ２０１５の使用は、複数のＵＥの間でＦＤＭＡを使用す
ることによって、より良好なスケジューリングの設計、チャネルのより効率的な使用を可
能にする。ＲＴＳ２００５と、共通ＣＴＳ２０１０と、個別ＣＴＳ２０１５とを含むサブ
フレーム９の後で、次のサブフレーム７１０－ａ（サブフレーム１０）は、ＰＤＳＣＨ２
０２０、２０２０－ａ、および２０２０－ｂの送信を含み得る。
【０２１９】
　[0274]図２１は、様々な実施形態による、アンライセンススペクトラムにおいてＲＴＳ
信号を送信しＣＴＳ信号を受信するための方法２１００のフローチャートを示す。方法２
１００は、たとえば、図１、図２Ａ、および図２Ｂの、それぞれ基地局またはｅＮＢ１０
５、１０５－ａ、および１０５－ｂを使用して、ならびに／または、図１のシステム１０
０、および図２Ａおよび図２Ｂのシステム１００の部分を使用して、実施され得る。一実
装形態では、ｅＮＢ１０５の１つは、以下で説明される機能を実行するためにｅＮＢ１０
５の機能要素を制御するためのコードの１つまたは複数のセットを実行することができる
。
【０２２０】
　[0275]ブロック２１０５において、クリアチャネルアセスメント（ＣＣＡ）が、アンラ
イセンススペクトラムの利用可能性を決定するために実行され得る。
【０２２１】
　[0276]ブロック２１１０において、アンライセンススペクトラムが利用可能である（た
とえば、ＣＣＡが成功した）という決定が行われると、ＲＴＳ信号（たとえば、ＲＴＳ２
００５）が、アンライセンススペクトラムを使用してＵＥのセットに送信され得る。
【０２２２】
　[0277]ブロック２１１５において、共通ＣＴＳ信号（たとえば、ＣＴＳ２０１０）およ
び個別ＣＴＳ信号（たとえば、ＣＴＳ２０１５）は、ＲＴＳ信号に応答してＵＥの１つま
たは複数から受信され得る。
【０２２３】
　[0278]ＲＴＳ信号は、アンライセンススペクトラム上でＵＥのセット中のＵＥにおいて
受信されてよく、共通ＣＴＳ信号およびそれぞれの個別ＣＴＳ信号は、ＲＴＳ信号に応答
して、アンライセンススペクトラム上で各ＵＥから送信され得る。
【０２２４】
　[0279]方法２１００のいくつかの実施形態では、ＲＴＳ信号を送信することは、アンラ
イセンススペクトラム上での後続のアップリンク送信を保護するために、アップリンクグ
ラントの前にＵＥのセットからＲＴＳ信号を送信することを含む。ＲＴＳ信号は、ＲＴＳ
信号のソース（たとえば、ｅＮＢ）のＭＡＣ　ＩＤを含み得る。ソースのＭＡＣ　ＩＤは
、たとえば、４８ビットのＭＡＣ　ＩＤを含み得る。ＲＴＳ信号は、セット中のＵＥのＭ
ＡＣ　ＩＤのハッシュされたバージョンを含み得る。
【０２２５】
　[0280]方法２１００のいくつかの実施形態では、共通ＣＴＳ信号は、ＲＴＳ信号の送信
からＳＩＦＳ後に受信され得、共通ＣＴＳ信号は、ＲＴＳ信号のソースのＭＡＣ　ＩＤを
含み得る。受信された個別ＣＴＳ信号の各々は、ＲＴＳ信号のソースのＭＡＣ　ＩＤと、
個別ＣＴＳ信号を送信するＵＥのＭＡＣ　ＩＤとを含み得る。個別ＣＴＳ信号はずらされ
た時間に受信され得る。
【０２２６】
　[0281]方法２１００のいくつかの実施形態では、ＣＣＡは現在のゲーティング間隔のサ
ブフレームの間に実行され得、ＲＴＳ信号はＣＣＡの後に送信され得、共通ＣＴＳ信号お
よび個別ＣＴＳ信号はサブフレームの終わりの前に受信され得る。いくつかの実施形態で
は、ＣＣＡと関連付けられる時間と、ＲＴＳ信号の後続の送信と関連付けられる時間とは



(52) JP 2019-13019 A 2019.1.24

10

20

30

40

50

、ＲＴＳ信号を受信するデバイスにおける衝突を回避するために、異なるｅＮＢの間でラ
ンダムにずらされ得る。その上、ＣＣＡと関連付けられる時間と、ＲＴＳ信号の後続の送
信と関連付けられる時間とは、ＲＴＳ信号を受信するデバイスにおける衝突を回避するた
めに相互にずらされてよく、このずらし方は、ｅＮＢ間で交換される協調シグナリングに
少なくとも基づく。
【０２２７】
　[0282]次に図２２Ａを見ると、様々な実施形態による、ライセンススペクトラムにおけ
る仮想ＣＴＳ（Ｖ－ＣＴＳ）信号の例を示す図解２２００が示されている。Ｖ－ＣＴＳ信
号は、ＬＴＥ－ＵをサポートするＵＥ（ＬＴＥ－Ｕ　ＵＥ）によって送信され得る。その
ようなＵＥの例は、図１、図２Ａ、および図２Ｂの、それぞれＵＥ１１５、１１５－ａ、
１１５－ｂ、およびであり得る。
【０２２８】
　[0283]媒体が解放されると常に発生するＣＣＡ（たとえば、４ミリ秒）を含み得る、Ｄ
ＣＦインターフレームスペース（ＤＩＦＳ）間隔の後に、ｅＮＢ（たとえば、基地局１０
５）は、ＮＡＶによって関心のあるすべてのＵＥ（たとえば、ＵＥ1、．．．、ＵＥn）に
宛てて、ＲＴＳ信号２２０５（またはＲＴＳ２２０５）をアンライセンススペクトラムに
おいて送信し得る。ＳＩＦＳ間隔の後で、ｅＮＢは、ＣＴＳ－ｔｏ－ｓｅｌｆをアンライ
センススペクトラムにおいて送信する。ｅＮＢは、サブフレームの残りに対する現在の知
識に基づいてダウンリンクトラフィックを直ちにスケジューリングし、スケジューリング
とＡＣＫ２２３０とを継続し得る。スケジューリングは、信号２２２０および２２２５に
おいて、物理ダウンリンク制御チャネル（ＰＤＣＣＨ）とＰＤＳＣＨとを使用して実行さ
れ得る。ＲＴＳ２２０５が向けられたＵＥは、今後のスケジューリングを改善するために
、ｅＮＢに対し更新された測定結果（たとえば、ＲＴＳ／ＣＴＳの測定結果）でＶ－ＣＴ
Ｓ信号２２１５（またはＶ－ＣＴＳ２２１５）を、ライセンススペクトラムにおいて返信
することができる。このシナリオでは、ＣＴＳのシグナリングは、ＬＴＥ－Ｕにおいてラ
イセンススペクトラムを同時に使用することによって、仮想的に、または帯域外（アンラ
イセンススペクトラムの外）で行われる。
【０２２９】
　[0284]次に図２２Ｂを見ると、様々な実施形態による、ライセンススペクトラムにおけ
る仮想ＲＴＳ（Ｖ－ＲＴＳ）信号の例を示す図解２２００－ａが示されている。Ｖ－ＲＴ
Ｓ信号は、ＬＴＥ－ＵをサポートするｅＮＢ（ＬＴＥ－Ｕ　ｅＮＢ）によって送信され得
る。そのようなｅＮＢの例は、図１、図２Ａ、および図２Ｂの、それぞれ基地局１０５、
１０５－ａ、および１０５－ｂであり得る。
【０２３０】
　[0285]媒体が解放されると常に発生するＣＣＡ（たとえば、４ミリ秒）を含み得るＤＩ
ＦＳ間隔の後で、媒体またはチャネルが解放されている、または利用可能であると感知さ
れるとき、ｅＮＢ（たとえば、基地局１０５）は、プライマリセル（ＰＣｅｌｌ）上の関
心のあるＵＥ（たとえば、ＵＥ1、．．．、ＵＥn）にポーリングし得る。ｅＮＢは、オー
バーヘッドを節約するために、ＣＴＳ－ｔｏ－ｓｅｌｆ信号２２１０（またはＣＴＳ－ｔ
ｏ－ｓｅｌｆ２２１０）をアンライセンススペクトラムで送信するだけでよい。ｅＮＢは
、ライセンススペクトラムを使用してＶ－ＲＴＳ信号２２３５（またはＶ－ＲＴＳ２２３
５）を送信し、Ｖ－ＲＴＳ２２３５によって宛てられたＵＥは、それぞれ、同様にライセ
ンススペクトラムでＶ－ＣＴＳ２２１５－ａを送信することによって応答し得る。このシ
ナリオでは、ＲＴＳおよびＣＴＳのために必要とされるすべてのシグナリングは、仮想的
または帯域外（アンライセンススペクトラムの外）で、ＬＴＥ－Ｕにおいてライセンスス
ペクトラムを同時に使用することによって、行われる。図２２Ａのシナリオのように、ｅ
ＮＢは、信号２２２０と２２２５（たとえば、ＰＤＣＣＨおよびＰＤＳＣＨ）を使用して
スケジューリング情報を送信することに進み得る。
【０２３１】
　[0286]図２３は、様々な実施形態による、ＲＴＳ信号またはＶ－ＲＴＳ信号を送信する
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ための方法２３００のフローチャートを示す。方法２３００は、たとえば、図１、図２Ａ
、および図２Ｂの、それぞれ基地局またはｅＮＢ１０５、１０５－ａ、および１０５－ｂ
を使用して、ならびに／または、図１のシステム１００、および図２Ａおよび図２Ｂのシ
ステム１００の部分を使用して、実施され得る。一実装形態では、ｅＮＢ１０５の１つは
、以下で説明される機能を実行するためにｅＮＢ１０５の機能要素を制御するためのコー
ドの１つまたは複数のセットを実行することができる。
【０２３２】
　[0287]ブロック２３０５において、ＵＥのセット（たとえば、ＵＥ1、．．．、ＵＥn）
に向けて、ＲＴＳ信号（たとえば、ＲＴＳ２２０５）がアンライセンススペクトラムにお
いて送信され得、または、Ｖ－ＲＴＳ信号（たとえば、ＲＴＳ２２３５）がライセンスス
ペクトラムにおいて送信され得る。
【０２３３】
　[0288]ブロック２３１０において、ＣＴＳ－ｔｏ－ｓｅｌｆ信号が、Ｖ－ＲＴＳ信号の
送信とともに、アンライセンススペクトラムにおいて送信され得る。
【０２３４】
　[0289]ＲＴＳ信号またはＶ－ＲＴＳ信号は、アンライセンススペクトラム上でＵＥのセ
ット中のＵＥにおいて受信され得る。
【０２３５】
　[0290]方法２３００のいくつかの実施形態では、Ｖ－ＣＴＳ信号は、ＲＴＳ信号または
Ｖ－ＲＴＳ信号に応答して、セット中のＵＥの各々について、ライセンススペクトラムに
おいて受信され得る。Ｖ－ＣＴＳ信号は、今後のスケジューリングにおいて使用するため
の、それぞれのＵＥによって行われた測定結果を含み得る。いくつかの実施形態では、ト
ラフィックは、サブフレームの残りに対する現在のチャネルの知識に基づいて、Ｖ－ＣＴ
Ｓ信号を受信した後でスケジューリングされ得る。ＲＴＳ信号は、ダウンリンクプライマ
リコンポーネントキャリアにおいて送信され得る。
【０２３６】
　[0291]図２４は、様々な実施形態による、ＲＴＳ信号またはＶ－ＲＴＳ信号に応答して
Ｖ－ＣＴＳ信号を受信するための方法２４００のフローチャートを示す。方法２４００は
、たとえば、図１、図２Ａ、および図２Ｂの、それぞれ基地局またはｅＮＢ１０５、１０
５－ａ、および１０５－ｂを使用して、ならびに／または、図１のシステム１００、およ
び図２Ａおよび図２Ｂのシステム１００の部分を使用して、実施され得る。一実装形態で
は、ｅＮＢ１０５の１つは、以下で説明される機能を実行するためにｅＮＢ１０５の機能
要素を制御するためのコードの１つまたは複数のセットを実行することができる。
【０２３７】
　[0292]ブロック２４０５において、ＵＥのセット（たとえば、ＵＥ1、．．．、ＵＥn）
に向けて、ＲＴＳ信号（たとえば、ＲＴＳ２２０５）がアンライセンススペクトラムにお
いて送信され得、または、Ｖ－ＲＴＳ信号（たとえば、ＲＴＳ２２３５）がライセンスス
ペクトラムにおいて送信され得る。
【０２３８】
　[0293]ブロック２４１０において、ＣＴＳ－ｔｏ－ｓｅｌｆ信号が、Ｖ－ＲＴＳ信号の
送信とともに、アンライセンススペクトラムにおいて送信され得る。
【０２３９】
　[0294]ブロック２４１５において、Ｖ－ＣＴＳ信号は、ＲＴＳ信号またはＶ－ＲＴＳ信
号に応答して、セット中のＵＥの各々からライセンススペクトラムにおいて受信され得る
。
【０２４０】
　[0295]ブロック２４２０において、トラフィックは、サブフレームの残りに対する現在
のチャネルの知識に基づいて、Ｖ－ＣＴＳ信号を受信した後でスケジューリングされ得る
。
【０２４１】
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　[0296]ＲＴＳ信号またはＶ－ＲＴＳ信号は、アンライセンススペクトラム上でＵＥのセ
ット中のＵＥにおいて受信され得、Ｖ－ＣＴＳ信号は、ＲＴＳ信号またはＶ－ＲＴＳ信号
に応答して、アンライセンススペクトラム上で各ＵＥから送信され得る。
【０２４２】
　[0297]次に図２５を見ると、様々な実施形態による、アンライセンススペクトラムにお
ける通常サブフレームおよびロバストなサブフレームの例を示す図解２５００が示されて
いる。通常のサブフレームおよびロバストなサブフレームは、ＬＴＥ－Ｕをサポートする
ｅＮＢ（ＬＴＥ－Ｕ　ｅＮＢ）によって送信され得る。そのようなｅＮＢの例は、図１、
図２Ａ、および図２Ｂの、それぞれ基地局１０５、１０５－ａ、および１０５－ｂであり
得る。通常のサブフレームおよびロバストなサブフレームは、ＬＴＥ－Ｕをサポートする
ＵＥ（ＬＴＥ－Ｕ　ＵＥ）によって使用され得る。そのようなＵＥの例は、図１、図２Ａ
、および図２Ｂの、それぞれＵＥ１１５、１１５－ａ、および１１５－ｂであり得る。
【０２４３】
　[0298]通常のレガシーキャリアタイプ（ＬＣＴ：legacy carrier type）サブフレーム
２５０５が示されている。通常のＬＣＴサブフレーム２５０５は、ＬＣＴ波形のために使
用されてよく、時分割多重化された（ＴＤＭ）ＰＤＣＣＨとＣＲＳとを搬送することがで
きる。通常のニューキャリアタイプ（ＮＣＴ：new carrier type）サブフレーム２５１５
も示されている。通常のＮＣＴサブフレーム２５１４は、ＮＣＴ波形のために使用され得
るが、ＴＤＭ　ＰＤＣＣＨとＣＲＳとを含まないことがある。代わりに、ＵＥは、フィー
ドバックのためのチャネル状態情報基準信号（ＣＳＩ－ＲＳ）と復調のためのＵＥ－ＲＳ
とを使用することができる。通常のＬＣＴサブフレームおよびＮＣＴサブフレームに加え
て、図２５は、ロバストなＬＣＴサブフレーム２５１０とロバストなＮＣＴサブフレーム
２５２０とを示す。ロバストなサブフレームは、通常のサブフレームと比較して追加のパ
イロット（たとえば、共通パイロット、ｅＣＲＳ）を含み得るという点で、通常のサブフ
レームとは異なることがあり、追加のパイロットは、ＬＴＥ　ＤＬ送信の長いゲートオフ
期間（オフにゲーティングされた期間）の後で、ＵＥにおける時間－周波数の追跡(track
ing)とチャネル推定とを容易にするために使用され得る。
【０２４４】
　[0299]ゲーティングされたＬＣＴ波形について、ＳＹＮＣサブフレーム（たとえば、他
のＬＴＥサブチャネルに加えて、ＰＳＳ、ＳＳＳ、（場合によっては）ＰＢＣＨを搬送す
るサブフレーム）が、サブフレームインデックス＝０（ｍｏｄ５）において送信され得る
。ロバストなＬＣＴサブフレーム２５１０は、Ｙ個のサブフレームよりも長いオフにゲー
ティングされた期間の後、最初のＸ個のサブフレームのために送信され得る。パラメータ
ＸおよびＹは、たとえば、サブフレームの構造および使用規則に基づいて変動し得る。通
常のＬＣＴサブフレーム２５０５は、すべての他のオンにゲーティングされた期間におい
て送信され得る。
【０２４５】
　[0300]ゲーティングされたＮＣＴ波形に対して、ＳＹＮＣサブフレームは、サブフレー
ムインデックス＝０（ｍｏｄ５）において送信され得る。ロバストなＮＣＴサブフレーム
２５２０は、Ｙ個のサブフレームよりも長いオフにゲーティングされた期間の後、最初の
Ｘ個のサブフレームのために送信され得る。パラメータＸおよびＹは、たとえば、サブフ
レームの構造および使用規則に基づいて変動し得る。通常のＮＣＴサブフレーム２５１５
は、すべての他のオンにゲーティングされた期間において送信され得る。
【０２４６】
　[0301]図２６は、様々な実施形態による、アンライセンススペクトラムにおいて通常の
サブフレームまたはロバストなサブフレームを送信するための方法２６００のフローチャ
ートを示す。方法２６００は、たとえば、図１、図２Ａ、および図２Ｂの、それぞれ基地
局またはｅＮＢ１０５、１０５－ａ、および１０５－ｂを使用して、ならびに／または、
図１のシステム１００、および図２Ａおよび図２Ｂのシステム１００の部分を使用して、
実施され得る。
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【０２４７】
　[0302]ブロック２６０５において、アンライセンススペクトラム上での過去の送信アク
ティビティが、アクティビティ閾値（たとえば、ある時間期間にわたるアンライセンスス
ペクトラム中のオンにゲーティングされた期間の数、ある時間期間にわたるアンライセン
ススペクトラム中のいくつかのオンにゲーティングされた期間の継続時間、および／また
はある時間期間にわたってアンライセンススペクトラムにおいて送信されるＳＹＮＣサブ
フレームの数）と比較され得る。
【０２４８】
　[0303]ブロック２６１０において、過去の送信アクティビティがアクティビティ閾値よ
り大きいとき、第１のサブフレームタイプ（たとえば、通常のＬＣＴ／ＮＣＴサブフレー
ム）が、次のアクティブな送信の間にアンライセンススペクトラムにおいて送信され得る
。
【０２４９】
　[0304]ブロック２６１５において、過去の送信アクティビティがアクティビティ閾値よ
り小さいとき、第２のサブフレームタイプ（たとえば、ロバストなＬＣＴ／ＮＣＴサブフ
レーム）が、次のアクティブな送信の間にアンライセンススペクトラムにおいて送信され
得る。第２のサブフレームタイプは、第１のサブフレームタイプよりも多くのロバストな
サブフレームタイプを含み得る。
【０２５０】
　[0305]方法２６００のいくつかの実施形態では、第１のサブフレームタイプはＬＣＴサ
ブフレームを含み得る。いくつかの実施形態では、第１のサブフレームタイプはＮＣＴサ
ブフレームを含み得る。いくつかの実施形態では、第２のサブフレームタイプは、追跡(t
racking)およびチャネル推定のための追加の共通パイロットをもつＬＣＴサブフレームを
含み得る。いくつかの実施形態では、第２のサブフレームタイプは、追跡およびチャネル
推定のための追加の共通パイロットをもつＮＣＴサブフレームを含み得る。方法は、予め
定められた数の第２のサブフレームタイプの送信が識別された後で、アンライセンススペ
クトラムにおいて第１のサブフレームタイプを送信することを含み得る。
【０２５１】
　[0306]次に図２７を見ると、様々な実施形態による、アンライセンススペクトラムのた
めの物理アップリンク制御チャネル（ＰＵＣＣＨ）信号および物理アップリンク共有チャ
ネル（ＰＵＳＣＨ）信号の例を示す図解２７００が示されている。ＰＵＣＣＨ信号および
ＰＵＳＣＨ信号は、ＬＴＥ－ＵをサポートするｅＮＢ（ＬＴＥ－Ｕ　ｅＮＢ）によって扱
われ得る。そのようなｅＮＢの例は、図１、図２Ａ、および図２Ｂの、それぞれ基地局１
０５、１０５－ａ、および１０５－ｂであり得る。ＰＵＣＣＨ信号およびＰＵＳＣＨ信号
は、ＬＴＥ－ＵをサポートするＵＥ（ＬＴＥ－Ｕ　ＵＥ）によって扱われ得る。そのよう
なＵＥの例は、図１、図２Ａ、および図２Ｂの、それぞれＵＥ１１５、１１５－ａ、およ
び１１５－ｂであり得る。
【０２５２】
　[0307]ＰＵＣＣＨ信号およびＰＵＳＣＨ信号は通常、サブキャリアのセットを占有する
局所化された周波数分割多重化（ＬＦＤＭ：localized frequency division multiplexin
g）波形に基づき、このとき、異なる変調シンボルが各サブキャリアのために送信され、
または、何らかのプリコーディングが周波数領域の波形を送信する前に行われる。これら
の波形を使用すると、送信されることが可能なデータが少量であることで、占有される帯
域の部分が小さくなる。送信電力スペクトル密度（ＴＸ－ＰＳＤ）の制約により、帯域幅
の小さな部分を占有するとき、少量の電力が送信される。そのことを避けるために、波形
全体の大半を占有する必要があり得る。しかし、波形の大半が占有され、どのサブキャリ
アも使用されないままにしない場合、所与の量の帯域幅に対して異なるユーザを多重化す
ることが可能ではないことがある。この問題に対処するための１つの手法は、各送信機の
信号がＮ個のサブキャリアごとに１個（たとえば、１０個のうち１個、１２個のうち１個
）を占有するように、各送信機に各送信機の信号をインターリーブさせて、これによって
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中間の多くのサブキャリアを占有されないままにすることである。この手法は、より大き
な電力で（しかしそれでも規制を満たすのに十分低いＰＳＤを伴って）波形を送信するこ
とを可能にするために、公称（nominal）帯域幅占有率を上げることができる。それらの
サブキャリアに限局された信号を送信するために、Ｎ個のサブキャリアのうちの１個を占
有する、インターリーブされた周波数分割多重化（ＩＦＤＭ：interleaved frequency di
vision multiplexing）信号およびインターリーブされた直交周波数分割多重化（Ｉ－Ｏ
ＦＤＭ）信号が使用され得る。図２５において、ＩＦＤＭ波形は、アンライセンススペク
トラムにおける送信のために、ＰＵＣＣＨ信号２７０５とＰＵＳＣＨ信号２７１０とを生
成するように示される。同様に、Ｉ－ＯＦＤＭ波形は、アンライセンススペクトラムにお
ける送信のために、ＰＵＣＣＨ信号２７１５とＰＵＳＣＨ信号２７２０とを生成するよう
に示される。
【０２５３】
　[0308]図２８は、様々な実施形態による、アンライセンススペクトラムにおいてＰＵＣ
ＣＨ信号および／またはＰＵＳＣＨ信号を生成するための方法２８００のフローチャート
を示す。方法２８００は、たとえば、図１、図２Ａ、および図２Ｂの、それぞれ基地局ま
たはｅＮＢ１０５、１０５－ａ、および１０５－ｂを使用して、図１、図２Ａ、および図
２Ｂの、それぞれＵＥ１１５、１１５－ａ、および１１５－ｂを使用して、ならびに／ま
たは、図１のシステム１００、および図２Ａおよび図２Ｂのシステム１００の部分を使用
して、実施され得る。一実装形態では、ｅＮＢ１０５の１つまたはＵＥ１１５の１つは、
以下で説明される機能を実行するためにｅＮＢ１０５またはＵＥ１１５の機能要素を制御
するためのコードの１つまたは複数のセットを実行することができる。
【０２５４】
　[0309]ブロック２８０５において、ＰＵＣＣＨ信号およびＰＵＳＣＨ信号の１つまたは
両方が、アンライセンススペクトラムにおける公称帯域幅占有率を上げる、インターリー
ブされた信号に基づいて生成され得る。
【０２５５】
　[0310]ブロック２８１０において、生成された信号は、アンライセンススペクトラムに
おいて（たとえば、ｅＮＢによって）送信され得る。いくつかの実施形態では、インター
リーブされた信号はＩＦＤＭ信号を含み得る。いくつかの実施形態では、インターリーブ
された信号はＩ－ＯＦＤＭ信号を含み得る。
【０２５６】
　[0311]生成された信号の１つまたは両方が、たとえばＵＥによって、アンライセンスス
ペクトラムにおいて受信され得る。
【０２５７】
　[0312]次に図２９を見ると、様々な実施形態による、アンライセンススペクトラムにお
ける負荷ベースゲーティング（load-based gating）の例を示す図解２９００が示されて
いる。負荷ベースゲーティングは、ＬＴＥ－ＵをサポートするｅＮＢ（ＬＴＥ－Ｕ　ｅＮ
Ｂ）によって実行され得る。そのようなｅＮＢの例は、図１、図２Ａ、および図２Ｂの、
それぞれ基地局１０５、１０５－ａ、および１０５－ｂであり得る。
【０２５８】
　[0313]上で説明されたリッスンビフォアトーク（ＬＢＴ）技法は、フレームベース機器
（ＦＢＥ：frame-based equipment）において使用され得る。しかしながら、負荷ベース
機器（ＬＢＥ：load-based equipment）に基づく他のＬＢＴ技法も利用可能である。ＬＢ
Ｔ－ＦＢＥ技法は、ＬＴＥの１０ミリ用の無線フレーム構造を守るゲーティングに一部依
存する。周期的なゲーティングを可能にしながら、より短いゲーティング構造（１ミリ秒
、２ミリ秒）を使用することは、ＬＴＥフレーム構造を守らない傾向にある。ＬＢＴ－Ｌ
ＢＥを使用することは、初めまたは終わりにおけるシンボルのパンクチャを必要とするこ
となく、ＬＴＥ　ＰＨＹチャネルのサブフレーム構造を保持するという潜在的な利点をも
たらし得る。しかしながら、各ｅＮＢが拡張されたＣＣＡのために固有のランダムなバッ
クオフ時間を使用するので、異なるＬＴＥ－Ｕノード間での時間の再使用はもはや同じ展



(57) JP 2019-13019 A 2019.1.24

10

20

30

40

50

開において保証されないことがある。したがって、ＬＢＴ－ＬＢＥについて、ＣＣＡは、
ＬＢＴ－ＦＢＥのためのＣＣＡと同様であり得るが、拡張されたＣＣＡ（ＬＢＴ－ＦＢＥ
では使用されない）は、整数Ｎ（たとえば、１≦Ｎ≦ｑ）をランダムに選択することと、
チャネルがクリアであるＮ個のＣＣＡ継続時間を待機することとに基づき得る。
【０２５９】
　[0314]アンライセンススペクトラムチャネルにおいて送信されるサブフレームシーケン
ス中での異なるサブフレーム（ＳＦ）における送信は、拡張されたＣＣＡおよびＣＣＡか
らの結果に基づき得る。拡張されたＣＣＡは、パラメータ４≦ｑ≦３２に基づいてよく、
パラメータの値はベンダーによって告知される。チャネルが長い間休止しているとき、Ｃ
ＣＡが実行される必要があり得る。ＣＣＡがクリアなチャネルを発見する場合、直ちに送
信を開始することが可能であり得る。発見しない場合、拡張されたＣＣＡが送信の前に実
行され得る。送信が開始すると、送信は、別の拡張されたＣＣＡが実行される必要があり
得るまで、最大で（１３／３２）×ｑ　ｍｓｃ（最大チャネル占有時間と呼ばれる）の間
、続き得る。（別のノードからの）受信が成功すると、最後に成功したＣＣＡ／拡張され
たＣＣＡが最大チャネル占有時間よりも短い時間だけ前に実行されたのであれば、ＡＣＫ
／ＮＡＣＫの送信が直ちにＣＣＡ（を伴わずに）開始し得る。
【０２６０】
　[0315]図２９の例を見ると、最大チャネル占有時間が約９．７５ミリ秒であるように、
ＣＣＡ時間は２５μｓに設定されてよく、ｑ＝２４である。拡張されたＣＣＡのための最
小アイドル時間はほぼ、２５μｓと０．６ミリ秒の間である。ＣＵＢＳは、上で説明され
たようにギャップを埋めるために使用され得る。この例では、拡張されたＣＣＡ７２０－
ｍが、シーケンス２９０５の中のサブフレーム（ＳＦ）８において実行される。最大チャ
ネル占有時間は、次の拡張されたＣＣＡ７２０－ｍがＳＦ１８まで実行される必要がない
ようなものである。ＬＴＥダウンリンク送信は、第１の拡張されたＣＣＡ７２０－ｍの後
でチャネルが解放されている結果として、ＳＦ９～１２の間に起こり得る。ＳＦ１２の後
に送信ギャップがあるので、ＣＣＡ７２０－ｎは、最大チャネル占有時間内での追加の送
信のためにＳＦ１５において実行され得る。ＣＣＡ７２０－ｎの結果として、ＬＴＥ送信
はＳＦ１６および１７において起こり得る。上で述べられたように、第２の拡張されたＣ
ＣＡ７２０－ｍは、最大チャネル占有時間の後に発生してよく、これはこの例ではＳＦ２
２～２５における追加のＬＴＥ送信につながる。
【０２６１】
　[0316]図３０を見ると、ＬＴＥ－Ｕのために構成されたＵＥ１１５－ｄを示す図解３０
００が示されている。ＵＥ１１５－ｄは、様々な他の構成を有することがあり、パーソナ
ルコンピュータ（たとえば、ラップトップコンピュータ、ネットブックコンピュータ、タ
ブレットコンピュータなど）、携帯電話、ＰＤＡ、デジタルビデオレコーダ（ＤＶＲ）、
インターネットアプライアンス、ゲームコンソール、電子リーダなどに含まれるか、また
はその一部であり得る。ＵＥ１１５－ｄは、モバイル動作を支援にするために、小型バッ
テリーのような内部電源（図示されず）を有し得る。局ＵＥ１１５－ｄは、図１、図２Ａ
、図２Ｂ、および図１６の、ＵＥ１１５、１１５－ａ、１１５－ｂ、および１１５－ｃの
例であり得る。ＵＥ１１５－ｄは、図１～図２９に関して上で説明された特徴および機能
の少なくともいくつかを実装するように構成され得る。
【０２６２】
　[0317]ＵＥ１１５－ｄは、プロセッサモジュール３０１０と、メモリモジュール３０２
０と、送受信機モジュール３０４０と、アンテナ３０５０と、ＵＥモードモジュール３０
６０とを含み得る。これらのコンポーネントの各々は、１つまたは複数のバス３００５を
通じて、互いに、直接または間接的に通信していてよい。
【０２６３】
　[0318]メモリモジュール３０２０は、ランダムアクセスメモリ（ＲＡＭ）と読取り専用
メモリ（ＲＯＭ）とを含み得る。メモリモジュール３０２０は、実行されると、プロセッ
サモジュール３０１０に、アンライセンススペクトラムにおいてＬＴＥに基づく通信を使
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用するための本明細書で説明される様々な機能を実行させるように構成される命令を含む
、コンピュータ可読の、コンピュータ実行可能ソフトウェア（ＳＷ）コード３０２５を記
憶し得る。代替的に、ソフトウェアコード３０２５は、プロセッサモジュール３０１０に
よって直接実行可能ではないことがあるが、（たとえば、コンパイルされ実行されると）
コンピュータに本明細書で説明される機能を実行させるように構成され得る。
【０２６４】
　[0319]プロセッサモジュール３０１０は、インテリジェントハードウェアデバイス、た
とえば、中央処理ユニット（ＣＰＵ）、マイクロコントローラ、特定用途向け集積回路（
ＡＳＩＣ）などを含み得る。プロセッサモジュール３０１０は、送受信機モジュール３０
４０を通じて受信された、および／またはアンテナ３０５０を通じた送信のために送受信
機モジュール３０４０に送信されるべき情報を処理することができる。プロセッサモジュ
ール３０１０は、アンライセンススペクトラムにおいてＬＴＥに基づく通信を使用する様
々な態様を、単独で、またはＵＥモードモジュール３０６０とともに、扱うことができる
。
【０２６５】
　[0320]送受信機モジュール３０４０は、基地局（たとえば、基地局１０５）と双方向に
通信するように構成され得る。送受信機モジュール３０４０は、１つまたは複数の送信機
モジュールおよび１つまたは複数の別個の受信機モジュールとして実装され得る。送受信
機モジュール３０４０は、ライセンススペクトラム（たとえば、ＬＴＥ）およびアンライ
センススペクトラム（たとえば、ＬＴＥ－Ｕ）における通信をサポートすることができる
。送受信機モジュール３０４０は、パケットを変調し、変調されたパケットを送信のため
にアンテナ３０５０に提供し、アンテナ３０５０から受信されたパケットを復調するよう
に構成されたモデムを含み得る。ＵＥ１１５－ｄは単一のアンテナを含み得るが、ＵＥ１
１５－ｄが複数のアンテナ３０５０を含み得る実施形態があり得る。
【０２６６】
　[0321]図３０のアーキテクチャによれば、ＵＥ１１５－ｄはさらに、通信管理モジュー
ル３０３０を含み得る。通信管理モジュール３０３０は、様々なアクセスポイントとの通
信を管理し得る。通信管理モジュール３０３０は、１つまたは複数のバス３００５を通じ
てＵＥ１１５－ｄの他のコンポーネントの一部またはすべてと通信している、ＵＥ１１５
－ｄのコンポーネントであり得る。代替的には、通信管理モジュール３０３０の機能は、
送受信機モジュール３０４０のコンポーネントとして、コンピュータプログラム製品とし
て、および／またはプロセッサモジュール３０１０の１つもしくは複数のコントローラ要
素として実装され得る。
【０２６７】
　[0322]ＵＥモードモジュール３０６０は、アンライセンススペクトラムにおいてＬＴＥ
に基づく通信を使用することに関する、図１～図２９において説明された機能または態様
の一部またはすべてを実行および／または制御するように構成され得る。たとえば、ＵＥ
モードモジュール３０６０は、補助的ダウンリンクモード、キャリアアグリゲーションモ
ード、および／またはスタンドアロン動作モードを、アンライセンススペクトラムにおい
てサポートするように構成され得る。ＵＥモードモジュール３０６０は、ＬＴＥ通信を扱
うように構成されるＬＴＥモジュール３０６１と、ＬＴＥ－Ｕ通信を扱うように構成され
るＬＴＥ免許不要モジュール３０６２と、アンライセンススペクトラムにおけるＬＴＥ－
Ｕ以外の通信を扱うように構成される免許不要モジュール３０６３とを含み得る。ＵＥモ
ードモジュール３０６０、またはその部分は、プロセッサであり得る。その上、ＵＥモー
ドモジュール３０６０の機能の一部またはすべては、プロセッサモジュール３０１０によ
って、および／またはプロセッサ３０１０に関連して実行され得る。
【０２６８】
　[0323]図３１を見ると、ＬＴＥ－Ｕのために構成された基地局またはｅＮＢ１０５－ｄ
を示す図解３１００が示されている。いくつかの実施形態では、基地局１０５－ｄは、図
１、図２Ａ、図２Ｂ、および図１６の、それぞれ基地局１０５、１０５－ａ、１０５－ｂ
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、および１０５－ｃの例であり得る。基地局１０５－ｄは、図１～図２９に関して上で説
明された特徴および機能の少なくともいくつかを実装するように構成され得る。基地局１
０５－ｄは、プロセッサモジュール３１１０と、メモリモジュール３１２０と、送受信機
モジュール３１３０と、アンテナ３１４０と、基地局モードモジュール３１９０とを含み
得る。基地局１０５－ｄはまた、基地局通信モジュール３１６０とネットワーク通信モジ
ュール３１７０の１つまたは両方を含み得る。これらのコンポーネントの各々は、１つま
たは複数のバス３１０５を通じて、互いに、直接または間接的に通信していてよい。
【０２６９】
　[0324]メモリモジュール３１２０はＲＡＭとＲＯＭとを含み得る。メモリモジュール３
１２０はまた、実行されると、プロセッサモジュール３１１０に、アンライセンススペク
トラムにおいてＬＴＥに基づく通信を使用するための本明細書で説明される様々な機能を
実行させるように構成される命令を含む、コンピュータ可読の、コンピュータ実行可能ソ
フトウェア（ＳＷ）コード３１２５を記憶し得る。代替的に、ソフトウェアコード３１２
５は、プロセッサモジュール３１１０によって直接実行可能ではないことがあるが、たと
えば、コンパイルされ実行されると、コンピュータに本明細書で説明される機能を実行さ
せるように構成され得る。
【０２７０】
　[0325]プロセッサモジュール３１１０は、インテリジェントハードウェアデバイス、た
とえば、ＣＰＵ、マイクロコントローラ、ＡＳＩＣなどを含み得る。プロセッサモジュー
ル３１１０は、送受信機モジュール３１３０、基地局通信モジュール３１６０、および／
またはネットワーク通信モジュール３１７０を通じて受信された情報を処理することがで
きる。プロセッサモジュール３１１０はまた、アンテナ３１４０を通じた送信のために送
受信機モジュール３１３０に、基地局通信モジュール３１６０に、および／またはネット
ワーク通信モジュール３１７０に送られるべき情報を処理することができる。プロセッサ
モジュール３１１０は、アンライセンススペクトラムにおいてＬＴＥに基づく通信を使用
する様々な態様を、単独で、または基地局モードモジュール３１９０とともに、扱うこと
ができる。
【０２７１】
　[0326]送受信機モジュール３１３０は、パケットを変調し、変調されたパケットを送信
のためにアンテナ３１４０に提供し、アンテナ３１４０から受信されたパケットを復調す
るように構成されたモデムを含み得る。送受信機モジュール３１３０は、１つまたは複数
の送信機モジュールおよび１つまたは複数の別個の受信機モジュールとして実装され得る
。送受信機モジュール３１３０は、ライセンススペクトラム（たとえば、ＬＴＥ）および
アンライセンススペクトラム（たとえば、ＬＴＥ－Ｕ）における通信をサポートすること
ができる。送受信機モジュール３１３０は、たとえば、図１、図２Ａ、図２Ｂ、および図
１６に示されるように、アンテナ３１４０を介して、１つまたは複数のＵＥ１１５と双方
向に通信するように構成され得る。基地局１０５－ｄは通常、複数のアンテナ３１４０（
たとえば、アンテナアレイ）を含み得る。基地局１０５－ｄは、ネットワーク通信モジュ
ール３１７０を通じてコアネットワーク１３０－ａと通信することができる。コアネット
ワーク１３０－ａは、図１のコアネットワーク１３０の例であり得る。基地局１０５－ｄ
は、基地局通信モジュール３１６０を使用して、基地局１０５－ｅおよび基地局１０５－
ｆのような他の基地局と通信することができる。
【０２７２】
　[0327]図３１のアーキテクチャによれば、基地局１０５－ｄはさらに、通信管理モジュ
ール３１５０を含み得る。通信管理モジュール３１５０は、基地局および／または他のデ
バイスとの通信を管理し得る。通信管理モジュール３１５０は、１つまたは複数のバス３
１０５を介して基地局１０５－ｄの他のコンポーネントの一部またはすべてと通信してい
てよい。代替的には、通信管理モジュール３１５０の機能は、送受信機モジュール３１３
０のコンポーネントとして、コンピュータプログラム製品として、および／またはプロセ
ッサモジュール３１１０の１つもしくは複数のコントローラ要素として実装され得る。
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【０２７３】
　[0328]基地局モードモジュール３１９０は、アンライセンススペクトラムにおいてＬＴ
Ｅに基づく通信を使用することに関する、図１～図２９において説明された機能または態
様の一部またはすべてを実行および／または制御するように構成され得る。たとえば、基
地局モードモジュール３１９０は、補助的ダウンリンクモード、キャリアアグリゲーショ
ンモード、および／またはスタンドアロン動作モードを、アンライセンススペクトラムに
おいてサポートするように構成され得る。基地局モードモジュール３１９０は、ＬＴＥ通
信を扱うように構成されるＬＴＥモジュール３１９１と、ＬＴＥ－Ｕ通信を扱うように構
成されるＬＴＥ免許不要モジュール３１９２と、アンライセンススペクトラムにおけるＬ
ＴＥ－Ｕ以外の通信を扱うように構成される免許不要モジュール３１９３とを含み得る。
基地局モードモジュール３１９０、またはその部分は、プロセッサであり得る。その上、
基地局モードモジュール３１９０の機能の一部またはすべては、プロセッサモジュール３
１１０によって、および／またはプロセッサ３１１０に関連して実行され得る。
【０２７４】
　[0329]次に図３２を見ると、基地局１０５－ｇとユーザ機器またはＵＥ１１５－ｅとを
含む、多入力多出力（ＭＩＭＯ）通信システム３２００のブロック図が示されている。基
地局１０５－ｇおよびＵＥ１１５－ｅは、アンライセンススペクトラム（ＬＴＥ－Ｕ）を
使用したＬＴＥに基づく通信をサポートすることができる。基地局１０５－ｇは、図１、
図２Ａ、図２Ｂ、および図１６の基地局１０５、１０５－ａ、１０５－ｂ、および１０５
－ｃの例であってよく、一方ＵＥ１１５－ｅは、図１、図２Ａ、図２Ｂ、および図１６の
ＵＥ１１５、１１５－ａ、１１５－ｂ、および１１５－ｃの例であってよい。システム３
２００は、図１のシステム１００の態様、ならびに図２Ａおよび図２Ｂに示されたシステ
ム１００の部分の態様を示し得る。
【０２７５】
　[0330]基地局１０５－ｇはアンテナ３２３４－ａ～３２３４－ｘを備えてよく、ＵＥ１
１５－ｅはアンテナ３２５２－ａ～３２５２－ｎを備えてよい。システム３２００では、
基地局１０５－ｇは複数の通信リンクを通じて同時にデータを送ることが可能であり得る
。各通信リンクは「レイヤ」と呼ばれることがあり、通信リンクの「ランク」は、通信に
使用されるレイヤの数を示し得る。たとえば、基地局８００が２つの「レイヤ」を送信す
る２×２　ＭＩＭＯシステムでは、基地局１０５－ｇとＵＥ１１５－ｅとの間の通信リン
クのランクは２である。
【０２７６】
　[0331]基地局１０５－ｇにおいて、送信（Ｔｘ）プロセッサ３２２０は、データソース
からデータを受信することができる。送信プロセッサ３２２０はデータを処理することが
できる。送信プロセッサ３２２０はまた、基準シンボルとセル固有基準信号とを生成する
ことができる。送信（Ｔｘ）ＭＩＭＯプロセッサ３２３０は、適用可能な場合、データシ
ンボル、制御シンボル、および／または基準シンボルに対して空間処理（たとえば、プリ
コーディング）を実行することができ、出力シンボルストリームを送信変調器３２３２－
ａ～３２３２－ｘに与えることができる。各変調器３２３２は、出力サンプルストリーム
を取得するために、（たとえば、ＯＦＤＭなどのための）それぞれの出力シンボルストリ
ームを処理することができる。各変調器３２３２はさらに、ダウンリンク（ＤＬ）信号を
取得するために、その出力サンプルストリームをさらに処理（たとえば、アナログ変換、
増幅、フィルタリング、およびアップコンバート）することができる。一例では、変調器
３２３２－ａ～３２３２－ｘからのＤＬ信号は、それぞれ、アンテナ３２３４－ａ～３２
３４－ｘを介して送信され得る。
【０２７７】
　[0332]ＵＥ１１５－ｅにおいて、アンテナ３２５２－ａ～３２５２－ｎは、基地局１０
５－ｇからＤＬ信号を受信することができ、受信された信号をそれぞれ復調器３２５４－
ａ～３２５４－ｎに与えることができる。各復調器３２５４は、入力サンプルを取得する
ために、それぞれの受信された信号を調整（たとえば、フィルタリング、増幅、ダウンコ
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ンバート、およびデジタル化）することができる。各復調器３２５４はさらに、受信され
たシンボルを取得するために、（たとえば、ＯＦＤＭなどの）入力サンプルを処理するこ
とができる。ＭＩＭＯ検出器３２５６は、すべての復調器３２５４－ａ～３２５４－ｎか
ら受信されたシンボルを取得し、適用可能な場合は受信されたシンボルに対してＭＩＭＯ
検出を実行し、検出されたシンボルを提供することができる。受信（Ｒｘ）プロセッサ３
２５８は、検出されたシンボルを処理（たとえば、復調、デインターリーブ、および復号
）して、ＵＥ１１５－ｅのための復号されたデータをデータ出力に与え、復号された制御
情報をプロセッサ３２８０、またはメモリ３２８２に与えることができる。プロセッサ３
２８０は、アンライセンススペクトラムにおいてＬＴＥに基づく通信を使用することに関
する様々な機能を実行することができる、モジュールまたは機能３２８１を含み得る。た
とえば、モジュールまたは機能３２８１は、図１～図２９を参照して上で説明された機能
の一部またはすべてを実行することができる。
【０２７８】
　[0333]アップリンク（ＵＬ）上で、ＵＥ１１５－ｅにおいて、送信（Ｔｘ）プロセッサ
３２６４は、データソースからデータを受信し、処理することができる。送信プロセッサ
３２６４はまた、基準信号のための基準シンボルを生成することができる。送信プロセッ
サ３２６４からのシンボルは、適用可能な場合、送信（Ｔｘ）ＭＩＭＯプロセッサ３２６
６によってプリコードされ、復調器３２５４－ａ～３２５４－ｎによって（たとえば、Ｓ
Ｃ－ＦＤＭＡなどのために）さらに処理され、基地局１０５－ｇから受信された送信パラ
メータに従って基地局１０５－ｇに送信され得る。基地局１０５－ｇにおいて、ＵＥ１１
５－ｅからのＵＬ信号がアンテナ３２３４によって受信され、復調器３２３２によって処
理され、適用可能な場合、ＭＩＭＯ検出器３２３６によって検出され、受信プロセッサに
よってさらに処理され得る。受信（Ｒｘ）プロセッサ３２３８は、復号されたデータをデ
ータ出力およびプロセッサ３２４０に提供することができる。プロセッサ３２４０は、ア
ンライセンススペクトラムにおいてＬＴＥに基づく通信を使用することに関する様々な態
様を実行することができる、モジュールまたは機能３２４１を含み得る。たとえば、モジ
ュールまたは機能３２４１は、図１～図２９を参照して上で説明された機能の一部または
すべてを実行することができる。
【０２７９】
　[0334]基地局１０５－ｇのコンポーネントは、個別にまたは集合的に、ハードウェア内
の適用可能な機能の一部またはすべてを実行するように適応された、１つまたは複数の特
定用途向け集積回路（ＡＳＩＣ）によって実装され得る。述べられたモジュールの各々は
、システム３２００の動作に関する１つまたは複数の機能を実行するための手段であり得
る。同様に、ＵＥ１１５－ｅのコンポーネントは、個別にまたは集合的に、ハードウェア
中の適用可能な機能の一部またはすべてを実行するように適応された１つまたは複数の特
定用途向け集積回路（ＡＳＩＣ）によって実装され得る。述べられたコンポーネントの各
々は、システム３２００の動作に関する１つまたは複数の機能を実行するための手段であ
り得る。
【０２８０】
　[0335]フローチャートにおいて説明された方法は一実装形態にすぎないこと、およびそ
れらの方法の動作は、他の実装形態が可能であるように並べ替えられてよく、または別様
に修正されてよいことに留意されたい。
【０２８１】
　[0336]添付の図面に関して上に記載された発明を実施するための形態は、例示的な実施
形態を説明しており、実装され得るまたは特許請求の範囲内に入る実施形態のみを表すも
のではない。この明細書全体にわたって使用される「例示的」という用語は、「例、事例
、または例示として機能すること」を意味し、「好ましい」または「他の実施形態よりも
有利である」ことを意味しない。発明を実施するための形態は、説明された技法の理解を
与えるための具体的な詳細を含む。しかしながら、これらの技法は、これらの具体的な詳
細を伴わずに実践され得る。いくつかの事例では、説明された実施形態の概念を不明瞭に
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することを回避するために、よく知られている構造およびデバイスがブロック図の形式で
示されている。
【０２８２】
　[0337]情報および信号は、多種多様な技術および技法のいずれかを使用して表され得る
。たとえば、上の説明全体にわたって言及され得るデータ、命令、コマンド、情報、信号
、ビット、シンボル、およびチップは、電圧、電流、電磁波、磁場もしくは磁性粒子、光
場もしくは光学粒子、またはそれらの任意の組合せによって表され得る。
【０２８３】
　[0338]本明細書の開示に関して説明された様々な例示的なブロックおよびモジュールは
、汎用プロセッサ、デジタル信号プロセッサ（ＤＳＰ）、特定用途向け集積回路（ＡＳＩ
Ｃ）、フィールドプログラマブルゲートアレイ（ＦＰＧＡ）もしくは他のプログラマブル
論理デバイス、個別のゲートもしくはトランジスタ論理、個別のハードウェアコンポーネ
ント、または、本明細書で説明された機能を実行するように設計されたそれらの任意の組
合せによって、実装または実行され得る。汎用プロセッサはマイクロプロセッサであって
よいが、代替的には、プロセッサは、任意の従来型プロセッサ、コントローラ、マイクロ
コントローラ、または状態機械であってよい。プロセッサは、コンピューティングデバイ
スの組合せ、たとえば、ＤＳＰとマイクロプロセッサとの組合せ、複数のマイクロプロセ
ッサ、ＤＳＰコアと連携する１つもしくは複数のマイクロプロセッサ、または任意の他の
そのような構成としても実装され得る。
【０２８４】
　[0339]本明細書で説明された機能は、ハードウェア、プロセッサによって実行されるソ
フトウェア、ファームウェア、またはそれらの任意の組合せで実装され得る。プロセッサ
によって実行されるソフトウェアで実装される場合、機能は、１つまたは複数の命令また
はコードとしてコンピュータ可読媒体上に記憶されるか、あるいはコンピュータ可読媒体
を介して送信され得る。他の例および実施態様は、本開示および添付の特許請求の範囲の
範囲および趣旨内にある。たとえば、ソフトウェアの性質により、上で説明された機能は
、プロセッサ、ハードウェア、ファームウェア、ハードワイヤリング、またはこれらのう
ちのいずれかの組合せによって実行されるソフトウェアを使用して実現され得る。機能を
実装する特徴はまた、機能の部分が、異なる物理的な場所において実装されるように分散
されることを含めて、様々な位置に物理的に配置され得る。また、特許請求の範囲を含め
て、本明細書で使用される場合、「のうちの少なくとも１つ」で終わる項目の列挙中で使
用される「または」は選言的な列挙を示しており、たとえば、「Ａ、Ｂ、またはＣのうち
の少なくとも１つ」の列挙は、ＡまたはＢまたはＣまたはＡＢまたはＡＣまたはＢＣまた
はＡＢＣ（すなわち、ＡおよびＢおよびＣ）を意味する。
【０２８５】
　[0340]コンピュータ可読媒体は、ある場所から別の場所へのコンピュータプログラムの
転送を容易にする任意の媒体を含む、コンピュータ記憶媒体と通信媒体の両方を含む。記
憶媒体は、汎用または専用のコンピュータによってアクセスされ得る任意の利用可能な媒
体であり得る。限定ではなく例として、コンピュータ可読媒体は、ＲＡＭ、ＲＯＭ、ＥＥ
ＰＲＯＭ（登録商標）、ＣＤ－ＲＯＭもしくは他の光ディスクストレージ、磁気ディスク
ストレージもしくは他の磁気ストレージデバイス、または、命令もしくはデータ構造の形
態の所望のプログラムコード手段を搬送もしくは記憶するために使用され、汎用もしくは
専用コンピュータ、もしくは汎用もしくは専用プロセッサによってアクセスされ得る、任
意の他の媒体を備え得る。また、いかなる接続もコンピュータ可読媒体と適切に呼ばれる
。たとえば、ソフトウェアが、同軸ケーブル、光ファイバーケーブル、ツイストペア、デ
ジタル加入者線（ＤＳＬ）、または赤外線、無線、およびマイクロ波などのワイヤレス技
術を使用して、ウェブサイト、サーバ、または他のリモートソースから送信される場合、
同軸ケーブル、光ファイバーケーブル、ツイストペア、ＤＳＬ、または赤外線、無線、お
よびマイクロ波などのワイヤレス技術は、媒体の定義に含まれる。本明細書で使用されて
いるディスク（disk）およびディスク（disc）は、コンパクトディスク（disc）（ＣＤ）
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、レーザーディスク（登録商標）（disc）、光ディスク（disc）、デジタルバーサタイル
ディスク（disc）（ＤＶＤ）、フロッピー（登録商標）ディスク（disk）、およびブルー
レイ（登録商標）ディスク（disc）を含み、ディスク（disk）は通常、データを磁気的に
再生し、一方、ディスク（disc）は通常、データをレーザーで光学的に再生する。上記の
組合せも、コンピュータ可読媒体の範囲内に含まれる。
【０２８６】
　[0341]本開示のこれまでの説明は、当業者が本開示を構成または使用することを可能に
するために与えられる。本開示への様々な修正が当業者には容易に明らかであり、本明細
書で定義された一般的な原理は、本開示の趣旨または範囲から逸脱することなく他の変形
形態に適用され得る。本開示全体にわたって、「例」または「例示的」という用語は、例
または事例を示すものであり、述べられた例に対する選好を何ら暗示せず、または要求し
ない。したがって、本開示は、本明細書で説明された例および設計に限定されるべきでな
く、本明細書で開示される原理および新規の特徴に合致する最も広い範囲を与えられるべ
きである。
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【手続補正書】
【提出日】平成30年9月26日(2018.9.26)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ワイヤレス通信のための方法であって、
　複数の直交周波数分割多重化（ＯＦＤＭ）シンボル位置を備える揃えられたクリアチャ
ネルアセスメント（ＣＣＡ）期間において、次の送信間隔における送信に対する共有スペ
クトラムの利用可能性を決定するために、ＣＣＡスロットを同期させることを備え、前記
ＣＣＡスロットの第１のＣＣＡスロットは前記複数のＯＦＤＭシンボル位置の第１のＯＦ
ＤＭシンボル位置と揃えられ、前記ＣＣＡスロットの第２のＣＣＡスロットは、前記ＯＦ
ＤＭシンボル位置の第２のＯＦＤＭシンボル位置と揃えられる、方法。
【請求項２】
　前記送信はダウンリンク送信を備える、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記ＣＣＡスロットは現在のゲーティング間隔の最初または最後のサブフレームに位置
する、請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　前記第１のＯＦＤＭシンボル位置および前記第２のＯＦＤＭシンボル位置は隣接してい
ない、請求項１に記載の方法。
【請求項５】
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　隣接するＣＣＡスロットの開始点の間の間隔は概ね、１つのＯＦＤＭシンボルの継続時
間である、請求項１に記載の方法。
【請求項６】
　前記共有スペクトラムの前記利用可能性を決定する前記ＣＣＡスロットの１つを特定す
ることをさらに備え、前記１つのＣＣＡスロットは、ランダム化シードによって駆動され
る擬似ランダム選択シーケンスに少なくとも一部基づいて特定される、請求項１に記載の
方法。
【請求項７】
　複数の基地局のサブセットは、その擬似ランダム選択シーケンスの生成のために同じラ
ンダム化シードを使用し、前記サブセットは、単一の通信事業者による基地局の展開と関
連付けられる、請求項６に記載の方法。
【請求項８】
　ワイヤレス通信のための装置であって、
　プロセッサと、
　前記プロセッサと電子通信しているメモリと、
　前記メモリに記憶された命令と、
　を備え、前記命令は、
　複数の直交周波数分割多重化（ＯＦＤＭ）シンボル位置を備える揃えられたクリアチャ
ネルアセスメント（ＣＣＡ）期間において、次の送信間隔における送信に対する共有アン
ライセンススペクトラムの利用可能性を決定するために、ＣＣＡスロットを同期させるよ
うに前記プロセッサによって実行可能であり、前記ＣＣＡスロットの第１のＣＣＡスロッ
トは前記複数のＯＦＤＭシンボル位置の第１のＯＦＤＭシンボル位置と揃えられ、前記Ｃ
ＣＡスロットの第２のＣＣＡスロットは、前記ＯＦＤＭシンボル位置の第２のＯＦＤＭシ
ンボル位置と揃えられる、装置。
【請求項９】
　前記送信はダウンリンク送信を備える、請求項８に記載の装置。
【請求項１０】
　前記ＣＣＡスロットは現在のゲーティング間隔の最初または最後のサブフレームに位置
する、請求項８に記載の装置。
【請求項１１】
　前記第１のＯＦＤＭシンボル位置および前記第２のＯＦＤＭシンボル位置は隣接してい
ない、請求項８に記載の装置。
【請求項１２】
　隣接するＣＣＡスロットの開始点の間の間隔は概ね、１つのＯＦＤＭシンボルの継続時
間である、請求項８に記載の装置。
【請求項１３】
　前記命令は、共有スペクトラムの前記利用可能性を決定する前記ＣＣＡスロットの１つ
を特定するように前記プロセッサによって実行可能であり、前記１つのＣＣＡスロットは
、ランダム化シードによって駆動される擬似ランダム選択シーケンスに少なくとも一部基
づいて特定される、請求項８に記載の装置。
【請求項１４】
　複数の基地局のサブセットは、その擬似ランダム選択シーケンスの生成のために同じラ
ンダム化シードを使用し、前記サブセットは、単一の通信事業者による基地局の展開と関
連付けられる、請求項１３に記載の装置。
【請求項１５】
　コンピュータによって実行可能な命令を記憶した非一時的コンピュータ可読媒体であっ
て、
　複数の直交周波数分割多重化（ＯＦＤＭ）シンボル位置を備える揃えられたクリアチャ
ネルアセスメント（ＣＣＡ）期間において、次の送信間隔における送信に対する共有スペ
クトラムの利用可能性を決定するために、ＣＣＡスロットを同期させることを前記コンピ
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ュータに行わせるための命令を備え、前記ＣＣＡスロットの第１のＣＣＡスロットは前記
複数のＯＦＤＭシンボル位置の第１のＯＦＤＭシンボル位置と揃えられ、前記ＣＣＡスロ
ットの第２のＣＣＡスロットは、前記ＯＦＤＭシンボル位置の第２のＯＦＤＭシンボル位
置と揃えられる、非一時的コンピュータ可読媒体。
【請求項１６】
　前記送信はダウンリンク送信を備える、請求項１５に記載の非一時的コンピュータ可読
媒体。
【請求項１７】
　前記ＣＣＡスロットは現在のゲーティング間隔の最初または最後のサブフレームに位置
する、請求項１５に記載の非一時的コンピュータ可読媒体。
【請求項１８】
　前記第１のＯＦＤＭシンボル位置および前記第２のＯＦＤＭシンボル位置は隣接してい
ない、請求項１５に記載の非一時的コンピュータ可読媒体。
【請求項１９】
　隣接するＣＣＡスロットの開始点の間の間隔は概ね、１つのＯＦＤＭシンボルの継続時
間である、請求項１５に記載の非一時的コンピュータ可読媒体。
【請求項２０】
　共有スペクトラムの前記利用可能性を決定する前記ＣＣＡスロットの１つを特定するこ
とを前記コンピュータに行わせるための命令をさらに備え、前記１つのＣＣＡスロットは
、ランダム化シードによって駆動される擬似ランダム選択シーケンスに少なくとも一部基
づいて特定される、請求項１５に記載の非一時的コンピュータ可読媒体。
【請求項２１】
　複数の基地局のサブセットは、その擬似ランダム選択シーケンスの生成のために同じラ
ンダム化シードを使用し、前記サブセットは、単一の通信事業者による基地局の展開と関
連付けられる、請求項２０に記載の非一時的コンピュータ可読媒体。
【請求項２２】
　ワイヤレス通信のための方法であって、
　複数の直交周波数分割多重化（ＯＦＤＭ）シンボル位置を備える揃えられたクリアチャ
ネルアセスメント（ＣＣＡ）期間において、次の送信間隔における送信に対する共有スペ
クトラムの利用可能性を決定するために、複数の同期されたＣＣＡスロットの１つの間に
ＣＣＡを実行することを備え、前記同期されたＣＣＡスロットの第１のＣＣＡスロットは
前記複数のＯＦＤＭシンボル位置の第１のＯＦＤＭシンボル位置と揃えられ、前記同期さ
れたＣＣＡスロットの第２のＣＣＡスロットは、前記ＯＦＤＭシンボル位置の第２のＯＦ
ＤＭシンボル位置と揃えられる、方法。
【請求項２３】
　前記送信はダウンリンク送信を備える、請求項２２に記載の方法。
【請求項２４】
　複数の基地局は、ゲーティング間隔の間にＣＣＡを実行するために同じ同期されたＣＣ
Ａスロットを使用する、請求項２２に記載の方法。
【請求項２５】
　ランダム化シードから生成される擬似ランダム選択シーケンスに少なくとも一部基づい
て、前記１つのＣＣＡスロットを特定することをさらに備える、請求項２２に記載の方法
。
【請求項２６】
　バックホールを通じて複数の基地局間で交換される協調情報に少なくとも一部基づいて
、前記１つのＣＣＡスロットを特定することをさらに備える、請求項２２に記載の方法。
【請求項２７】
　前記共有スペクトラムが利用可能であると決定されるとき、前記次の送信間隔の間に前
記共有スペクトラムをリザーブするために、前記次の送信間隔の前に１つまたは複数の信
号を送信することをさらに備える、請求項２２に記載の方法。
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【請求項２８】
　前記１つまたは複数の信号の各々は前記複数の同期されたＣＣＡスロットの１つの境界
において開始する、請求項２７に記載の方法。
【請求項２９】
　前記第１のＯＦＤＭシンボル位置および前記第２のＯＦＤＭシンボル位置は隣接してい
ない、請求項２２に記載の方法。
【請求項３０】
　ワイヤレス通信のための装置であって、
　プロセッサと、
　前記プロセッサと電気的に通信しているメモリと、
　前記メモリに記憶された命令と、
　を備え、前記命令は、
　複数の直交周波数分割多重化（ＯＦＤＭ）シンボル位置を備える揃えられたクリアチャ
ネルアセスメント（ＣＣＡ）期間において、次の送信間隔における送信に対する共有スペ
クトラムの利用可能性を決定するために、複数の同期されたＣＣＡスロットの１つの間に
ＣＣＡを実行するように、前記プロセッサによって実行可能であり、前記同期されたＣＣ
Ａスロットの第１のＣＣＡスロットは前記複数のＯＦＤＭシンボル位置の第１のＯＦＤＭ
シンボル位置と揃えられ、前記同期されたＣＣＡスロットの第２のＣＣＡスロットは、前
記ＯＦＤＭシンボル位置の第２のＯＦＤＭシンボル位置と揃えられる、装置。
【請求項３１】
　前記送信はダウンリンク送信を備える、請求項３０に記載の装置。
【請求項３２】
　複数の基地局は、ゲーティング間隔の間にＣＣＡを実行するために同じ同期されたＣＣ
Ａスロットを使用する、請求項３０に記載の装置。
【請求項３３】
　前記命令はさらに、
　ランダム化シードから生成される擬似ランダム選択シーケンスに少なくとも一部基づい
て、前記１つのＣＣＡスロットを特定するように、前記プロセッサによって実行可能であ
る、請求項３０に記載の装置。
【請求項３４】
　前記命令はさらに、
　バックホールを通じて複数の基地局間で交換される協調情報に少なくとも一部基づいて
、前記１つのＣＣＡスロットを特定するように、前記プロセッサによって実行可能である
、請求項３０に記載の装置。
【請求項３５】
　前記命令はさらに、
　前記共有スペクトラムが利用可能であると決定されるとき、前記次の送信間隔の間に前
記共有スペクトラムをリザーブするために、前記次の送信間隔の前に１つまたは複数の信
号を送信するように、前記プロセッサによって実行可能である、請求項３０に記載の装置
。
【請求項３６】
　前記１つまたは複数の信号の各々は前記複数の同期されたＣＣＡスロットの１つの境界
において開始する、請求項３５に記載の装置。
【請求項３７】
　前記第１のＯＦＤＭシンボル位置および前記第２のＯＦＤＭシンボル位置は隣接してい
ない、請求項３０に記載の装置。
【請求項３８】
　コンピュータによって実行可能な命令を記憶した非一時的コンピュータ可読媒体であっ
て、
　複数の直交周波数分割多重化（ＯＦＤＭ）シンボル位置を備える揃えられたクリアチャ
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ネルアセスメント（ＣＣＡ）期間において、次の送信間隔における送信に対する共有スペ
クトラムの利用可能性を決定するために、複数の同期されたＣＣＡスロットの１つの間に
ＣＣＡを実行することを前記コンピュータに行わせるための命令を備え、前記同期された
ＣＣＡスロットの第１のＣＣＡスロットは前記複数のＯＦＤＭシンボル位置の第１のＯＦ
ＤＭシンボル位置と揃えられ、前記同期されたＣＣＡスロットの第２のＣＣＡスロットは
、前記ＯＦＤＭシンボル位置の第２のＯＦＤＭシンボル位置と揃えられる、非一時的コン
ピュータ可読媒体。
【請求項３９】
　前記送信はダウンリンク送信を備える、請求項３８に記載の非一時的コンピュータ可読
媒体。
【請求項４０】
　複数の基地局は、ゲーティング間隔の間にＣＣＡを実行するために同じ同期されたＣＣ
Ａスロットを使用する、請求項３８に記載の非一時的コンピュータ可読媒体。
【請求項４１】
　ランダム化シードから生成される擬似ランダム選択シーケンスに少なくとも一部基づい
て、前記１つのＣＣＡスロットを特定することを前記コンピュータに行わせるための命令
をさらに備える、請求項３８に記載の非一時的コンピュータ可読媒体。
【請求項４２】
　バックホールを通じて複数の基地局間で交換される協調情報に少なくとも一部基づいて
、前記１つのＣＣＡスロットを特定することを前記コンピュータに行わせるための命令を
さらに備える、請求項３８に記載の非一時的コンピュータ可読媒体。
【請求項４３】
　前記共有スペクトラムが利用可能であると決定されるとき、前記次の送信間隔の間に前
記共有スペクトラムをリザーブするために、前記次の送信間隔の前に１つまたは複数の信
号を送信することを前記コンピュータに行わせるための命令をさらに備える、請求項３８
に記載の非一時的コンピュータ可読媒体。
【請求項４４】
　前記１つまたは複数の信号の各々は前記複数の同期されたＣＣＡスロットの１つの境界
において開始する、請求項４３に記載の非一時的コンピュータ可読媒体。
【請求項４５】
　前記第１のＯＦＤＭシンボル位置および前記第２のＯＦＤＭシンボル位置は隣接してい
ない、請求項３８に記載の非一時的コンピュータ可読媒体。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０２８６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０２８６】
　[0341]本開示のこれまでの説明は、当業者が本開示を構成または使用することを可能に
するために与えられる。本開示への様々な修正が当業者には容易に明らかであり、本明細
書で定義された一般的な原理は、本開示の趣旨または範囲から逸脱することなく他の変形
形態に適用され得る。本開示全体にわたって、「例」または「例示的」という用語は、例
または事例を示すものであり、述べられた例に対する選好を何ら暗示せず、または要求し
ない。したがって、本開示は、本明細書で説明された例および設計に限定されるべきでな
く、本明細書で開示される原理および新規の特徴に合致する最も広い範囲を与えられるべ
きである。
　以下に、本願の出願当初の特許請求の範囲に記載された発明を付記する。
　［Ｃ１］
　ワイヤレス通信のための方法であって、
　次の送信間隔における送信に対するアンライセンススペクトラムの利用可能性を決定す
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るために、複数の基地局にわたってクリアチャネルアセスメント（ＣＣＡ）スロットを同
期させることを備える、方法。
　［Ｃ２］
　前記送信はダウンリンク送信を備える、Ｃ１に記載の方法。
　［Ｃ３］
　前記ＣＣＡスロットは現在のゲーティング間隔の最後のサブフレームに位置する、Ｃ１
に記載の方法。
　［Ｃ４］
　前記ＣＣＡスロットは現在のゲーティング間隔の最初のサブフレームに位置する、Ｃ１
に記載の方法。
　［Ｃ５］
　隣接するＣＣＡスロットの開始点の間の間隔は概ね、１つの直交周波数分割多重化（Ｏ
ＦＤＭ）シンボルの継続時間である、Ｃ１に記載の方法。
　［Ｃ６］
　前記アンライセンススペクトラムの前記利用可能性を決定する前記ＣＣＡスロットの１
つを特定することをさらに備え、前記１つのＣＣＡスロットは、ランダム化シードによっ
て駆動される擬似ランダム選択シーケンスに少なくとも一部基づいて特定される、Ｃ１に
記載の方法。
　［Ｃ７］
　前記複数の基地局のサブセットは、その擬似ランダム選択シーケンスの生成のために同
じランダム化シードを使用し、前記サブセットは、単一の通信事業者による基地局の展開
と関連付けられる、Ｃ６に記載の方法。
　［Ｃ８］
　ワイヤレス通信のための装置であって、
　次の送信間隔におけるダウンリンク送信に対するアンライセンススペクトラムの利用可
能性を決定するために、複数の基地局にわたってクリアチャネルアセスメント（ＣＣＡ）
スロットを同期するための手段を備える装置。
　［Ｃ９］
　前記送信はダウンリンク送信を備える、Ｃ８に記載の装置。
　［Ｃ１０］
　前記ＣＣＡスロットは現在のゲーティング間隔の最後のサブフレームに位置する、Ｃ８
に記載の装置。
　［Ｃ１１］
　前記ＣＣＡスロットは現在のゲーティング間隔の最初のサブフレームに位置する、Ｃ８
に記載の装置。
　［Ｃ１２］
　隣接するＣＣＡスロットの開始点の間の間隔は概ね、１つの直交周波数分割多重化（Ｏ
ＦＤＭ）シンボルの継続時間である、Ｃ８に記載の装置。
　［Ｃ１３］
　アンライセンススペクトラムの前記利用可能性を決定する前記ＣＣＡスロットの１つを
特定するための手段をさらに備え、前記１つのＣＣＡスロットは、ランダム化シードによ
って駆動される擬似ランダム選択シーケンスに少なくとも一部基づいて特定される、Ｃ８
に記載の装置。
　［Ｃ１４］
　前記複数の基地局のサブセットは、その擬似ランダム選択シーケンスの生成のために同
じランダム化シードを使用し、前記サブセットは、単一の通信事業者による基地局の展開
と関連付けられる、Ｃ１３に記載の装置。
　［Ｃ１５］
　ワイヤレス通信のための装置であって、
　プロセッサと、
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　前記プロセッサと電気的に通信しているメモリと、
　前記メモリに記憶された命令と、
　を備え、前記命令は、
　次の送信間隔におけるダウンリンク送信に対するアンライセンススペクトラムの利用可
能性を決定するために、複数の基地局にわたってクリアチャネルアセスメント（ＣＣＡ）
スロットを同期するように、前記プロセッサによって実行可能である、装置。
　［Ｃ１６］
　前記送信はダウンリンク送信を備える、Ｃ１５に記載の装置。
　［Ｃ１７］
　前記ＣＣＡスロットは現在のゲーティング間隔の最後のサブフレームに位置する、Ｃ１
５に記載の装置。
　［Ｃ１８］
　前記ＣＣＡスロットは現在のゲーティング間隔の最初のサブフレームに位置する、Ｃ１
５に記載の装置。
　［Ｃ１９］
　隣接するＣＣＡスロットの開始点の間の間隔は概ね、１つの直交周波数分割多重化（Ｏ
ＦＤＭ）シンボルの継続時間である、Ｃ１５に記載の装置。
　［Ｃ２０］
　前記命令は、
　アンライセンススペクトラムの前記利用可能性を決定する前記ＣＣＡスロットの１つを
特定するように、前記プロセッサによって実行可能であり、前記１つのＣＣＡスロットは
、ランダム化シードによって駆動される擬似ランダム選択シーケンスに少なくとも一部基
づいて特定される、Ｃ１５に記載の装置。
　［Ｃ２１］
　前記複数の基地局のサブセットは、その擬似ランダム選択シーケンスの生成のために同
じランダム化シードを使用し、前記サブセットは、単一の通信事業者による基地局の展開
と関連付けられる、Ｃ２０に記載の装置。
　［Ｃ２２］
　ワイヤレス通信システムにおけるワイヤレス通信装置による通信のためのコンピュータ
プログラム製品であって、前記ワイヤレス通信装置に、
　次の送信間隔におけるダウンリンク送信に対するアンライセンススペクトラムの利用可
能性を決定するために、複数の基地局にわたってクリアチャネルアセスメント（ＣＣＡ）
スロットを同期させるように、
　プロセッサによって実行可能な命令を記憶した、非一時的コンピュータ可読媒体を備え
る、コンピュータプログラム製品。
　［Ｃ２３］
　前記送信はダウンリンク送信を備える、Ｃ２２に記載のコンピュータプログラム製品。
　［Ｃ２４］
　前記ＣＣＡスロットは現在のゲーティング間隔の最後のサブフレームに位置する、Ｃ１
５に記載のコンピュータプログラム製品。
　［Ｃ２５］
　前記ＣＣＡスロットは現在のゲーティング間隔の最初のサブフレームに位置する、Ｃ１
５に記載のコンピュータプログラム製品。
　［Ｃ２６］
　隣接するＣＣＡスロットの開始点の間の間隔は概ね、１つの直交周波数分割多重化（Ｏ
ＦＤＭ）シンボルの継続時間である、Ｃ１５に記載のコンピュータプログラム製品。
　［Ｃ２７］
　前記命令は、前記ワイヤレス通信装置に、
　アンライセンススペクトラムの前記利用可能性を決定する前記ＣＣＡスロットの１つを
特定させるように、前記プロセッサによって実行可能であり、前記１つのＣＣＡスロット
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は、ランダム化シードによって駆動される擬似ランダム選択シーケンスに少なくとも一部
基づいて特定される、Ｃ１５に記載のコンピュータプログラム製品。
　［Ｃ２８］
　前記複数の基地局のサブセットは、その擬似ランダム選択シーケンスの生成のために同
じランダム化シードを使用し、前記サブセットは、単一の通信事業者による基地局の展開
と関連付けられる、Ｃ２０に記載のコンピュータプログラム製品。
　［Ｃ２９］
　ワイヤレス通信のための方法であって、
　次の送信間隔における送信に対するアンライセンススペクトラムの利用可能性を決定す
るために、複数の進化型ノードＢ（ｅＮＢ）にわたって同期された複数のクリアチャネル
アセスメント（ＣＣＡ）スロットの１つの間にＣＣＡを実行することを備える、方法。
　［Ｃ３０］
　前記送信はダウンリンク送信を備える、Ｃ２９に記載の方法。
　［Ｃ３１］
　前記ｅＮＢの２つ以上は、ゲーティング間隔の間にＣＣＡを実行するために同じＣＣＡ
スロットを使用する、Ｃ２９に記載の方法。
　［Ｃ３２］
　ランダム化シードから生成される擬似ランダム選択シーケンスに少なくとも一部基づい
て、前記１つのＣＣＡスロットを特定することをさらに備える、Ｃ２９に記載の方法。
　［Ｃ３３］
　バックホールを通じて前記複数のｅＮＢの少なくともサブセットの間で交換される協調
情報に少なくとも一部基づいて、前記１つのＣＣＡスロットを特定することをさらに備え
る、Ｃ２９に記載の方法。
　［Ｃ３４］
　前記アンライセンススペクトラムが利用可能であると決定されるとき、前記次の送信間
隔の間に前記アンライセンススペクトラムをリザーブするために、前記次の送信間隔の前
に１つまたは複数の信号を送信することをさらに備える、Ｃ２９に記載の方法。
　［Ｃ３５］
　前記１つまたは複数の信号の各々は前記複数のＣＣＡスロットの１つの境界において開
始する、Ｃ３４に記載の方法。
　［Ｃ３６］
　前記１つまたは複数の信号は、前記アンライセンススペクトラム上でのチャネル品質の
推定と時間－周波数の同期との１つまたは両方のための、少なくとも１つのパイロット信
号を備える、Ｃ３４に記載の方法。
　［Ｃ３７］
　前記少なくとも１つのパイロット信号は、前記複数のｅＮＢのそれぞれ１つにチャネル
品質を報告するために、異なるリソース要素に対するチャネル品質測定を行うために、ユ
ーザ機器（ＵＥ）によって使用される、Ｃ３６に記載の方法。
　［Ｃ３８］
　前記１つまたは複数の信号に応答して、それぞれのＵＥからチャネル品質の報告を前記
複数のｅＮＢの１つにおいて受信することと、前記報告は、前記少なくとも１つのパイロ
ット信号を使用して異なるリソース要素に対して前記ＵＥによって行われるチャネル品質
測定に少なくとも基づく、
　干渉を回避するために複数のＵＥの間で断片的なリソースの再使用を提供するために、
前記１つのｅＮＢから前記それぞれのＵＥへの送信のためにリソース要素を割り振ること
と、
　をさらに備える、Ｃ３６に記載の方法。
　［Ｃ３９］
　ワイヤレス通信のための装置であって、
　次の送信間隔における送信に対するアンライセンススペクトラムの利用可能性を決定す
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るために、複数の進化型ノードＢ（ｅＮＢ）にわたって同期された複数のクリアチャネル
アセスメント（ＣＣＡ）スロットの１つの間にＣＣＡを実行するための手段を備える、装
置。
　［Ｃ４０］
　前記送信はダウンリンク送信を備える、Ｃ３９に記載の装置。
　［Ｃ４１］
　前記ｅＮＢの２つ以上は、ゲーティング間隔の間にＣＣＡを実行するために同じＣＣＡ
スロットを使用する、Ｃ３９に記載の装置。
　［Ｃ４２］
　ランダム化シードから生成される擬似ランダム選択シーケンスに少なくとも一部基づい
て、前記１つのＣＣＡスロットを特定するための手段をさらに備える、Ｃ３９に記載の装
置。
　［Ｃ４３］
　バックホールを通じて前記複数のｅＮＢの少なくともサブセットの間で交換される協調
情報に少なくとも一部基づいて、前記１つのＣＣＡスロットを特定するための手段をさら
に備える、Ｃ３９に記載の装置。
　［Ｃ４４］
　前記アンライセンススペクトラムが利用可能であると決定されるとき、前記次の送信間
隔の間に前記アンライセンススペクトラムをリザーブするために、前記次の送信間隔の前
に１つまたは複数の信号を送信するための手段をさらに備える、Ｃ３９に記載の装置。
　［Ｃ４５］
　前記１つまたは複数の信号の各々は前記複数のＣＣＡスロットの１つの境界において開
始する、Ｃ４４に記載の装置。
　［Ｃ４６］
　前記１つまたは複数の信号は、前記アンライセンススペクトラム上でのチャネル品質の
推定と時間－周波数の同期との１つまたは両方のための、少なくとも１つのパイロット信
号を備える、Ｃ４４に記載の装置。
　［Ｃ４７］
　前記少なくとも１つのパイロット信号は、前記複数のｅＮＢのそれぞれ１つにチャネル
品質を報告するために、異なるリソース要素に対するチャネル品質測定を行うために、ユ
ーザ機器（ＵＥ）によって使用される、Ｃ４６に記載の装置。
　［Ｃ４８］
　前記１つまたは複数の信号に応答して、それぞれのＵＥからチャネル品質の報告を前記
複数のｅＮＢの１つにおいて受信するための手段と、前記報告は、前記少なくとも１つの
パイロット信号を使用して異なるリソース要素に対して前記ＵＥによって行われるチャネ
ル品質測定に少なくとも基づく、
　干渉を回避するために複数のＵＥの間で断片的なリソースの再使用を提供するために、
前記１つのｅＮＢから前記それぞれのＵＥへの送信のためにリソース要素を割り振るため
の手段と、
　をさらに備える、Ｃ４６に記載の装置。
　［Ｃ４９］
　ワイヤレス通信のための装置であって、
　プロセッサと、
　前記プロセッサと電気的に通信しているメモリと、
　前記メモリに記憶された命令と、
　を備え、前記命令は、
　次の送信間隔における送信に対するアンライセンススペクトラムの利用可能性を決定す
るために、複数の進化型ノードＢ（ｅＮＢ）にわたって同期された複数のクリアチャネル
アセスメント（ＣＣＡ）スロットの１つの間にＣＣＡを実行するように、前記プロセッサ
によって実行可能である、装置。
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　［Ｃ５０］
　前記送信はダウンリンク送信を備える、Ｃ４９に記載の装置。
　［Ｃ５１］
　前記ｅＮＢの２つ以上は、ゲーティング間隔の間にＣＣＡを実行するために同じＣＣＡ
スロットを使用する、Ｃ４９に記載の装置。
　［Ｃ５２］
　前記命令はさらに、
　ランダム化シードから生成される擬似ランダム選択シーケンスに少なくとも一部基づい
て、前記１つのＣＣＡスロットを特定するように、前記プロセッサによって実行可能であ
る、Ｃ４９に記載の装置。
　［Ｃ５３］
　前記命令はさらに、
　バックホールを通じて前記複数のｅＮＢの少なくともサブセットの間で交換される協調
情報に少なくとも一部基づいて、前記１つのＣＣＡスロットを特定するように、前記プロ
セッサによって実行可能である、Ｃ４９に記載の装置。
　［Ｃ５４］
　前記命令はさらに、
　前記アンライセンススペクトラムが利用可能であると決定されるとき、前記次の送信間
隔の間に前記アンライセンススペクトラムをリザーブするために、前記次の送信間隔の前
に１つまたは複数の信号を送信するように、前記プロセッサによって実行可能である、Ｃ
４９に記載の装置。
　［Ｃ５５］
　前記１つまたは複数の信号の各々は前記複数のＣＣＡスロットの１つの境界において開
始する、Ｃ５４に記載の装置。
　［Ｃ５６］
　前記１つまたは複数の信号は、前記アンライセンススペクトラム上でのチャネル品質の
推定と時間－周波数の同期との１つまたは両方のための、少なくとも１つのパイロット信
号を備える、Ｃ５４に記載の装置。
　［Ｃ５７］
　前記少なくとも１つのパイロット信号は、前記複数のｅＮＢのそれぞれ１つにチャネル
品質を報告するために、異なるリソース要素に対するチャネル品質測定を行うために、ユ
ーザ機器（ＵＥ）によって使用される、Ｃ５６に記載の装置。
　［Ｃ５８］
　前記命令はさらに、
　前記１つまたは複数の信号に応答して、それぞれのＵＥからチャネル品質の報告を前記
複数のｅＮＢの１つにおいて受信することと、前記報告は、前記少なくとも１つのパイロ
ット信号を使用して異なるリソース要素に対して前記ＵＥによって行われるチャネル品質
測定に少なくとも基づく、
　干渉を回避するために複数のＵＥの間で断片的なリソースの再使用を提供するために、
前記１つのｅＮＢから前記それぞれのＵＥへの送信のためにリソース要素を割り振ること
と、
　を行うように、前記プロセッサによって実行可能である、Ｃ５６に記載の装置。
　［Ｃ５９］
　ワイヤレス通信システムにおけるワイヤレス通信装置による通信のためのコンピュータ
プログラム製品であって、前記ワイヤレス通信装置に、
　次の送信間隔における送信に対するアンライセンススペクトラムの利用可能性を決定す
るために、複数の進化型ノードＢ（ｅＮＢ）にわたって同期された複数のクリアチャネル
アセスメント（ＣＣＡ）スロットの１つの間にＣＣＡを実行させるように、プロセッサに
よって実行可能な命令を記憶した、非一時的コンピュータ可読媒体を備える、コンピュー
タプログラム製品。
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　［Ｃ６０］
　前記送信はダウンリンク送信を備える、Ｃ５９に記載のコンピュータプログラム製品。
　［Ｃ６１］
　前記ｅＮＢの２つ以上は、ゲーティング間隔の間にＣＣＡを実行するために同じＣＣＡ
スロットを使用する、Ｃ５９に記載のコンピュータプログラム製品。
　［Ｃ６２］
　前記命令は、前記ワイヤレス通信装置に、
　ランダム化シードから生成される擬似ランダム選択シーケンスに少なくとも一部基づい
て、前記１つのＣＣＡスロットを特定させるように、前記プロセッサによって実行可能で
ある、Ｃ５９に記載のコンピュータプログラム製品。
　［Ｃ６３］
　前記命令は、前記ワイヤレス通信装置に、
　バックホールを通じて前記複数のｅＮＢの少なくともサブセットの間で交換される協調
情報に少なくとも一部基づいて、前記１つのＣＣＡスロットを特定させるように、前記プ
ロセッサによって実行可能である、Ｃ５９に記載のコンピュータプログラム製品。
　［Ｃ６４］
　前記命令は、前記ワイヤレス通信装置に、
　前記アンライセンススペクトラムが利用可能であると決定されるとき、前記次の送信間
隔の間に前記アンライセンススペクトラムをリザーブするために、前記次の送信間隔の前
に１つまたは複数の信号を送信させるように、前記プロセッサによって実行可能である、
Ｃ５９に記載のコンピュータプログラム製品。
　［Ｃ６５］
　前記１つまたは複数の信号の各々は前記複数のＣＣＡスロットの１つの境界において開
始する、Ｃ６４に記載のコンピュータプログラム製品。
　［Ｃ６６］
　前記１つまたは複数の信号は、前記アンライセンススペクトラム上でのチャネル品質の
推定と時間－周波数の同期との１つまたは両方のための、少なくとも１つのパイロット信
号を備える、Ｃ６４に記載のコンピュータプログラム製品。
　［Ｃ６７］
　前記少なくとも１つのパイロット信号は、前記複数のｅＮＢのそれぞれ１つにチャネル
品質を報告するために、異なるリソース要素に対するチャネル品質測定を行うために、ユ
ーザ機器（ＵＥ）によって使用される、Ｃ６６に記載のコンピュータプログラム製品。
　［Ｃ６８］
　前記命令は、前記ワイヤレス通信装置に、前記１つまたは複数の信号に応答して、それ
ぞれのＵＥからチャネル品質の報告を前記複数のｅＮＢの１つにおいて受信させることと
、前記報告は、前記少なくとも１つのパイロット信号を使用して異なるリソース要素に対
して前記ＵＥによって行われるチャネル品質測定に少なくとも基づく、
　干渉を回避するために複数のＵＥの間で断片的なリソースの再使用を提供するために、
前記１つのｅＮＢから前記それぞれのＵＥへの送信のためにリソース要素を割り振らせる
ことと、
　を行うように、前記プロセッサによって実行可能である、Ｃ６６に記載のコンピュータ
プログラム製品。
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